

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ










〝最強の装備〟とは、一体、何だろうか？




　例えば、眼前の敵を討ち屠ほふる、強力な武器。

　天地を斬り裂く、無双の宝剣。

　視界に入る総すべてを貫く、究極の剛ごう槍そう。

　森羅万象、あらゆる物質を打ち砕く、破壊神の斧おの。




　或あるいは、どんな攻撃も寄せ付けぬ、頑強な防具。

　巨人の一撃さえ受け止める、剛健なる鎧よろい。

　竜の炎ですらも無効化する、至宝たる盾。

　如何いかなる事象をも跳ね返す、神々の法ほう衣え。




　若もしくは、それぞれの属性を極めた、神秘の宝具。

　存在するもの皆、悉ことごとく灰かい燼じんと化す、燃え盛る炎の魔ま杖じょう。

　時に守護する清流の如ごとく、時に荒れ狂う濁流の如し、水を支配せし法器。

　自由自在に飛び回り、触れるものを気まぐれに斬り裂く、吹き荒れる風の鉤かぎ爪づめ。

　動かざるは山の如く、一たび動けば破壊の権ごん化げ、大地を制する武神の兜かぶと。




　光の神器──解き放たれし閃せん光こうは、遥はるか彼方かなたまで消滅させる。

　闇の魔具──何もかも、何もかも、全て吞のみ込む、闇あん黒こくの力。




　──いいや、違う。それでもまだ、最強には至らない。

　最強、それは始原にして至高、一をして全たらしめる、唯一無二の装備。







　真の最強──〝最強の装備〟、それは──！













第一章　偽りの希望たる《姫騎士》、真なる《最強全裸》と邂かい逅こうす









　青年の名は、ナクト。姓はない、ただの〝ナクト〟だ。

　物心つく前から、恐らく生まれた頃から、彼はずっと一人だった。実年齢にして、およそ十八年、〝この地〟で過ごし続けている。

　ただ、ナクトの住む〝この地〟は、あまりにも──尋常とは、かけ離れていて。

『──Ｇｒｒｒｒｒ……』

　地の底から響くような唸うなり声を発するのは、ナクトを見下ろす巨大生物……いや、果たしてそれを〝生物〟と表して、良いのだろうか。

　天を覆わんばかりの巨きょ軀く、大木のように太い手足。牙は全てを磨すり潰す大おお槌づち、爪は全てを斬り裂く刃やいば、表皮を隙間なく覆うのは──人類が失伝して久しい、強きょう靭じんなる金属。

《ダマスカス・ゴーレム》──遥か昔、対敵した重装兵の大隊が、鎧など無きが如く引き裂かれ、傷一つ与えられず全滅してしまった、そんな伝説を体現する怪物だ。

　その規格外の化け物を前に、ただ一人の青年に、成す術すべなどなく。

『Ｇｒｒ……Ｗｏｏｏｗ……！』

「……マズイな」

　唸り声を漏らすゴーレムを見上げ、ナクトがそう呟つぶやくのも、当然。陽光を遮るほど深く生い茂る樹海の中で、巨大樹を背にし、逃げる事も叶かなわない。

　しかもこの強大な化け物を前に、大きなマントを羽織っているナクトの手には、武器の一つもないのだ。

　いや、仮に武器を持っていたとして、それが何になるというのか。

　今まさに襲い来る、この圧倒的強者を討ち倒すには。

『ＧｕｕｕＯｏｏｏｏｏｏＮ!!』

　それこそ──〝最強の装備〟でもなければ、不可能──！




「風よ、吹き荒れろ」

『ぐ、ぐおーん!?』




　……ナクトが片手を振り上げると、其処そこにだけ嵐が吹き荒れ、烈風がゴーレムの巨体を周囲の樹き々ぎごと軽々と吹き飛ばしてしまった。

　先程の威容はどこへやら、ゴーレムは『ごれむっ、ごれむーっ』と叫びながら逃げ去っていく。それ、ゴーレム的な鳴き声なの？

〝マズイ〟とは、一体何だったのか……いやいや、あれほどの力を発揮したのだ。

　きっとナクトも、それ相応の代償を支払って──！

「アレは、マズイ……ゴーレムは硬くて、食えるトコがないからな」

　味の問題、それだけだったらしい。




　ナクトは今まで、ここで──人類不可侵とされる〝危険領域〟で、サバイバル生活を送ってきた。先程のような規格外の怪物に襲われる事も、日常茶飯事である。

　大した出来事でもない。何の変化もない、いつもの日常だ──と、踵きびすを返したナクトが住すみ処かへ帰還しようとした、その時。

『──……きゃ、ああっ……あっ……！』

「……ん？　今の声は……」

　この〝危険領域〟でのサバイバル生活で五感が研ぎ澄まされているのか。まるで《世界》と一体化しているかの如く、獣でも怪物でもない声を、ナクトは正確に捉えた。




　間違いない、今のは人間の──女性の悲鳴だ。




　けれど、この樹海は深く、あまりにも広大。先程のような怪物が当たり前に跋ばっ扈こする場所で、たとえ位置が分かったとて、助けに間に合うはずもない。

　残念だが、諦めるしかないだろう。それこそが、人類不可侵とされる〝危険領域〟における絶対の掟おきて、弱肉強食、自然の摂理で──！

「よし、飛んでいくか。──《神渡りの風ゴッド・ウインド》」

　……巻き起こった旋風が、ふわり、ナクトの体を浮かせた直後、一瞬で姿が消える。




　そう、この〝風を自在に操る能力〟こそ、この〝危険領域〟において、今までナクトが無事でいられた理由──……

　………なのだろうか？




　　　　■■■




　神風に乗って跳躍し、ナクトが一瞬で辿たどり着いたのは、樹海の中でも少し開けた場所。

　そこにいたのは、幾千年の時を経て生命と邪気を得た大樹の魔物、《世界樹ユグドラシルの残渣・ローパー》。世界樹の朽ちる事なき生命力により鍛えられた触手は、大斧でも断ち切れぬほど屈強でありながら、大蛇の如く滑らかに動くのだ。

　そして、そのローパーの触手を懸命に躱かわす──一人の少女。

「きゃ、あっ……っ、はあっ！」

　ナクトは今まで、ずっと一人で生きてきた。自分以外の人間など、迷い込んでくる者か、無謀な冒険者くらいで、しかも大半が気絶しているか、重傷で意識不明の者ばかり。

　中には極まれに、女性の姿もあった。が、それも何年前かの話である。

　そもそも、こうして動けている人間をまともに見たのなど、初めて──だが、それでも少女が、絶世の美しさを有する事くらいは、理解できる。

　鎧と一体化したかのようなミニスカートのドレスアーマーから覗のぞく、細くしなやかな四肢。その肌は上等の宝石にも負けないほど、白く煌きらめき輝いていた。

　長く艶あでやかな金髪は、回避のため激しく動いても、なおも美しく舞い踊っているようで──その麗うるわしさを文字通り装飾している〝ティアラ〟は、不思議な光を湛たたえていて。

　不意に少女が、ティアラを彩いろどる三つの宝石の右端に、右手を添えると。




「っ──《光剣レディ・ブレイド》──！」




　何と、言葉通り〝光〟で形成された剣が、少女の柔らかそうな手の内に収まった。

　今までローパーの触手を回避し続けてきた彼女だが、もうやられっぱなしではない。

　己より圧倒的に巨大な敵を、怯ひるむことなく見据え、光の刃を真まっ直すぐ構える。

「覚悟してくださいっ。──やあああああっ！」

『……！』

　気合一声、少女が振るった光剣が鋭く閃ひらめいて、ローパーの触手を斬り刻み──！




「やあああ………あうっ」

『？』




　……残念ながら斬り刻む事はできず、ぼよんっ、と刃は弾はじかれ、少女は反動で尻餅をついてしまう。

　どうにも気が抜ける結果だが、人類には危険すぎるこの地で、その隙は致命的だ。

「う、うぅ、いたた……あっ。きゃっ……きゃあああっ！」

　ついに少女は、ローパーの触手に両腕を絡からめとられ、宙ちゅう吊づりにされてしまった。

「く、ううっ……やっ。は、離して、くださ、ぁ……ひんっ!?」

　視覚のないローパーは、ようやく捕らえた獲物を品定めするように、少女の体に触手を這はわせている。手足を拘束され、ドレスアーマーの隙間をまさぐられ、その気持ちの悪い感触に、少女は端整な顔を歪ゆがめていた。

　放っておけば、いずれ触手がその細い首に巻き付き、少女を害するだろう。

　それもまた、弱肉強食……だからとて、黙って見過ごす理由もない。

　一歩、無造作にナクトが進み出ていくと、触手に拘束されている少女と目が合った。

「ひ、うぅ……え？　……えっ!?　なぜこんな所に、人が……っ、そ、それよりっ」

　少女は驚きながらも、ナクトへ向けて、声をかけようとしてくる。拘束されたままの姿勢で、必死に首を向けてくる少女に、ナクトは安心させようと語りかけた──

「大丈夫だ。ジッとしていろ。すぐに──」




「そこのアナタ──に、逃げてください、ここは危険ですっ！」




「………う、ん？」

　──が、少女の口から出てきたのは、助けを求める悲鳴ではない。

　むしろ、見知らぬ他人の身を、案じる言葉──声は震えていた、恐怖は感じているだろう。それでも彼女は、ナクトに〝逃げて〟と叫んだのだ。

　その事実が、この危険領域で初めて人間と出会った事よりも、ずっと大きな驚きをナクトに与えていた。

　だが、大きな声を出した振動のせいか、ローパーの触手が少女の白く細い首を探り当て、巻き付いていく。

　魔物の強靭な力で、少女は喉元を締め上げられる、と。

「あっ。……う、うぁ……ひっ、んっ……ッ！」

　その端整な顔が恐怖で青ざめ、魔物の無慈悲な触手が、可か憐れんな花を手折らんと力を籠こめた──その刹那。




「ぅ。………ふ、え？」




　ローパーの触手は斬り刻まれ、少女は既に解放されていた。

　何が起こったか分かっていないのか、きょとん、としていた彼女は、今──ナクトの両腕に抱きかかえられている事に気付き、俄にわかに慌てだす。

「え、あ、あれっ？　……きゃあっ!?　い、いつの間に、っあ、あああの、あのあのっ」

「ん。大丈夫か？　どこか、痛いトコでもあるか？」

「へあっ。あ、こほんっ……へ、平気です！　下ろしてくだ……あっ、後ろ！」

　少女が促してくる通り、ローパーの残った触手が、ナクトの背後に迫っていた。

　そのまま無防備な背中を、打ちのめされる……かと思いきや。

「きゃっ！　……えっ。ま、また一瞬で、場所が……」

「下ろすのは、ここでイイか？」

「あ、は……はいっ。……??」

　ローパーの触手は空を切り、少し離れた場所で、困惑するように右往左往していた。

　何が何だか分からない、という表情の少女を、先程頼まれた通り……ただし安全な場所に下ろす。そして改めてナクトはローパーを見据えるが、少女がかけてきた言葉は。

「あ、あの……危ないところを助けて頂き、ありがとうございました。ですが……どうか、逃げてください。あの魔物……あまりにも強すぎます。普通ではありません」

「ん？　そうか？」

「えっ？　あ、はい、見ての通りで……え、っと、こほんっ。ですが先程、私を助けてくれたあなたのスピードなら、きっと逃げきれるはずです」

「ああ。それはまあ、別に逃げられるとは思うけど。じゃあ、また抱えていこうか」

「っ。……心配して、くださっているのですね？　ですが、それは不可能でしょう……あの恐ろしい魔物を相手に、人一人を抱えていては、きっと逃げきれません。……わ、私の事なら、心配いりません。私には──」

　気丈な笑みを見せつつ、少女が自身の〝ティアラ〟に手を添え、言い放つ。




「この〝光の神器〟──《光神のリアライト・姫冠ティアラ》がありますから！」

「でもさっき、全く歯が立ってなかったっぽいけど」

「みみ見ていたのですかー!?　いえあのっ、あれはちょっと失敗しただけでっ……つ、次は大丈夫ですからっ！　……だ、大丈夫のはず、ですっ」




　少女の言葉尻は小さくなり、しかも震えていて、明らかに虚勢だと分かる。

　それでも彼女がナクトを庇かばおうとする理由は、そのまま当人の口から告げられた。

「そ、それにっ。見たところ、あなたは……何かの〝装備〟を手にしている訳では、ないようですし。そのマントだけでは、とても戦えないのは……分かっているでしょう？」

「？　……そうなのか？」

「そっ……いえ、そうですよっ。私達人間は、身に着ける〝装備〟を通して、自然界から力を借りられるのです。じょ、常識じゃないですかっ」

　外界の常識には疎うといナクトだが、なるほど、と少女の言葉に頷うなずく。『装備が力を貸してくれる』という感覚は、ナクトにとっても心当たりがあるのだ。

　一方、少女は改めて覚悟を固めたらしく、神妙な表情で呟つぶやく。

「さあ……もう逃げてください。そして願わくは、この地から北にある王城へ、言こと伝づてを。私の名はレナリア──〝レナリアは最後まで、戦い抜きました〟と。それだけで、伝わるはずですから。……さあ、お早く。私の事は、もう……お気に、なさらず。……っ」

　少女の──レナリアの言葉は、やはり虚勢。声も、手足も、震えている。体は竦すくんで思うように動かないのか、姿勢も中腰の状態で、とても戦う体勢ではない。

　それでも〝逃げろ〟と促してくる彼女の前に、ナクトは堂々と立った。

「レナリア。悪いが、それは自分の口から、伝えてくれ」

「……え？　それは、どういう……っ、あ、危ないですよ!?　避よけて──」

　しつこく襲い来るローパーの触手に、レナリアもまた、何度目かの警告を叫ぶ。

　だが、ナクトに焦あせりはない。レナリアの前に立ったまま、マントの下から手を伸ばし。




「──《灼焰のイル・フレア魔剣・ブレイド》」

「………えっ」




　右手に形成した、マグマの如ごとき熱波を発する炎の剣で──襲い来る触手を、一瞬にして焼き落とし、炭と化してしまった。

　この光景に、レナリアは目を白黒させながら、震える口から辛かろうじて言葉を紡つむぐが。

「あ、ああ、あっ……あなたは、一体、何者……」

「ナクトだ」

「………ふえっ？」

　レナリアの言葉に、簡潔に答えたナクトは、改めて自己紹介する。

「俺の名は、ナクト──好きに呼んでくれて構わない、レナリア」

「！　ナク、ト……ナクト、殿っ……は、はいっ、ナクト殿！」

　少しは安あん堵どしたのか、初めて笑顔を見せてくれたレナリアに、ナクトは続けて言葉を投げかけた。

「レナリア。恐らく、キミの言う通りなんだろう。俺の〝装備〟が、俺に〝最強の力〟を与えてくれる。だからこそ──俺がこの程度の魔物に負けるコトは、ありえない」

「え……えっ!?　ナクト殿は、何か装備を身に着けているのですか？　では……そのマントの下に!?　さ、最強だなんて、一体どのような凄すごい装備を隠してっ……!?」

　レナリアが目を輝かせている間にも、無尽蔵に湧いて出てくる触手を、ナクトは炎の剣で軽々と斬り払いながら言った。

「隠しているつもりなんて、ない。レナリアも、見ているじゃないか」

「見て、いる？　え、っと、私にはマントくらいしか……あっ、まさかそのマントが、ナクト殿の言う〝最強の装備〟ですか!?　確かに何だか、神こう々ごうしいような……！」

「いや、これはただのマントだ。俺にとってはな。……まだ、分からないか？」

　ナクトが問いかけると、レナリアはただでさえ大きく円つぶらな目を皿のようにして、目を離さず観察する──が、やはりナクトの装備の正体は、見えていないらしく。

「う〜ん、う〜ん、隠していないのに、見えない……な、難解な謎かけでしょうか……そもそも、マントを羽織っているのでは、分かりませんよう……う〜ん」

　うんうんと悩み続けるレナリアの様子が、ナクトには何だかおかしくて、軽く失笑した──が、ここは人類不可侵の危険領域、風向きは突如として急変する。

「ナクト殿は、一体どんな装備を……え？　……ひっ!?」

　吞のん気きとさえ言える様子で悩んでいたレナリアが、短い悲鳴を上げた。

　無理もない、彼女の視線の先には、新たなローパーが──深い森の奥から染しみ出してくるように、何と十数体も現れたのだから。

　触手の数を合計してみれば、優に百本は超える。おぞましく蠢うごめく触手達に、レナリアは再び顔を青ざめさせ、柔らかそうな唇を恐怖に震わせた。

「あ、あんな恐ろしい魔物が、こんな、沢山……こんなの、ど、どうすれば……」

「───来る」

「え、な、ナクト殿？　来る、って、それは今、ローパーの大群が……──ぇ」

　怯おびえるレナリアが、ナクトの言葉の真意を知ったのは、この直後。

　それはあまりにも、突然に、無慈悲に、飛来した──風を巻き上げ、上空から着地すると同時に、兇きょう悪あくな獣じゅう牙がでローパー達を紙かみ屑くずのように引き裂き、喰くい散らす。

《暴牙獣タイラント》──危険領域に住まう桁外れの魔物達の、更に上位に君臨する、〝魔物の中の暴君〟。獣毛は一本一本が鉄の硬さ、その下の皮膚は鋼鉄同然。彼かの者の暴虐を象徴するのは、大剣の刃やいばを彷ほう彿ふつとさせる、二本の巨大な獣牙。

　後から現れたローパーの大群は、この《暴牙獣》から逃げてきたのだろう。結局は、逃げる事も叶かなわず、触手の一本も残さず引きちぎられてしまったようだが。

　ただ、その場に居合わせた人間は、不運でしかなくて。

「あ、ああ、ぁ……やっ──」

『────!!』

「！　……ぁ……ぅ」

　牙を剝むき出した《暴牙獣》の、形容できない咆ほう哮こうは、落雷にも似て──ぺたり、レナリアはその場に、へたり込んでしまう。

　もはや抗あらがう気力さえ起きないのだろう、圧倒的な絶望感に俯うつむくレナリアに──けれどナクトは、ナクトだけは、常と変わらぬ平静な声音で、言った。

「レナリア、俺は言ったな。俺の〝装備〟が、俺に〝最強の力〟を与えてくれる、と。まだ分からないのなら──今、はっきりと、見せてやる」

「……ぇ……？　な、ナクト、殿……？」

　光を失いかけたレナリアの眼めに、微かすかな輝きが残り、堂々と立つナクトに注目した。

　もはや暴虐の牙は、ナクトの目と鼻の先にまで、迫っている。

　にも拘かかわらずナクトには、恐怖も動揺も、微み塵じんも見られない。

『─────』

　嵐の前の静けさか、しん、と風さえも止やみ、木々が呼吸を止めると。

　ついに《暴牙獣》が、ナクトへと躍りかかっていく──！

『──ボオオオオオッ!!』

　ローパーの屈強な触手さえ、容易に引きちぎる、暴虐の牙を前に。

　ナクトは退きもせず──逆に両手を広げ、マントを大きく開け放ち──！




「世界よ、俺の敵だけを焼き尽くせ──《万象滅炎陣ワールド・バーン》──！」




　それは、天をも焼き尽くす、紅ぐ蓮れんの火柱──踊り、荒れ狂う、灼しゃく熱ねつの炎舞。

《暴牙獣》が、ただの一瞬で焼き尽くされ、灰かい燼じんと化した──！

　それほどの炎を放ちながら、ナクトの制御により、敵対者以外に火の手は及ばない。

　後に残ったのは、両手とマントを大きく広げる、ナクトの堂々たる立ち姿のみ。

「う、うそ……あんな、とんでもない怪物を、一瞬で……す、すごい……すごいですっ、ナクト殿！　ああっ、ナクト殿は一体、どんな装備をっ──!?」

　そして、ついに明かされた、彼のマントの下を目視した、レナリアは。

「どんな、装、備……をっ？」

「と、まあ、こういうコトだ。分かったか、レナリア。……レナリア」

「………………」

　レナリアは、大きく目を見開き、完全に硬直し……数秒後。

「……〜〜〜……きゅうぅ………」

　ぱたり、気を失い、地に横たわってしまった。

　そんな彼女を見て、ナクトは心配しながらも、すぐに状況を把握する。

「レナリア……そうか、危機が去って、張り詰めていた気が緩んだんだな。きっと、疲れが一気に出たんだろう。仕方ない、安全な場所へ連れて行くか。よいせ、っと」

「ぁぅっ。ぅ、あぅ……な、ナクト殿の、マントの、下……ぜ、ぜ、ぜ……きゅう〜」

　ナクトがお姫様だっこしてやると、彼女はよほど疲れているのか、うなされるように声を漏らしていた。一刻も早く介抱してやらねば、とナクトは。

「よし、行くぞ──とうっ！」

　ここへ来た時同様、一瞬にして、その場から姿を消した。




　──ナクトが実際に見せつけた、桁外れの実力。

　そしてレナリアが〝見たまま〟の事実を、言葉にするならば。

　ナクトの言う、〝最強〟の──〝最強の装備〟とは──
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〝全裸〟───〝全裸〟でした───………







　　　　■■■




　この〝危険領域〟で採れた木々や岩石によって造り上げられた家は、製作者たるナクト自身が自慢したくなるほど大きく、何より頑強だった。

　今までは人どころか、その辺りをうろつく大量の魔物さえ侵入できた事はない。

　だが今日に限っては、一人の……それも絶世と呼んで過言ではない美少女が、客として入っている。寝苦しいだろうと、ドレスのアーマー部分はさすがに外して。

「う、うぅ、ん……？　……ここ、は……？」

　これまたナクト製作のベッドの上で、不死鳥フェニックスの羽で作った毛布（心身を継続的に癒やしてくれて、常にほんのり温かい）を捲めくったのが、その当人。

　レナリアが寝ぼけ眼を擦こすりながら、ゆっくり、ゆっくりと、上半身を起こすと。

「ふにゃ……ここ、どこでしょぉ……何だかすごく、気持ち良い目覚めでぇ……」

「レナリア、起きたか。具合はどうだ？」

「──ひゃいぃぃっ!?　あっ、なな、ナクト殿!?　あ、ええと、はれっ!?」

「大丈夫そうだな。元気だし。起きられるか？」

「あ、は、はいっ。あれ、なぜ私、眠ってしまって…………あっ」

　ここへ来る直前、何が起こったのか思い出したのだろう。かっ、と赤らんだ顔を両手で覆ったレナリアが、細い指の隙間からナクトを見ていた。

　一方、ナクトは彼女の赤面の意味が良く分かっていないようで、気遣いの声をかける。羽織っているマントから、ゆっくりと手を伸ばして──

「まだ、体調が優れなかったか？　顔が赤いし、熱があるんじゃ？　どれ──」

「い、いえ、大丈夫で……ってナクト殿、マント！　マントがめくれちゃいますよ!?」

「ああ、安心してくれ。このマントの下は──レナリアが気を失う直前と、同じだぞ」

「ああ、では安心ですね！　………いえちっとも安心ではないのですよ!?　だ、だだだって、そのマントの下って、ぜ、ぜ、ぜっ……あわわ」

「？　おかしな反応だな……俺の〝装備〟くらい、キミだって、常日頃からしょっちゅう見ているだろうに」

「いえ私を何だと思っているのですか!?　あれが初めてですよ、見たのなんてーっ!?」

「そうか……今まで、見ようとしてこなかったのか……それは、気の毒に……」

「なぜか憐あわれまれていますー!?　み、身持ちが固いんです、私はっ！　別に恋愛経験ゼロだからって、気にしてませんしっ……本当に気にしてませんしーっ!?」

　何やら微妙に、話が嚙かみ合っていない気がする、が……レナリアは暫しばらく、顔を真っ赤にしたまま、不思議な弁解を続けていた。




　そしてようやく、レナリアが少し落ち着きを取り戻した頃、向かい合って座りながら、改めて自己紹介を交わす。

「こほんっ。では、改めまして。私は、レナリア──レナリア゠ラ・ティア゠リア・ルーチェ、と申します」

「俺はナクト。姓はない。ただのナクトだ」

「は、はいっ。……それで、もうお気づきかもしれませんが……その、私は」

　少し言いにくそうにしていたレナリアだが、覚悟を決めたのか、自身の胸に手を当てながら、正体を明かした。




「私は、人類最大にして最後の砦とりでたる《光の聖城クリスティア》の、第一王女にして。

　──《光冠のプリンセス・姫騎士ナイト・ティアラ》、レナリアなのです──」

「そうなのか。そこは、どこなんだろう？　《姫騎士》って何だ？」

「あの今、私すっごく恥ずかしい子みたいになっていませんか？　お痛ましい感じになっちゃってません？」




　せっかく落ち着いたというのに、また顔色が朱に染まりだしたレナリア。しかし今回は持ちこたえたらしく、説明を続けてくれる。

「ええと、《光の聖城クリスティア》は、この地を出てすぐ北にある、大きな城下町の中心にあるお城です。先程の魔物との戦いで、言こと伝づてを頼んだ場所の事ですね」

　次に、レナリアは右手を自身のティアラにかざし、どことなく誇らしい顔で言った。

「そして《姫騎士》というのは……世界最高の《神器クラス》の装備である《光神のリアライト・姫冠ティアラ》に選ばれた者にのみ授けられる、唯一の称号なのです。ふふっ、《神器クラス》の装備に選ばれるのは……ちょっぴり、凄すごい事なんですよっ♪」

「その割にはさっき、その辺の弱い魔物にも、結構てこずっていたような」

「うぐぅ!?　いえ、よ……弱くなかったですよ！　あんな魔物、この地以外にはいませんしっ……この《神々の死境デス・トピア》のレベルが高すぎるんですっ！」

　なるほど、そうなのか、とナクトは納得し、レナリアに感心した声を向ける。

「そっか……ここって《神々の死境》っていうんだな。教えてくれてありがとう」

「いえ超有名な〝危険領域〟なのですよ!?　どうして知らないのですかーっ!?」

「そう言われてもな。俺は多分、生まれた時から、この地で……ずっと一人だったし」

「………えっ？　ずっと……一人、で？」

　隠す事でもない、とナクトがあっさり明かした事実は、レナリアに大きな衝撃を与えているようだった。

　一方、ナクトは至極マイペースに、己の境遇を説明している。

「たまに迷い込んでくる人間なんかもいたが、良くて瀕ひん死し、意識不明の重体だったからな。そういうのは、比較的安全な森の出入り口辺りに運んでやっていた。だから、こうしてまともに話ができた人間は、実はレナリアが初めてなんだ」

「！　そう、でしたか……私が、初めて……」

「ああ。言語や人間社会の常識なんかは、この地……《神々の死境》だったか？　ここの奥地の遺跡や建物に遺のこされた書物があって、それで学んだ。他に人はいないし、充分かまでは確認できないのが難点だけどな。確か、女の子には優しくするモノなんだろう？」

「え、と、それは、人それぞれですが……ふふっ、そんなナクト殿のおかげで、レナリアは、助かりました。……でも、そう……苦労、なさってきたのですね……」

　そうでもないんだけどな、とナクトは思うが、レナリアは手の甲で軽く目頭を擦り、潤んだ眼めを誤魔化すついでに本棚へ手を伸ばした。

「ふふっ、こういう本で学んだのですね。一体、どんな事が書かれて──……いやあの、読めないのですけれど、コレ。えっ、これなんっ……う、失われた文明の、古代文字？　こっちは……神々の、神字？　えっこれ、えっ、ナクト殿、読めるのですか？」

「まあ時間は腐るほどあったし、他にするコトもないからな……といっても、大して役立つようなコトは書いてないぞ。思想とか、雑学とか、そんなのばかりだ」

「そ、そうなのですか……いえそれでも、歴史学者達が喉から手を伸ばしてでも、欲しがりそうなものですけれど……」

「この世界の真理とか、天の向こうに宇宙というのがあるとか、そんな程度の話だし」

「せかいの、しんり？　うちゅー？」

　あまり知らない話だったらしく、きょとん顔が止まらないレナリア。

　対してナクトは、彼女と出会ったおかげで得た情報により、腑ふに落ちた顔をしている。

「でも、なるほどな……レナリアが言っていた、『装備が力を与えてくれる』という言葉。おかげで、その意味がよく分かったよ。《神々の死境》だなんて呼ばれている危険領域で、俺が生きていけるのも……俺の〝装備〟のおかげだったワケだな」

「うちゅ〜………はっ!?　そ、そうっ、そうでしたっ！　結局、ナクト殿は……一体、どんな〝装備〟を身に着けているのですか!?　あんな桁外れの力、初めて見ましたよ!?」

「え。いや、だから見せただろう？　レナリアが失神する直前に」

「いえ見たままだと、ぜっ、ぜ……な、何も身に着けていないように見えたのですっ！　気を取られて、見逃したのでしょうけど……と、とにかくっ、一体、どんな装備を!?」

「見逃しているはず、ないんだけどな。……でもまあ、分かった。至極簡単な話だ。いいか、レナリア」

　固唾を吞のんで待つレナリアへと、ナクトは包み隠さず、答えを出した。




「俺が〝装備〟しているのは──《世界》だ」

「なるほど！　…………………せかい？」

「そうだ。な、簡単だろう？」




　そう、簡単──その簡単な答えに、レナリアは。

「はい、いえ……いえ、分かりません！　《世界》を装備する、って……ぞ、属性は、どうなるのです!?　装備から引き出せる力は〝五大属性〟……火・水・風・土、そして光の、五つに基づき……人間はその内、一つの属性からしか、力を得られないはずです！　私のティアラなら、〝光〟というように……《世界》が装備だというなら、一体……」

「皆みんな、一つの属性しか使えないのか？　……それ、不便じゃないか？」

「いえそれが普通なんですってば！　複数の属性を操れるなんて、聞いた事もありませんし……ナクト殿だって、魔物相手に炎の能力を使っていましたし、〝火〟がナクト殿の属性なのではっ……？」

「いや、そんなコトはないぞ。──ほら」

　見せた方が早いか、とナクトが右手の人差し指を立てると、小さな旋風が起こり──ふわり土のコップ（ナクト製）を浮かせ、向かい合う二人の間に一つずつ置かれた。

　それだけでもレナリアは、ぽかん、と小さな口を開いていたが、まだ終わりではない。

　何もない空間に発生させた水を、宙でぐるぐると回しながら、火を灯ともして熱した。適度に煮立ったところで、先程回収しておいた、炭化したローパーの触手を加える。

　残ざん渣さとはいえ、さすがは世界樹の魔物、良質な生薬にもなるのだ。

　レナリアいわく〝ありえない〟、複数の属性をあっさりと行使しつつ、ナクトは自身の能力につけた名を述べる。




「俺が装備している《世界》が、俺に力を借してくれる。

《世界連結ワールド・リンク》──火も水も、風も土も──光も、俺の味方だ」




　言い終えたのと同じタイミングで出来上がった〝世界樹茶〟が、風に乗って二人のコップに注がれる。レナリアはまだ固まっていたが、ナクトはゆっくりと茶をすすった。

「ズズ。うん……マズイ」

「……………ふぁっ!?　な、なな、なんで、どうして……だって一人の人間につき、一つの属性しか扱えない、できない、って……だって、それが決まりでっ……」

　目の前で起こった出来事が受け入れがたいのか、目を回す勢いで戸惑うレナリア。

　そんな彼女に、けれどナクトは、落ち着いた声を投げかけた。

「扱えない、できない、っていうのは……誰が、決めたんだ？」

「えっ。そ、それは……昔から、決まっていて……実際、できる人なんて、いなくて」

「つまり結局、人間が勝手に決めた物差しだ、というコトだよ。ここまでが限界、これ以上はできない、と。俺達にとって見も知らぬ、昔からの他人達が、な。そんな他人達の決めつけに縛られるなんて、窮屈だろう？」

「！　それは……」

　何か思い当たる事でもあるのか、レナリアは沈黙し、俯うつむいてしまう。

　そんな彼女へと、ナクトがかける言葉は、包み込むように穏やかで。




「レナリア。《世界》ってそんなに複雑でもないし、意地悪でもないぞ。

　できないコトばかりじゃない──《世界》はキミが思うより、素直で、自由なんだ」

「─────!!」




　はっ、と勢いよく顔を上げたレナリアが、じっ、とナクトを見つめる。

　ナクトの言葉は、レナリアにとってあまりにも常識外れで、信じがたいはずだった。

　けれど彼の言葉は、その声は、不思議なほどの説得力を持って──レナリアの心に、すとん、と落ちてゆく。

　しばらく、二人はそうして見つめあっていたが、レナリアは粛々と語り始めた。

「……ナクト殿、私の《姫騎士》という称号は……当代において唯一《姫冠》に選ばれた者に授けられる、人類を……そして世界を救う者に、与えられる称号なのです」

「そうなのか。けど……〝世界を救う〟っていうのは、どういう意味だ？」

「はい。当代において、《姫騎士》が必要となる事態──今、世界は滅亡の危機に瀕ひんしているのです」

　世界を危機に陥おとしいれる、その原因となる存在の名を、レナリアは口にした。




「魔物、魔族、魔獣、魔竜──あらゆる〝魔〟を集結させた、人類最悪の敵対存在。

《魔軍デモン・スウォード》が──北の最果てから、襲来してきているのです」




　元々、真面目な性格なのだろうレナリアの真に迫る言葉は、事態が只ただ事ごとではない証明で──同時に、沈んだ表情は状況が切迫している事を、言葉より雄弁に示していた。

「だからこそ、私は《魔軍》に抗あらがう《姫騎士》として、人々の希望になる必要がありました。ですが、もうお察しだと思いますが……私に、そんな力はありません。ただ、このティアラに選ばれた……それだけです。私は……〝偽りの希望〟なのです」

　どれほどの重責に、苛さいなまれてきたのか。レナリアの表情は晴れぬまま、言葉は続く。

「この《神々の死境》にやってきたのも、神の遺物たる強力な装備を求めての事です。少しでも、《魔軍》に抗う力を得るために。ですが私は、最初に出会った魔物にさえ、歯が立たず……情けなく、怯おびえるばかりでした。……けれど……でもっ！」

　レナリアは、その円つぶらな目に希望の輝きを湛たたえながら、ナクトに詰め寄り両手を握る。

「私は、あなたに……ナクト殿に、出会いました！　《世界》を装備するというのは、話が大きすぎて、まだレナリアには理解できません……ですが、ナクト殿の力なら、きっと《魔軍》とも戦えるはず！　ナクト殿、どうか……どうかっ！」

　目を潤ませたレナリアが、最後まで言いきる前に──ナクトは、口を開いた。

「《魔軍》とかいうのが、どれくらい強いのか、よく分からないが──でも、そんな危機を知らされて、この地で黙って滅びを待つ理由もない」

「！　な……ナクト殿！」

「俺が、その《魔軍》とやらと戦おう。当然だ、《世界》が滅ぶなんて──そんなコト」

　ぐっ、と握り拳を作ったナクトが、高らかに叫ぶ──！




「《世界》を──俺の唯一の一張羅を、滅ぼさせてなどやるものか──！」

「そ、そういう理由なのですー!?」




　何だかズレている気はするが、ナクトはやる気満々らしい。

　だが、〝人々の希望〟として懸命に立ってきたレナリアもまた、全てをナクトに託して待っているような、無責任な少女ではなかった。

「ナクト殿。ありがとうございます……けれど、私も力足らずとはいえ《姫騎士》の称号を与えられた女。当然、共に戦います。ただ……ナクト殿にしてみれば、面倒な事かもしれませんが……もう一つ、お願いがあるのです」

　お願い、と聞いて首を傾かしげるナクトを、レナリアは真まっ直すぐ見つめる。

「ナクト殿が先程言った、『他人の決めつけに縛られる』というお言葉……身に沁しみました。私も今まで、身の丈に合わない〝人類の希望〟という重圧に縛られ、圧おし潰されていましたから。……ですが！」

　その美しく円らな瞳は、どこまでも真っ直ぐで、強い輝きを秘めていた。

「それでも私は──逃げません！　今の私が〝偽りの希望〟なら、強くなって、その偽りを〝真実〟に変えてみせます！　そのために、どうか、ナクト殿……いいえ！」

　ナクトの両手を再び握り、レナリアは頰を紅潮させながら懇願する。




「ナクト師匠──！　どうか私を、レナリアを──弟子にしてくださいっ！」

「……うん？　師匠って、俺か？　弟子、って、そんな──」

「はいっ！　どうか、この不肖の弟子にっ……レナリアにっ──」




　ぎゅっ、と握った両手に力を籠こめ、潤んだ眼めに更なる決意を上塗りしながら。

　この美しい少女が、容貌同様の美しい声で、目一杯に叫んだのは。




「〝全裸〟を、いえ──〝全裸の世界〟を、ご教授ください──!!」




　何とも誤解を招きそうな、どえらい一言が、樹海に響き渡ったのだった──




　　　　■■■




　レナリアからの弟子入り宣言を受けたナクトだが、その表情は思わしくない。

「う〜ん……教えろ、と言われてもな……う〜ん」

「な、ナクト師匠っ。無理を承知で、どうか……どうか、お願いしますっ。なんでも……っ、な、なんでも……しますからっ」

　なんでもする、という魅惑的な懇願には、レナリアなりの覚悟が見て取れた。とはいえ対人経験の浅いナクトには、その辺りの機微はよく分からず、ただ事実を口にする。

「いや、そもそも、レナリアは勘違いしているぞ──『全裸を教えろ』と言われても、俺は別に全裸じゃない。言ったろ？　俺は《世界》を装備している、と」

「あう。そ、その境地はまだ、良く分からないのですが……では《世界》を装備するには、どうすれば良いのですか……？」

「どう、と言われても……レナリアだって今、ティアラや服を身に着けているだろ？　同じようなモノだよ。服を着るのと、《世界》を身に着けるコト。一体、何が違うんだ？」

「なるほど。なる、ほど……ごめんなさい、高度すぎて、レナリアには分かりません……あっ。じゃ、じゃあっ。ナクト殿はマントを身に着けていますが、それは……？」

　言われてナクトは、ああ、とマントを軽くはためかせ（レナリアは慌てて目を逸そらしていた）、答えを返す。

「そうだな。俺は多分、生まれてからずっと、この地にいて──《世界》を装備し続けてきた。だが《世界》は大きすぎるのか、普通の服なんかを作って着ようとしてみても、数秒で破裂するんだ。切ないぞ」

「頑張って作ったのに……想像するだけでも、お辛つらいと思います……」

「ああ。でも、これは割と最近の話なんだけど──《神々の死境デス・トピア》のかなり奥地で手に入れたこのマントは、俺が羽織っても珍しく壊れなかった。それから何となく気に入って、今も身に着けているんだ」

「そうだったのですね……何だか私のティアラのような、《神器クラス》の力がありそうにも感じますが……私は未熟ですし、うん、まあ気のせいですね！」

　何だか割と重要な事をスルーした気はするが、まあ気のせい、気のせいなのだろう。

　それより当面、レナリアにとって重要だろう事を、ナクトは口にした。

「とにかく、《世界》の装備の仕方といっても、教えようがない。強いて言うなら、そうだな、もう──〝感じろ〟としか言えない」

「!?　か、かかっ……〝感じろ〟、ですかっ……!?　そ、そそ、それって……っ」

「ああ、こういうのは、感覚的なモノだろうし。……？　レナリア、どうかしたのか？」

「は、はいっ、わかりました！　わかりました、けれど……は、恥ずかしいので、そのっ……少しだけ、後ろを向いていて……くれま、せん、かっ……？」

「？　良く分からないが……分かった」

　レナリアに促されるまま、ナクトは後ろを向いた。生来、素直な性根の男である。

　だがレナリアは、一体何をしているのだろうか。ナクトに聞こえるのは、もぞもぞと身み動じろぎする音。そして、衣服の生地が、擦こすれ合うような音。

　続けて、ぱさり──床に何か、軽い、何かが、落ちた音がして。

「……な、ナクト、師匠……どうぞ……こちらを、向いて……くださいっ……」

　明らかな緊張が伝わってくる、レナリアの声に導かれ、ナクトが振り返ると。

「レナリア、急にどうしたんだ？　一体、何を……──えっ」

　そこにいた、レナリアの立ち姿を見て、ナクトは呆あっ気けにとられた。

　なぜなら、いや、なぜかというべきか、レナリアは──下着姿だったのである。

　突然の露出行為に及んだレナリア当人は、その麗うるわしい身を羞恥に焦がしながら、しなやかな両手で肢体の特に重要な凹凸を隠そうとしている。とはいえ、白く細長い腕、小さな手では、儚はかない抵抗にしか映らないが。

「ナクト、師匠っ……どう、でしょう、かっ……？」

「……どう、と聞かれても」

　ナクトは基本、おとぎ話にしか出てこないような怪物に襲われようと、伝説にのみ記される魔物に遭遇しようと、そこまで取り乱す事はない。大体は勝てるからだ。

　けれど今、ナクトの心中に渦巻く感情は、それは、恐らく──初めての、戸惑い。

　絶世の美少女、と形容されて当然のレナリアの顔つきは、どこか幼気いたいけで愛らしい。しかし反面、その肢体は瑞みず々みずしい果実のように育っていた。特に胸は、ドレスアーマーを身に着けていた時でさえ、自己主張が激しすぎたほどだ。

　幼気と豊熟の危うい均衡は、火ほ照てった体と頰に彩いろどりを添え、二つとない妖艶を醸かもす。それほどの色香を備えながらも、当人は自信なさそうに視線を泳がせていた。

「っ、ご、ごめんなさい、お見苦しくてっ……服も、まだ全ては、脱ぎ捨てる勇気がなくて……し、失望、なさったでしょうか……っ？」

　見苦しくもないし、別に失望してもいない。というかそもそも、そんな行為を要求した訳でもない。が、ナクトはそんな言葉も出せなかった。

　これが爪そう牙がを剝むいて襲ってくる《獣牙王ビースト・キング》なら、返り討ちにすれば良い、容た易やすい話だ。

　けれどレナリアは危険な魔物でもなければ、ナクトの敵でもない。ただ話を聞かないだけの、超絶美少女だ（それが厄介なのだが）。

　そんなレナリアに、辛かろうじてナクトは、言葉を紡つむぐ。

「っ……落ち着け、レナリア」

「は、はいっ！　落ち着いて……ナクト師匠に、近づきますね……！」

　違う、そうじゃない。どこまでも突っ走る、まっすぐな少女である。困った。

　ナクトが再度、止めようとするも──寸刻早く、レナリアは動き始める。一歩、歩みを進めるたびに、肉付きの良い太ふと股ももは擦れ合い、大事な部分を隠す両手が危うく揺れた。

　とうとう目の前に、下着姿のレナリアが辿たどり着き、至近距離で見つめ合う事になる──かつて塔ほど巨大な《天喰らう大蛇ヘルズ・サーペント》に睨にらまれた時でさえ、何も感じなかったというのに（意外とおいしかった、という感想はある）。

　今は、どうだろう──無意識に鼓動が速くなるのも、ナクトには初めての体験である。

　レナリアの吐く息が胸にかかるほどの至近距離で、彼女が漏らした熱っぽい声は。

「ナクト師匠……レナリアに、レッスンを……全裸レッスンを、お願いします……」

　そんなものはない。……ないのだが……ナクトは、一言も発せられなかった。

　ただ、ただ、圧倒されていた──人類不可侵の地で、初めて出会った、可か憐れんなる美少女に、その艶あで姿すがたに、潤んだ眼まな差ざしに。

　そして、トドメの一言──レナリアが、濡ぬれた唇から紡いだのは。




「レナリアに、《世界》を、〝感じ〟させてくださいっ……ナクト、ししょお……♡」

「────」




　ぽすっ、としなだれかかってくるレナリアの、想像を遥はるかに超える柔らかさに。

「──ぐっ！　わ、分かった、弟子入りを認めるから……一回落ち着いてくれっ！」

「ふえ？　……な、ナクト師匠っ!?　急によろめいて、どうしたのですかっ!?　……って、えっ？　今、弟子入りを認めてくださると──!?」

　超重量級の《アダマンタイト・ゴーレム》の一撃でも微動だにしないナクトが、よろり、全く別次元の衝撃にふらついた。
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　むしろ、そうした張本人であるレナリアの方が戸惑いつつも──突飛な行動の影響か、何やら熱に浮かされていて。

「あのナクト師匠を……最強にして最高、人類の真の英雄たる、あのナクト師匠を……よろめかせて、その上、弟子入りを認められるなんて、やっぱり……やっぱりっ！」

　いつの間にかレナリアの中で、ナクトが〝真の英雄〟と化していたのは、ともかく。

　ある種のトランス状態に陥っているレナリアが、到達した結論とは。




「やっぱり──〝裸〟って、つよいですーっ！」




　下着姿で声高らかに、どうもトンデモナイ方向へ、突き進んでいる気がした。




　　　　■■■




《神々の死境》──そう呼ばれる〝危険領域〟の出口は、まさに人間世界との境界線。

　魔物蔓延はびこる樹海とは大違いで、ほとんど生物の気配は感じない。外界から《神々の死境》へ近づく者はなく、わざわざ住すみ処かから出ようという死境の魔物もいないのだろう。

　つい近頃《神々の死境》に入った変わり者のレナリアは、何やらウキウキと弾んだ様子で、師と仰ぐナクトへと声をかける。

「さあ！　私とナクト師匠の、冒険の旅の始まりですーっ！　レナリアは、何だか生まれ変わった気分ですっ♪　何だか空気もおいしい気がしますっ♪」

「ああ。《神々の死境》は本来なら人間が生きていられないほど、瘴しょう気きが充満しているからな。俺は《世界》に、レナリアはそのティアラに守られていて、平気だったけど」

「そ、そういう意味ではなく〜……な、ナクト師匠は、いけずです〜っ！」

　ぷくっ、と頰を膨らませるレナリアは、何だか《神々の死境》にいた時より、子供っぽい気がする。危険地帯を離れた安あん堵ど感のためか、ただ単純に、はしゃいでいるのか。

　何となくナクトが微ほほ笑えましい気分になっていると、こほん、と咳せき払ばらいしたレナリアが、人差し指を立ててレクチャーし始める。

「では今から、北にある私の故郷……《光の聖城クリスティア》へ向かいますっ。歩きですし、さすがに数日はかかりますが、途中で宿を取りながら向かいましょう。ふふっ、手配はレナリアにお任せくださいっ♪　何だったら、途中で馬を調達して──」

　がんばって先輩風を吹かせるレナリア、だが、初めて《神々の死境》から出たナクトの放った言葉は。

「いや、走っていけば、すぐ着くさ。北に見える、あの大きな城のコトだよな？」

「──へっ？　え、え……み、見えるのですか？　ここからだと、あの……点みたいな所ですよ？」

「ああ、良く見える。《世界》を装備しているんだから、当然だ。さて──よ、っと」

「当然とは一体……きゃっ。……えっ、えっ……えええっ、ナクト師匠っ!?」

　呆気に取られていたレナリアが、一転、慌て始める──それもまた当然、ナクトは無造作に、彼女をお姫様だっこしたのだ。

　腕の中であたふたとするレナリアが、何か言おうとする、その前にナクトは。

「よし、じゃ、いくぞ。《世界連結ワールド・リンク》──風よ、俺達を運んでくれ。──よっと！」

「あ、あのあの、ナクト師匠、これ、こっ……───ひゃっ」

　ナクトが、割と軽めに、一言を発したのと同時に。




　眼前には、城下町へ通じる門──《光の聖城クリスティア》のお膝元に、まさに一足飛びで、情緒などは無視して辿り着いてしまった。




　これがナクトとレナリアの、記念すべき冒険の第一歩である。

「……あ、あの、ナクト師匠……あの、ですね……？」

　さて、こんな常識外れの移動法を目まの当たりにし、レナリアの漏らした感想は。




「これで二度目ですが……お姫様だっこは……レナリア、恥ずかしいですっ……♡」




　気にするのは、そこ──この《姫騎士》、思った以上に大物なのかもしれない。




　　　　■■■




「改めまして……ナクト師匠っ。《光の聖城クリスティア》へ、ようこそですーっ♪」

　門をくぐって城下町へ入ると、レナリアが両手を広げて歓待してくれる。どうやらまだ、昂たかぶる気持ちは収まらないらしい。

　ナクトはといえば、多くの人間たちで賑にぎわう、初めて見る城下町の光景に、率直な感想を口にしていた。

「へえ……すごい賑わいだな。街並みも華やかだし、イイ所だな」

「そ、そうですか？　えへへ、レナリアの故郷を、そう言って頂けるの……何だか、嬉うれしいですっ♪　あっ、街を見るのは初めてでしょうし、せっかくなので案内でも──」

「ああ。街なんて……《神々の死境デス・トピア》の奥地の、更に地下の大空洞にあった〝黄金郷〟くらいしか見たコトなかったから、新鮮だよ」

「そう、ですか……そんな……何だか、凄すごそうな所……あるんですね……」

　何だか物凄く、がっくりと肩を落としているレナリア……だが、ナクトの言葉は、そこで終わらず。

「でも俺は、こうして沢山の人で賑わっていて、どことなく上品な──この街の方が、よっぽど好きだよ。うん、ここは本当に、イイ所だ」

「！　そう、ですか……そうですかっ♪　それなら、えへへっ……良かったですっ♪」

　完全に気を取り直したレナリアが、輝く笑顔を見せてくれる。

　ナクトの言葉に噓うそはない。裸の言葉は、率直に相手に届くのだ。

（大体、あんな金ぴかの場所、びっくりするほど落ち着かないしな……人の住む場所じゃない、っていうか。だから滅んだんじゃないか？）

　さすが《神々の死境》というだけあって、場所自体にも問題はあったが。

　さて、弾んだ足取りでナクトを先導するレナリアだが、町民が彼女を見つけたようで。

「え？　あ、あれ……？　あれ、まさか……《光冠のプリンセス・姫騎士ナイト・ティアラ》レナリア様じゃ!?」

　その声を皮切りに、ざわめきが波紋のように広がりだし、注目が集まってくる。

「ほ、本当だ……レナリア様だ！　レナリア様がいらっしゃったぞォォォ！」

「噂うわさでは《魔軍デモン・スウォード》との戦いに備えて、お城で力を蓄えている、と聞いたけれど……」

「きっと下々の我々を慮おもんぱかって、様子を見に来てくださったんだよ！　さすがその優しさで空に虹を架け、笑顔一つで花が咲き乱れる《姫騎士》様だぜワッショォォイ！」

「道を、道を開けろォ！　《姫騎士》様の邪魔をするんじゃねッシャオラァァァイ！」

　何だか、とんでもない騒ぎである。クーデターでも始まるのだろうか。

　けれどナクトが、本当に目を丸くしたのは──狂乱する民衆に対する、レナリアの反応だった。特段、彼女は慌てるでもなく、しゃなり、上品に居住まいを正し。

「……ごきげんよう、皆さん」

　にこり、微笑みかけると──わっ、と人々は歓声を上げた。

　それ以上は何も言わず、民衆の畏敬の眼差しを浴びながら、粛々と歩み直すレナリア。

　しかし今、民衆の目にも映っていないかのようなナクトだけが、気付いていた──今しがたレナリアの浮かべた微笑みが、〝偽り〟のものであると。

　少し気にかかるナクトだったが、レナリアも察しているのか、彼にだけ聞こえるように語りかけていた。

「大丈夫です、ナクト師匠。私は……決めましたから。この〝偽り〟を、〝真実〟に変えてみせると。強くなる、と。だから……大丈夫です」

「……ん、分かった。まあ、確かに大丈夫だ。俺が、ちゃんと分かっているから、な」

「っ。……はい……はいっ、ナクト師匠っ♪」

　今、彼女が見せた笑顔は、本物──まだ付き合いの短いナクトでも、他の誰よりも、ちゃんと分かっていた。

　と、レナリアは歩きながら、今度こそとナクトにレクチャーする。

「こほんっ。ところで、ナクト師匠は確か……〝装備のランク〟について、ご存じありませんでしたよね？」

「ん。ああ、そうだな。レナリアのティアラが最高の《神器クラス》とは聞いたけど……何しろ《神々の死境》には、俺以外に人間がいなかったし」

「ではっ。不肖、このレナリアが……僭せん越えつながら、教えちゃいますっ♪」

　キリッ、と腰に手を当てながら、茶目っ気たっぷりのウインクを送ってくるレナリアが、立てた人差し指を、少し離れた畑作業中の町民へと向ける。

「まず、一番下──〝ランク１〟に該当するのが《一般クラス》です。どれだけ習熟しようと、基本的に攻撃性能と呼べるほどの力は得られませんが、開墾や建築作業、日常生活には充分なレベルです。ほら、例えばあの方が持っている、鍬くわのように──」

「え。……はうあっ!?　《姫騎士》様が、この鍬を指さしてらっしゃるうゥゥゥ!?　即すなわち《一般クラス》の鍬でさえ、《姫騎士》様の御威光にさらされたことにより格式高くなるのは必然ン！　もはやこの鍬は、〝ランク２〟……《兵装クラス》じゃアアアアい！」

「……………」

　そんな効能はない、と言いたげなレナリアだが、きゅっ、と柔らかそうな唇を嚙かんだ後、改めてナクトに説明を続けた。

「へ……《兵装クラス》の話が出ましたね！　〝ランク２〟ともなれば、攻撃的な能力を発揮できるようになります。〝習熟度〟を限界まで高めたマスターレベルは、ゴーレムさえ一刀で斬り伏せるとか……ただお値段が張ってくるらしく、国が所属兵や傭よう兵へいに支給するのが、一般的なようですけれどね。たとえば、ええと……あっ、あの辺りの──」

「!?　れれレナリア様がこちらに目をォ!?　まずい、こんなクソみてぇな《兵装クラス》の槍やりや鎧よろいなんざ見せたら、あの貴き眼めを汚しちまうぞォォォ！」

「脱げ脱げ！　脱ッ……ああもう！　こんなもん放り捨てちまえェェェ」

「オラァァァァ！　地の果てまで飛んでいけェ！　ンオラァァァァイ！」

「…………」

　支給されたものだろうに、良いのだろうか。ナクトが何とも言えず黙っていると、レナリアは行き場をなくした指を、ふるふると震わせながら。

「……な、ナクト師匠ぅぅ……」

「うん、まあアレだ。なんていうか、周りが悪いと思う。コレは」

〝大丈夫〟という決意の時から短く、既に感情が決壊しかけているレナリアだった。

「あうぅ」と、レナリアがうるうると涙目でいた、その時──不意に、身なりの良い役人らしき男が通りかかり。

「ん？　あ……ウワアアア《姫騎士》様が悲しんでおられるゥゥゥ!?　な、なぜ……ハッ!?　税か、税が高かったのか!?　ヒイイイわかりました！　税を、税を暫しばらく免除します！　私財を投じてでも、自ら野の良ら仕事に繰り出してでも、免除してみせるゥ！」

「!?　ウオオオ！　特段、高いと感じてもなかった税が、なぜか免除されたぞォォォ！」

「さすが尊くも貴き《姫騎士》様だ！　慈悲深い心で、いつも民衆を救ってくださるッ！」

「キャー！　レナリア様、ステキー！　メイドにして───っ！」

「レナリア様！」「《姫騎士》バンザーイ！」「祭りじゃア！」「ワッショォォォイ！」

　なるほど、こうして勝手に伝説が生まれてしまう訳だ。

　これでは重圧に潰されかけても、仕方ない──実際、レナリアは。

「ナクト師匠ぉ……なくとししょおぉ〜〜〜っ！」

　なんかもう涙目どころか、さめざめと泣いている。

　とはいえ、いちいちこんな騒ぎを起こしていては、キリがない。しょうがないな、とナクトは、レナリアへと歩み寄り。

「レナリア、また少し、我慢してくれ。……よっと」

「ししょぉ……う？　……きゃ、きゃあっ」

　ぐっ、と彼女を抱き寄せる──と、そんな場面を見た民衆は、当然。

「は。……ハアアア!?　《姫騎士》様にナニさらしとんじゃマント野郎テメぶっ潰されっぞコラァァァ──……あ、れ？」

　だが、その罵倒は空を切る。ナクトとレナリアの姿は、一瞬で消えてしまったのだ。

「え、あれ……確かに今、《姫騎士》様と、妙なマント野郎が、ここに……あ、あれ？」

「き、消えちまった……一体、何が起こったんだ……？」

「……フッ、愚かな。そんなことも分からないとは、哀れな奴やつらだね……」

「!?　な、なんだと、どういうことだ!?」

　何やら訳知り顔の男が、問いかけられると、自信満々に答えを返した。

「〝人類の希望〟たる我らが《姫騎士》だぞ──瞬間移動くらい、お手の物さ。一瞬で消えたように見えたのも、当然だろう？」

「そ、そっか。……でもあの、マントの男は、何だったんだ……？」

「え……そんなん知らんし……オレ、今来たばっかだし……遺憾の意だし……」

「そっか、そっか……なんかオマエ、すげえムカつくな……」




　……その場にざわめきだけを残し、すっかり姿を消してしまった、騒ぎの大元。

　ただ──その場にいるレナリアは、ナクトに小声で尋ねた。

「……あ、あの、ナクト師匠……どうなっているのですか？」

　そう、二人はその場から、一歩も動いていない。〝お互い以外は、周囲から見えなくなっている〟だけだ。その理由を、ナクトはあっさりと答えた。

「《世界連結ワールド・リンク》の能力で、世界に溶け込み、姿を隠したんだ──属性で言えば〝光〟かな。光の反射を捻ねじ曲げれば、こういうコトもできるぞ」

「そ、そうなのですか、そんな技術まで……こ、こんなにくっついているのは、少し、恥ずかしいですけれど……きゃっ」

　ぽっ、と可か憐れんに頰を染めるレナリアは、下着姿で迫ってきたのと同一人物とは思えない。まあそれはそれ、とにかく次の行き先を、ナクトは尋ねた。

「それで、これからどうするんだ？　城下町を抜けて、城へ向かうのか？」

「は、はいっ。私が正式に《魔軍》と戦うため、旅に出る許可を頂きに参ります。……その……お母様と、謁見をして。……っ」

「なるほど、レナリアのお母さんに会うのか。……ん？　レナリア、どうしたんだ？」

　レナリアの表情は、魔物と対たい峙じしている時よりも、よほど緊張しているようだ。

　いっそ、青ざめてさえいる彼女が、続けて震え声を放つ。

「ご、ごめんなさい、驚かせてしまって。母に会うのは、私にとって……戦いに臨むより、覚悟の要る事で。……で、ですがご安心ください、レナリアには考えがあります！」

　どうにか気力を復活させたレナリアが、ぐっ、と握り拳を作った。

「その準備を整えるために──寄りたい場所が、あるのです。参りましょう、ナクト師匠。不肖レナリア、少しでもナクト師匠の領域へ近づくために……がんばりますっ！」

　ふんす、と気合を入れるレナリアの案内に従い、ナクトはその場から移動した。




　　　　■■■




　レナリアが寄りたいと言った場所、そこは、城下町でも最高級の〝装備〟を仕入れる店。それも王室関係者ご用よう達たしの、超高級装備品店だった。

　扉を開けたレナリアが、そういえば、と中断していた話を再開する。

「〝装備のランク〟の話ですが……《兵装クラス》の上、〝ランク３〟は《稀き品ひんクラス》と呼ばれます。ここまでくるとレアな部類で、易やす々やすとは手に入りません。それこそ、一部の……ここのように、特別なお店でしか、仕入れられないほどなのです」

　話しながら、レナリアとナクトが店内に足を踏み入れると、程なくして上品な美しさを備える女店主が姿を見せる。

「まあっ。これは姫様……ご機嫌麗うるわしく。ようこそ、おいでくださいました」

　さすが、弁わきまえているというべきか、先の民衆のように狂騒に陥る事はない。

　高級品店だからか、客はレナリア達以外に見当たらないが、繁はん盛じょうしていない訳ではないだろう。店側が客を選べるほどのレベル、という訳だ。

　その事は、毅き然ぜんとした女店主の言動が、如にょ実じつに表している。

「本日は、どのような御用向きでしょう？　お呼びつけ頂ければ、お城にまで伺いますのに……或あるいは何か、特別な事情でも、おありでしょうか？」

「ふふっ、お見通しですね……その通り。私は、新たなる力への手がかりを摑つかみました。その力を手に入れるための、準備として……ここで装備を、自ら見繕いたいのです」

「！　新たなる力……ですか。当店は確かに、城下町随一の装備店を自負しております。されど今、姫様の身に着けておられる〝ドレスアーマー〟のような、《国宝クラス》と同等以上となれば……さすがに……」

「ご安心を。高いランクの装備が必要、という訳ではありません。私が求めるものは、もっと別の……それこそ、新たなる力、なのです」

「……なるほど、かしこまりましたわ。ご期待に添えるかどうかは、分かりかねますが……精一杯、努めさせて頂きます。準備いたしますので、暫しばしお待ちを……」

　レナリアの只ただならぬ雰囲気に、女店主も緊張気味に、店の奥へと消えていく。

　一方、レナリアはナクトへと、補足の説明をしてくれた。

「説明が後になりましたが……〝ランク４〟に分類されるのが《国宝クラス》で、私が身に着けているドレスアーマーも、その類です。薄手に見えても、強力な結界で守られているおかげで、鋼鉄よりも守りが固く、炎や氷にも耐えられるのですよ♪」

　なるほど、人が生きられぬほど瘴しょう気きの濃い《神々の死境デス・トピア》でレナリアが活動できたのも、その《国宝クラス》の〝ドレスアーマー〟が彼女を守っていたおかげだろう。

　そしてもう一つの要因、頭のティアラを指しながら、レナリアは締めくくった。

「そして、最高位の〝ランク５〟が《神器クラス》──数えるほどしか世界に存在せず、おまけに使い手を自ら選ぶため、普通なら手に入れる事は限りなく不可能に近いです。私の《光神のリアライト・姫冠ティアラ》が、まさにその《神器クラス》の一つ。……ご存じの通り、私にはまだまだ、使いこなせていませんが……必ず使えるように、なってみせます……！」

　ぐっ、とレナリアが握った拳は、決意同様に力強く──ナクトは彼女の悲願成じょう就じゅを祈りつつ、話をまとめた。

「つまり、下から順番に……《一般クラス（ランク１）》→《兵装クラス（ランク２）》→《稀品クラス（ランク３）》→《国宝クラス（ランク４）》→《神器クラス（ランク５）》、となるワケか。……ところでレナリア、その場合、俺の装備である《世界》は、どのクラスとランクになるんだ？」

「！　それは……レナリアにも、分かりません。〝世界を装備する〟なんて、あまりにも話が大きすぎて……少なくとも《神器クラス》かな、とは思うのですが……」

「そうなのか。……それじゃまあ保留で、《世界（ランク？）》としておくか」

「はいっ。けれど……ふふふっ、私はナクト師匠のおかげで、ヒントを得ました。このお店に来たのも……そのためなのですよっ♪」

　ナクトに弟子入りしてから、テンションお高めのレナリアさん。弾んだ様子の彼女に、準備と覚悟が整ったらしい女店主が現れ、改めて声をかけてきた。

「お待たせ致しました、レナリア様──さあ、お申し付けくださいませ。《国宝クラス》とは言わぬまでも、当店の誇りをかけて──貴女あなた様のお望みに、応えてみせます！」

「ふふっ、心強いですね……では、お願いします！　私が……私が求める装備は──！」

「は、はい！　天地を斬り裂く無双の宝剣でしょうか？　それとも攻撃を無効化する至宝の盾でしょうか？　総すべてを貫く剛ごう槍そう、祝福されし神々の法ほう衣えっ……!?　人類の希望たる《光冠のプリンセス・姫騎士ナイト・ティアラ》が求める装備とは──一体!?」

　上品な女店主でさえ、その場の熱量に心昂たかぶり、前のめりで問いかけてくると。

　レナリアが、どこまでも真まっ直すぐ、堂々たる口調で求めた──その装備とは──！




「この店で、一番───布面積の少ない装備を、お願いしますっっっ!!」

「ははっ！　かしこまり──……姫様？」




　いやだわ、聞き違いかしら──そんな心の声が、女店主から聞こえる気がした。

　そうだ、聞き違いだ。レナリアの言葉を、もっと良く聞いてみよう。そうしたら──




「露出が多ければ多いほど、良いです。遠慮は無用。レナリアは、新しい〝世界〟を開きました。さあ、惜しみなく曝さらけ出させてください！」

「姫様!?　お気を確かに、姫様ーっ!?」




〝世界〟は残酷なほど正直で、聞き違いなんて、全くなかったらしい。

　女店主の困惑は尤もっともだが、その後も目を輝かせて〝布面積の少ない装備〟を求め続けるレナリアへの対応に、苦労したようだった。




　　　　■■■




　結局、店主が「もう堪かん忍にんしてください……」と泣き（申し訳ない）、〝レナリアの求める装備〟は手に入らなかった──が、それどころではない状況になっている。

　ナクトとレナリアが退店した直後、『城下町に《姫騎士》がいらっしゃった』という情報を元に現れた衛兵達に、囲まれたのだ。

　連行、という訳ではない。〝人類の希望〟たる《姫騎士》の、出迎えという風ふ情ぜいである。ただ、レナリア当人の顔は、その時からずっと青ざめており。

　夜を迎える頃、ナクト達は元々の目的地だった《光の聖城》へと入城する。暫しばらく待たされてから通されたのは、絢けん爛らん豪ごう華かな女王の私室。

　そして、跪ひざまずくレナリアの前で、華々しい座具に腰かけているのは──

「っ……お、お母様。レナリア、ただいま……帰還、いたしました」

　言葉通り、レナリアの母であり、《聖城クリスティア》を治める女王。

　その若々しい風貌から〝二児の母とは信じられぬ〟と囁ささやかれるほどの美貌は、娘たるレナリアにも受け継がれているものだろう。

　けれど、その厳しい眼まな差ざしと声色は、レナリアとは似ても似つかない。はあ、とため息を吐ついた女王は、入り口の扉を固める二人の女性近この衛え兵へいへと手をかざした。

「下がりなさい、貴女達。今から、《姫騎士》レナリアと、大切な話があるわ」

「……えっ？　し、しかし女王様、姫様はともかく……そこの、マントの……怪しいマントの男も一緒だというのに、危険では……！」

　ナクトがこの場に同席する事を願い出たのは、レナリアだ。ナクトが一緒でなければ、城へは戻らない、とさえ言っていた。

　しかし〝怪しい〟という近衛兵の危惧は、なかなか失礼だとは思うが、否定できないのも確か──けれど女王は、厳格な眼差しに鋭さを含め、冷徹な声を放つ。

「危険、と言ったかしら？　かつての《姫騎士》にして、光剣を振るい数あま多たの魔物を討ち滅ぼし、当代の女王にまで昇りつめた──この私に、危険と？」

「……ひんっ!?　い、いいえ、何でもありません！　失礼いたします〜っ!?」

　女王に睨にらまれ、二人の近衛兵は泡を食って退室していく。

　こうして、女王の私室に残ったのは三人だけとなったが──女王はナクトの存在など気にも留めず、レナリアに向けて厳しい言葉を与えた。

「さて、レナリア──貴女は先程、帰還、などと嘯うそぶいたわね？　黙って勝手な行動をとって、申し訳ございませんでした……の、間違いではないかしら？　しかも、そんな怪しいマントの男まで連れて……貴女一体、どういうつもりなの？」

　その言葉は静かに、けれど明らかな怒気を孕はらんでいて、娘をますます萎縮させる。

　それでもレナリアは、ナクトの事だけは弁解しようと、震え声で説明した。

「お、お待ちください、お母様！　彼は、私が兵士達に無理を言って、付き添って頂いたのですっ……彼は、私の未熟を、鍛えなおし……共に、戦ってくれるお方で……」

「レナリアの、未熟？　はあ……つまり彼は、知っているのね。《光冠の姫騎士》が、〝偽りの希望〟だ、と。レナリア、貴女……それがどれだけ重大な秘密か、忘れたの？」

　母にして女王たる者の冷たい声に、レナリアは見て取れるほど身を竦すくませている。

　だがレナリアは、それでも辛かろうじて、青ざめた顔を上げて言葉を紡つむぐ。

「お、お母様……レナリアへのお叱りは、甘んじて受けます。罰があれば、逃げはしません。ですが、今は人類存亡の危機……《魔軍デモン・スウォード》と戦わねばならぬ時のはずです！　どうか私に、レナリアに……旅立ちの許可を──」

「《魔軍》と、戦う？　何の冗談かしら。未熟で、《光神の姫冠》の力を、まるで引き出せない……〝偽りの希望〟である、貴女が？」

「うっ！　そ、それは……そのっ……」

　人払いされたこの部屋には、ナクトとレナリア、そして女王の、三人しかいない。だからこそ、秘中の秘である〝偽りの希望〟の話も、大っぴらに口にできるのだろう。

　ただナクトだけは、〝世界〟を通して気付いていた──女王が、座具の側部に備えている長剣に、意識を向けている事に。話が終われば、ナクトを斬って捨てるつもりだ。

　一方、純真な性格のレナリアは、母がナクトへと放つ殺気には気付かず、震える声で食い下がっている。

「み、未熟なのは、誰よりも私が、理解しています……ですが、私は……一人では、ありません。かの《神々の死境》にて、私は……私の命を預けられる、偉大なる師匠に出会ったのですっ……ナクト師匠と共に……旅立ちたいのです！」

「……《神々の死境》、ですって？　あの〝危険領域〟に許可なく赴いた事も、罪だけれど……師匠？　そこのマントの彼の事を、言っているのかしら？」

　レナリアの発言を受けた女王は、ふっ、と鼻で笑う。

「レナリア、貴女……自分の立場を、理解しているのかしら？　たとえ偽りとはいえ、貴女は人類の希望たる《姫騎士》なのよ？　それが、命を預けるなんて、二人で旅に出るだなんて……それはもはや、生涯の誓いと同義だと、分からないのかしら？」

　ちなみにナクトには、よく分かっていない──が、言葉を受けたレナリアは。

「い、いいえ、それは分かっていますっ……ナクト師匠さえ良ければ、そのっ……誓っても、一向に構いません！　れ、レナリアは、この身を……捧ささげられます！」

（レナリア、そうか、なるほど……そこまでの覚悟で、俺と共に《魔軍》とやらと戦おうと。それなら俺も、全力で戦わないといけないな）

　女王＆レナリアと、ナクトとの間に、見解の相違がある事に、両者は気付いていない。

　そもそもレナリアの決意を聞いた女王は、小娘の戯言たわごととばかりに吐き捨てた。

「話にならないわね。レナリア、そんなものは、一時の気の迷いよ。そんなもののために、《姫騎士》たる貴女を──たとえ偽りだとて、〝人々の希望〟として創り上げた虚像を壊すなんて、馬鹿げているのよ」

「こ、壊しは、しませんっ。私は〝偽りの希望〟ではなく、〝真実の希望〟になるのですっ……この《光神の姫冠》の力を、引き出せるようになって……」

「駄目ね──今の貴女は、《光神の姫冠》の力を、全盛期の私の半分ほども引き出せていない。《魔軍》を倒すには、《姫騎士》だった頃の私以上にティアラを使いこなせねば、到底不可能よ。……それともレナリア、貴女は、この母を超えられるのかしら？」

「！　そ、それは……私は、お母様を……超え、て……──っ！」

　そこで母たる女王に一ひと際きわ強く睨みつけられ、レナリアは身を竦ませ、言葉を封じられてしまう。そんな娘を見た女王は、

「……聞こえないわね。そんな有様で、《光神の姫冠》の力を引き出せるはずがないわ。偽りのまま《魔軍》と戦い無駄死にするより、偽りでも希望として、人々の士気を高められる方が、ずっとマシよ。分かったわね、レナリア、もう──」

　話は終わりだと、女王が会話を打ち切ろうとした──

　──が、その前に。




「──そろそろ俺も、話していいか？」

「───！　な、ナクト師匠……？」




　跪いたまま見上げてくるレナリア、その真横に立つナクトが、女王と向かい合うと。

「あら……まさかこの私に、言いたい事でもあるというのかしら？　それは、勇気ではないわ、蛮勇というのよ。さっさと口をつぐんで──」

「まあそう邪険にせず、話くらいは聞いてくれないか？」

「はい。……は？　えっ……えっ？」

　素直な肯定が、まさか自分の口から出たとは信じられない、女王。

　対するナクトは肯定を一方的に受け取り、戸惑う女王へと言葉を投げかけた。

「要するに──たとえ今現在《魔軍》が迫っていようと、ティアラの力を引き出せていないレナリアでは、勝ち目がない。だから、無駄死にするくらいなら、城で大人しくジッとしていろ、と……そういうコトだな？」

「っ……え、ええ、そうよ。だったら何か、文句でも──！」

「いや、別に文句はない。女王さんの立場ってヤツを考えれば、その選択も仕方がないんだろうな、と思うよ」

「………えっ？」

　ナクトの言葉が非難でなかったのが、心底意外だったのか、目を丸くする女王。

　そういう驚き方は、やはり親子だな、とナクトは苦笑しつつ続ける。

「人類が滅亡しかねない脅威に対して、人々に希望を示さなければならず、同時に娘の……レナリアのコトだって、守ってやりたいんだよな。分かるよ。それがたとえ、〝偽り〟という服を着るような話だろうと……そうだろう？」

「は、はい……あ、いえっ。その、私は……っ」

　ナクトから与えられる言葉に、素直な反応を返してしまう、その事が女王には不可思議で、その胸中は戸惑いに満ちているようだった。

（ど、どうして、こんな怪しいマント男の言葉が……こんなにも、胸にすんなりと、落ちてくるの……？　この男の……か、彼の説得力は……何なの？）

　厳格なる女王にさえ、有無を言わさぬナクトの説得力は、単に言葉だけの力ではない。




《世界連結ワールド・リンク》──《世界》を装備しているナクトの発言は、《世界》に溶け込み、想おもいが素直であればあるほど、まっすぐ相手に届くのだ。

　仮にナクトの言葉に、感情に反する邪よこしまな意図があれば、今のような説得力はなくなる。とはいえナクトが、そんな邪心を抱く事はありえない。裸の男は、素直なのだ。




　とにかく、ナクトはその《世界》と溶け合う説得力で、女王に言い聞かせていた。

「でもな、女王さん。母だからとて、キミと娘は、同じ人間ではない。この《世界》には、何一つとして、全く同じものなど存在しない」

「！　あ、う……それ、は……っ」

「もう少しくらい、ちゃんと話を、聞いてあげてくれ。キミの娘は、キミが思っているより、ずっと気高く──ずっと、強い心を持っているぞ」

　言い終えたナクトが、跪くレナリアに微ほほ笑えみかけると──レナリアは瞳を潤ませながら、こくり、勢いよく頷うなずいた。

「ナクト、師匠……ありがとう、ございます。レナリアは……レナリアは……ッ！」

　まだ戸惑い続ける女王に、もはや震えの止まったレナリアが、改めて話しかける。

「お母様──いえ、女王様。どうか今一度、レナリアの話を、お聞きください」

「っ！　き……聞くまでもないわ！　いいから貴女あなたは、黙っていなさ──」

「いいえ、黙りません！　かつて私など到底敵かなわないほど強く、真実の《姫騎士》だった女王様。貴女から見れば、私は力足らず、世間知らずの、弱々しい小娘でしょう。その事を、否定はできません。ですが私は、レナリアは──いつまでも、貴女の知る弱い女では、ないのです！　それを、今この瞬間──証明して見せます！」

　今こそ見せる、〝偽り〟を〝真実〟に変える、鋼よりも固き意志。

　レナリアが、その小さな手で力一杯、がっ、と己のドレスアーマーに手をかけて──！




「これが、レナリアの───覚悟ですっっっ!!」




　ドレスアーマーを脱ぎ──！　……いそいそと、丁寧に折り畳み、横に置いてから。

　つい育ちの良さが出ちゃったレナリアが、続けて敢行したのは。

　そう──全裸土下座だ──！

　……………………。




　───全裸土下座だ───!?（二度目）




　己を師と慕う少女の、捨て身とさえ呼べる攻めの姿勢を見て、ナクトは思う。

（………なにゆえ？）

　ちょっと師、弟子のこと、よくわかんない。

　しかし相手は、あのあまりにも厳格な女王、そして母たる人間である。娘の行き過ぎた攻めの姿勢を目まの当たりにし、一体、何を思うのか──




「……なるほど。この世界において、最も重要たる〝装備〟を投げ捨ててでも、戦いに赴くという不退転の覚悟。更には裸となる事で、己の心身にやましき事がないと示し、同時に強い決意をも表した。レナリア……貴女、いつから……そんなにも強く……！」




　どうも、前向きに受け入れてくれているらしい。

　やはり意外と、似た者親子なのか……あるいはナクトの《世界》由来の説得力が、まだ効いているのかもしれない。

　女王は感傷的な状態のまま、続けて己の心情を口にしていた。

「かつて《姫騎士》だった頃の私ほど、力を引き出せていないレナリアに……〝偽りの希望〟という服を着せてでも、《魔軍デモン・スウォード》との戦いから守ろうとしていたわ。けれど今、そう、服と共に〝偽り〟を脱ぎ去ったように……レナリアには、レナリアの道があるのよね」

　もう鼻で笑うのではなく、ふっ、と穏やかに微笑んだ深読み女王が、華美な座具から立ち上がり、攻めっ攻めの姿勢を続けるレナリアに歩み寄る。

「レナリア、貴女の覚悟、よく分かりました。私は……母は、もう何も言いません。さあ、もう装備を身に着けなさい。貴女の大切な御師匠様に、笑われてしまいますよ」

「お母様……きゃっ、ナクト師匠！　み、見ちゃダメですよう……し、失礼しますっ」

[image: ]

　ものすごく今更な気もするが、羞恥に頰を染めたレナリアが、慌ててドレスアーマーを拾い、装備しなおすべく備え付けの仕切りの向こうへ姿を隠す。

　その間、女王は次にナクトへ歩み寄り、今では随分と優しくなった声で語りかけた。

「ナクトくん……で、良かったかしら。娘は見ての通り、まだまだ未熟だし、不ふつ束つか者ではあるけれど……あなたの事を、心の底から慕っているわ。あんなに厳しく言っておいて、こんな事を頼めた義理ではないのだけれど……でも、お願いよ」

　それは、女王としてだけではない、母たる者の、娘を慈いつくしむ言葉。

　向かい合い、真まっ直すぐに、彼女はナクトへと願った。




「ナクトくん、どうか、娘の事を──（生涯の伴侶として）守ってあげてね……！」

「ああ、もちろんだ──（仲間として）俺の命に代えても、守ってみせるぞ──！」




　絶妙なすれ違いに気付かぬまま、ナクトが承知すると、女王は安あん堵どの笑顔を見せた。

　ちなみに、仕切りの向こう側で、着替えながら聞いていたレナリアはといえば。

「な、ナクト師匠、そこまでレナリアの事を……っ、ど、どうしてでしょう、こんなの初めてです……胸が、ドキドキしちゃってますっ……♡」

　真っ赤になった頰に両手を添え、やん、やん、と身み動じろぎしていた。




　何はともあれ、これでレナリアは──《魔軍》と戦うために、ナクトと共に旅立つ許可を、正式に得られた訳だ。

　これにて、一件落着──……と言い切れない事態が、火急の報告として訪れる。

「じょ、女王様、《姫騎士》様──大変です！」

　それは、先ほど逃げるように退室していった、近この衛え兵へいの一人。慌てる彼女に向けて、瞬またたく間まに威儀を正した女王が、厳格な声で答える。

「騒々しいわよ。報告は粛々と、正確に行いなさい。客人の前で……いえ、未来の王たる御方の前で、失礼よ」

「も、申し訳ございませ……へ？　未来の、王？」

　女王の言葉に、困惑する女衛兵……ちなみに、当人であるナクトはといえば。

（未来の王って、誰のコトだろう……あ、レナリアが将来、女王になるってコトか。娘のコト、ちゃんと認めてあげているんだな……うん、うん）

　ナクトがそれで納得できるのなら、もうそれで良いのではないだろうか。

　それはともかく、女王は改めて、女衛兵に問うた。

「それで一体、何があったの？　息を整え、落ち着いて、報告なさい」

「あ……はっ！　し、失礼いたしました！　コホンっ……すう」

　深呼吸した女衛兵が、それでも落ち着ききれぬ様子で、改めて口にした報告は。




「北の要地、《水の神都アクアリア》がっ……《魔軍》の襲撃を受けていますっ！」

「…………は？」




　齎もたらされた報告は、威儀を正した女王でさえ、呆あっ気けに取られるほど意外だったらしい。

　その理由は、戸惑いながらも重ねて問うた女王の言葉で、判明する。

「ど、どういう事なの……まだ《魔軍》は、遥はるか最果ての北の地で、人類の防衛戦力により食い止められているはず。重要拠点が陥落したという情報もなかったはずよ。なのになぜ、すぐ北の《水の神都》が、《魔軍》に襲われるというの!?」

「わ、わわ、分かりませんっ！　《魔軍》は突然に現れたとか、何もない所から湧いてきた、とか……しかも少数ではなく、大軍で……もう伝達の指揮系統もメチャクチャで、他の詳しいことは、何もっ……！」

　ありえないと、そう思い込んでいた所に、怒ど濤とうのように攻め寄せる状況。

　この事態を前に、女王は後悔の表情を浮かべていた。

「甘かった……甘かったのは、私なのね……レナリアが人々の希望たる《姫騎士》として立つ限り、人類は絶望せず、戦い続けられるなんて……そんな考え自体、甘かったのだわ。そんな幻想は、こんな一手で、一瞬で消え失うせる……私が判断を、誤った……！」

　己を責める女王、つまりレナリアの母を──見かねたナクトが、一言。




「よし──じゃあ、すぐ助けに向かうか」

「！　な……ナクトくん？」




　シンプルな話だ、と口にするナクトに、女王は戸惑いつつ危惧を述べる、が。

「そ、そんな……ここから《水の神都》まで、どれほどの距離があるのか、分かっているの？　どんなに急ごうと、とても間に合うはずが──！」

「お母様、大丈夫です。ナクト師匠と……ナクト師匠を信じる私を、信じてください」

「！　レナリア……えっ？　そ、その姿は……というか、その装備は？」

　仕切りの向こうで着替えを終え、姿を現したレナリアの姿に、女王は驚く。

　今のレナリアは、ドレスアーマーを着直した状態──ただし、少しだけ、違う。ドレスアーマーの下を、補うように身に着けていたボディスーツを、着ていない。




　つまり、今のレナリアは──へそ出し状態という事だ──！




（なにゆえ……なにゆえ？）

　ナクトの疑問は尽きないが、どうやら女王も同じらしく──けれどレナリアは、何やら吹っ切れたような、自信に満ちた表情で言い放った。

「お母様。これもまた、レナリアの──覚悟です」

「！　そう……そうなのね。それが貴女の道、なのね」

　もう、何も言わない──その言葉を思い出したように、女王はただ、頷うなずいていた。ナクトとしては、もう少し踏み込んで言及してほしかったが。

　一方、大胆な装備に踏み切ったレナリアは、早まる鼓動を抑えるように、片手を胸に当てながら考えていた。

（今のレナリアには、まだ、これが限界です……でも、これが私の、確かな一歩。少しでも、ナクト師匠に近づけるように。隣に立つ者として、恥のないように。そう──）

　胸に当てた手を、ぐっ、と握りしめながら、己の固い決意を心中で叫ぶ──！




（後に《全裸王》と呼ばれる──ナクト師匠の伴侶に、相応ふさわしくなれるように──!!）




　何だかナクトの知らない所で、とんでもない称号が付けられるのが確定していた。

〝世界〟を通して不穏な気配を感じるナクトだが、レナリアは何の邪気もなく笑う。

「ねっ、ナクト師匠っ♪」

「え？　あ、うん。北にある要地を救いに行く、って話だよな？」

「あ、そうですねっ。まずはそこから、始めましょう！」

　ちょっとばかりのすれ違いはあれど、二人の見解は合致し、互いに頷き合う。

　師匠と、弟子──次なる黄金の目的を、二人は真っ直ぐに見据えていた。




「さあ、行くぞ──《水の神都アクアリア》とやらを、救いに──！」

「───はいっ！」











第二章　至高の《女教皇》、歩むべき〝崇高なる道〟を識しる









　次の目的地は、《水の神都アクアリア》──《光の聖城クリスティア》からは遥か北。

　危難の報しらせは鳥を使って齎されたらしいが、通常の道程では、十日ほどはかかるという距離だ。それでも、今この瞬間も《魔軍デモン・スウォード》の攻撃を受けているだろう《水の神都》を救うためには、急がねばならない。

　だが、《光の聖城》の城下町を北から出たレナリアの、月明かりに照らされた表情は、何やら自信満々だ。

「ふふふ……《魔軍》の予想外の襲撃には、確かに驚かされました。ですが、敵もまた、知るまいなのです──こちらには、ナクト師匠という〝真の英雄〟がいる事を！　さあナクト師匠、《神々の死境デス・トピア》から《光の聖城》まで一瞬で跳躍した、あの能力で！　今度は《水の神都アクアリア》へ向かいましょう！　どうか、お願い致します──！」

　なるほど、あの移動法を体験していればこそ、その算段に到達するのも当然だ。

　ただ、ナクトの答えはといえば。




「いや、無理だぞ。あの移動法は使えない」

「えっ。………えっ？」

「あの時は遠目にでも、目的地を目視できていたからな。でも《水の神都》とやらは、ここからでは全く見えない。どうやら崖なんかもあるみたいだし。だから、無理だ」

「………………」




　ナクトの答えに、沈黙したレナリアが──直後、俄にわかに慌て始める。

「ど、どど、どっ──どうしましょう───っ!?　い、急がないと、走らないとっ！　あ、いえっ、馬で……馬で行きましょう！　手配しますので、少しお待ちを──」

　初めて出会った時は魔物に怯おびえ、けれど慈愛に満ち、されど困惑しがちで、弟子入りしてからは茶目っ気も見え──今は大慌て。何とも感情豊かで、目の離せない少女だ。

　と、城内への門をくぐり直そうとするレナリアだが、ナクトは彼女を呼び止める。

「待った、レナリア。……向こうに、川が流れているな。あの川がどこまで繫つながっているか、分かるか？　《水の神都》の近くまで、続いているか？」

「え、えっ？　あの川……ですか？　は、はい。近くどころか、《水の神都》から流れてきている川ですよ。レナリア、勉強は人並み以上にしているつもりですし、間違いありませんっ。……けれど、それが何か……？」

　おずおずと尋ね返してくるレナリアに、よし、とナクトは頷き、川かわ縁べりへ歩み寄る。

「分かった、じゃあ──この川を使って、《水の神都》へと向かおう」

「……ふえっ!?　ふ、舟で、ですか？　……いえいえ！　それなら歩いた方がずっと速いですよ！　そもそも流れが逆向きですし、そんなっ……」

「舟なんて使わないさ。まあ、見ていろ──ふう」

　軽く屈かがんだナクトが、右手を川へ向けてかざした。改めて眺めてみると、大して流れも速くないし、穏やかな川だ。

　常識的に考えて、この川を使って逆方向の《水の神都》へ向かうなど、ありえない。

　けれど、ナクトには──《世界》には、そんな常識は、些さ細さいな問題だった。




「《世界連結ワールド・リンク》──水よ、その流れを、逆さか向むけ──！」

「えっ。川が、水が……逆方向、に……え、えええええ!?」




　ナクトが手をかざした境目から、濁流が湧き出し──しかもそれが全て、意思を持ったかのように、上流へ向けて勢いよく流れていく。

　ぽかん、と小さな口を開けて絶句するレナリアに、ナクトは手を差し伸べた。

「上から下へと流れる水を、《世界》の力で干渉し、逆方向へ向かうよう作用させる。発生させた濁流で、下から上へ押し上げるのを手伝ってやった上で、な。……よし、何も問題ない。行こう、レナリア」

「はい。……えっ。こ、この激流を、ですか？　……え、それは、でも……えっ」

　ナクトに負けず、割と素直なレナリア、差し伸べられた手を、つい即座に取ったが。

　眼前には、逆向きに流れる、異常な勢いの激流。

　あまりに非常識な光景に、とんでもない現象を前に、レナリアが漏らした感想は。

「あ、あの、ナクト師匠。私、怖──」

「よーし、しっかり摑つかまっていろよ！　──飛ばすぞッ！」

「待っ、ししょぉ──ふえええええええん!?」

　レナリアが言い切る前に、彼女を抱えたナクトが、逆巻く激流の上に着地し──スタートした後には、甲高い悲鳴が《光の聖城》周囲に、こだましたのだった。




　　　　■■■




　逆向きの激流──その異様な現象に、レナリアを抱えて滑走するナクトが更に加えているのは、速度を増すための推進力で。

「きゃあ〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜っ!?」




　真まっ直すぐな流れだけではない。急なカーブを描く事も少なくなく、そのたびに危ういのは……身だけでなく、はためくナクトのマント。

「きゃあっ、きゃあ……きゃあぁ〜〜〜〜!?　……あっ……」




　ナクトが右手で抱き寄せ、レナリアが両手でしがみついていないと、一瞬で振り落とされてしまうであろう、超スピード。

「……きゃあ〜〜〜〜〜〜……」




　本来なら上から下へ流れるであろう巨大な滝が、下から上へと流れていく、この世の終わりのような光景を、高速で突っ切る二人分の人影。

「………キャ〜〜〜〜〜〜〜ッ♡」

　……………？




　頂上の滝口を、どぱんっ、と大音を立て、猛スピードの勢いで飛び上がると──ナクトにしがみついているレナリアが口にしたのは。

「な、ナクト師匠っ……こんな状況で、不謹慎なのは、分かっています……分かっています、けどっ……これっ──すっごく楽しいです〜〜〜っ♪」

　この子、ナクトが思う以上に、ずっと大物なのかもしれない。

　だが、レナリアが言う通りの〝こんな状況〟、そこまでの余裕はなさそうだ。

「楽しいのは何よりだけど──レナリア、準備しよう。もう、目的地だぞ」

「えっ？　……あれは……《水の神都アクアリア》！　それに──《魔軍デモン・スウォード》！」




《水の神都アクアリア》──レナリア曰いわく、そこは世界でも最上の美しさを誇るとされる、水上都市。

　街中にまで流れる水路は、綿密に配置・整備されて芸術的なまでの装よそおいを醸かもし、平時ならばその美しさに見み惚ほれ、酔いしれるほどだという。




　しかし今、その美しき水上都市が、戦火に包まれている。街の其処そこ彼処かしこから、住民達の阿あ鼻び叫きょう喚かんも響いてくる惨状に、レナリアは俄かに慌て始めた。

「た、大変ですっ……皆さんを、早く助けないと──」

「ああ、そうだな。挨拶代わりだ──このまま突っ込もうか」

「は、はい！　……えっ、このまま、って……きゃ───っ!?」

　月を背にして中天を舞うナクトとレナリアが、発生させていた濁流を眼下の水上都市に向け──横滑りする体勢で、突撃する──！

　狙いをつけたのは、火の手が広がりつつあった、露店が立ち並ぶ市場……そして。

「ヒ、ヒイッ!?　火がっ……だ、誰か助け──ぶえっ」

　助けを求める市民ごと、大波一発、鎮火させた。……まあ火の手が及んでいた市民もいた事だし、乱暴ではあったが、結果オーライだろう。

　さて、難なく着地したナクトが、右腕に抱えていたレナリアを丁寧に下ろすと。




「よし──《水の神都アクアリア》に、無事到着だな。レナリア、立てるか？」

「は、はいっ。エスコート、感謝いたします、ナクト師匠っ。……あっ」




　律りち儀ぎに礼をしたレナリアが、その視界に捉えたのは──街を襲撃した《魔軍》の姿。

　同時に、なぜ《魔軍》が人類側に気付かれず《水の神都》を奇襲できたのか、その理由もレナリアの口から明らかになる。

「あの魔物達は……《屍人ゾンビ》や、《悪霊ゴースト》……そういう事ですか。遥はるか北の地からやってきたのではなく、元々この地の周辺に存在した邪気を呼び起こして……っ。魔に堕おちたとはいえ、死者を冒ぼう瀆とくするなんて、許せませんっ……」

　高潔な怒りに燃えるレナリアだが、その身は微かすかに震えている。

　無理もない。相手は見るからに悍おぞましい屍人や悪霊。〝偽りを真実に変える〟と決意したからとて、すぐさま恐れを捨てる事など、できはしないのだ。

　だからこそ、ナクトはレナリアの強こわ張ばる肩に、ぽん、と手を置く。

「レナリア、大丈夫だ。〝光〟の属性はアンデッドに強い。俺も《神々の死境》で、よく世話になっていた──あの程度の魔物なんて、どってことないさ」

「！　ナクト師匠……はい……はいっ！」

　レナリアの震えが止まり、心から恐怖が出て行った──とほぼ同時に、ゾンビやゴースト達がレナリアに気付き、襲い掛からんと魔手を伸ばす。

　だが、レナリアは一歩も退かず、《光神のリアライト・姫冠ティアラ》の右端を飾る宝石に手を伸ばし。




「──《光剣レディ・ブレイド》──！」




　抜き放った光の刃やいばが、邪霊達を一太刀ごとに斬り祓はらう。ローパー相手とは違う、ナクトの言う通り、〝光〟の力は邪よこしまなる存在を寄せ付けもしなかった。

　見事に敵を討ち果たしたレナリアが、表情を喜色で輝かせながら、ナクトに言う。

「な、ナクト師匠っ……できました、レナリアにも、やれました！　こ、これが──」

「ああ、見事だったよ。言ったろ、どってことないって。それが〝光〟の力──」

「おへそを出した事で得た力なのですね!?　さすがナクト師匠の〝全裸レッスン〟、すごいですーっ♪」

「違っ……いや、どうなんだろう……あるいは、気持ちが吹っ切れるキッカケになった、とか……？　いや、うーん、うーん……どうなんだろう……？」

　ちょっと師、弟子のこと、まだよくわかんないから。

　何はともあれ、レナリアが見事な剣技で、邪なる魔物を討ったのは事実。

《水の神都》の非常事態を救いに来たレナリアに対し、民衆達の反応は。

「あ、あのお方は……《光冠のプリンセス・姫騎士ナイト・ティアラ》レナリア様では!?　まさか《光の聖城クリスティア》から、もう援軍に来てくださったのか!?」

「あ、ありがたい！　《姫騎士》様が加勢してくれるなら、百人力だ！」

　上品な土地柄なのか、《光の聖城》の時と口調などは異なる気はするが、《姫騎士》の名声は《水の神都》にも充分及んでいるようだ。

　とはいえ、油断してこの場に留とどまられても厄介、とナクトは盛り上がる民衆達に向け、簡単に指示を出した。

「じゃあ皆みんな、ここは危ないから、安全な場所を探して避難するんだ。──いいな？」

「「「はい。…………へっ？」」」

　突然の要請を、民衆は何の疑問も持たず受け入れた──その事自体に疑問は抱いていたようだが、彼らはナクトの言葉に従い、首を傾かしげつつも整然と避難を始める。

　これが《世界》を装備しているナクトの説得力……だが解決したのは街の一画、都市全体を見れば《魔軍》の脅威は依然として変わらず、多くの民衆が危難に晒さらされている。

（都市自体が広いから、大変だな。少し本気を出すか……ん？）

《世界連結》の能力でも使うか、とナクトが腕を上げかけた、その時だった。




　水上都市内部の、其処彼処に横たわる水路、その全てから──突如として水が噴き出し、まるで意思を持ったように、人々を守る盾となり、燃え上がる炎を消し止めていく。




　一体何が起こっているのだろう、とナクトが首を傾げると、レナリアが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「《女教皇》……《水神のアクア・女教皇プリエステス》、リーン様……」

「レナリア？　何か、知っているのか？」

「は……はい。この《水の聖都アクアリア》には、私より一つ上の十七歳という年若さでありながら、最高位に君臨する女性がいまして……それが《水神の女教皇》リーン様なのです。私と同じく、《神器クラス》の装備に選ばれており……私とは違って、世界最上位の〝水〟属性の使い手として知られている、稀き代たいの傑物です」

「レナリアより、一歳上……にしては、この力を見る限り、《神器クラス》の力はかなり引き出せているんだな。一体、何が違うんだろう？」

　ナクトが素直な疑問を口にすると、レナリアは己の不ふ甲が斐いなさを恥じる表情を浮かべた。が、励ますように再び頭を撫なでられ、今度は頰を赤らめながら言う。

「お、お気遣い、痛み入ります、こほんっ。ええと、違いは単純に……けれど厄介な事に、装備の〝習熟度〟が関係しているのだと思います。たとえば、そう……あそこで戦っている方達は、《兵装クラス》の槍やりと、《稀き品ひんクラス》の杖つえを使っているようですが」

　レナリアが指さした先には、確かに槍を構える《神殿騎士テンプルナイト》と、杖をかざす《修道女シスター》が能力を行使していた。

「我が炎えん槍そうを喰くらえィ！　……くっ、キリがないぞ！　《女教皇》様が、敵に狙われているやもしれぬのに……一体どちらに御お座わすのだ!?」

「はあ、はあ……怪け我が人にんは、こちらへ集まってください！　光よ──癒やしたまえ！」

　それぞれが扱える属性で、応戦し、味方を助け、時には仲間の盾になる。

　そうした能力の行使が、一朝一夕のものではないと、レナリアは説明した。

「あのように〝装備〟の能力を引き出せるようになるまでは、その〝装備〟を使い続け、〝習熟度〟を高めなければなりません。要は使う期間が長いほど、強くなれるという訳です。……ただしそれは、《一般クラス》から《国宝クラス》までに、限ります」

　その範囲に該当しないクラス──つまり最高峰の《神器クラス》は、違うらしい。

「《神器クラス》だけは──他のクラスと同じようには、いきません。私が《光神の姫冠》に選ばれたのは六歳の頃、それから十年使い続けても……ようやくこの《光剣レディ・ブレイド》が使えるようになっただけ。伝承によれば、〝何か〟を摑つかまぬ限り習熟できる事はなく……また、生涯をかけても人間の寿命では、マスターできる者はいないとか」

　明らかに、他とは一線を画す最高峰の装備を、レナリアはこう締めくくった。




「選ばれる事自体が奇跡の確率で、選ばれたとしても難度が高すぎて、習熟度を上げられるか分からず、上限さえも不明──それが《神器クラス》の装備なのです」




　レナリアも随分と、とんでもない装備に選ばれてしまったものだ。その事自体が重圧になってしまっているのも、皮肉である。

　ただ、そうしている間にも状況は動いており、修道女の一人が空を指さした。

「……きゃっ!?　あ、あれは……な、何なんですかっ!?」

　中空に、突如として起きた異変──空間がひび割れ、そこから大量のゴーストが現れる。まるで伏魔殿でもひっくり返したような、数え切れぬ物量だ。

　あんなものを、どうやって防げば良いのか、と兵士達も絶望していると。

　連なる悪霊が黒い津波と化し、美しき水上都市を吞のみこむべく、天から降り注ぐ──！




　──が、それらが《水の神都アクアリア》に、到達する事はなかった。




「なっ。都市中の水が、集まって……結界に、なっている……？」

　レナリアが呟いた通り、街中の至る所から、噴水のように噴き上がった水が──この巨大な水上都市を、丸ごと覆う結界と化してしまう。その結界に、黒い津波と化した悪霊達は正面衝突し、聖なる力によって一瞬で霧散した。

　いや、そればかりではない。それほど強きょう靭じんな結界を展開しておきながら、更に水は枝分かれしていき、何と住民達を守り始める。一人も、余すことなく、全てを、だ。

　清浄なる水に舞うようにして守られ、住民達は安あん堵どに表情を輝かせる。

「こ、これは、この、水の守護は……間違いない、リーン様だ！　《水神の女教皇》リーン様が、また我々を守ってくださっているぞォォォ！」

「ああ、ああっ……何て、何て慈悲深く、清廉な御方……！　この神都の危機のたび、いつも私達を救ってくださるっ……リーン様がいれば、この都は安泰よ！」

「歴代の《女教皇》でも最上と目される力を持ちながら、驕おごり高ぶることもなく、我々のような下々の民まで慈いつくしんでくださるなんて……リーン様こそが、真の聖女よ……！」

　都市中の至る所から、わっ、と歓声が上がる中、レナリアは──その桁外れの力を目にして、呆あっ気けにとられるしかなかった。

「……《水の神都アクアリア》を救う……なんて、おこがましかったのかもしれません……《水神の女教皇》、リーン様……まさか、これほどの力をお持ちとは……〝偽りの希望〟たる私などとは、違います……あの方は、本物の力を持って──」

「───マズイな」

「えっ。な……ナクト師匠？」

　問うように見つめてくるレナリアに、ナクトは真剣な口調で答える。

「確かに、大した力だ。これほどの力の持ち主は、《神々の死境デス・トピア》にも、そうそういなかった。だが……術者本人は、無防備になっている。実際、今も狙われているようだし」

「狙われている、って……ナクト師匠、リーン様の居場所が分かるのですか!?」

「ああ。《世界》を通して、強い力の出所は感じられるからな。……ただ、それだけに、その場所は今《水の神都》で、最も危険な場所というコトに──」

　今ナクトが危惧するのは、その危険な場所にレナリアを連れて行って良いのか、という事──《神々の死境》で一人だった時は、こうして他者を慮おもんぱかる事は、当然なかったが。

　ナクトにとって初めて感じる、むず痒がゆいような気分……だが、レナリアは。

「ナクト師匠──急いで助けに参りましょう、リーン様を！」

「レナリア？　けど……そこは本当に、危険な状況で」

「そ、そんな……では尚なお更さら、急がないと！　リーン様が、心配ですっ……ナクト師匠、早く助けに行きましょう！」

「！　……レナリア」

　そうだった──ナクトと出会った時から、レナリアは〝こう〟だった。たとえ自分自身が危機に晒されていても、怯おびえていても、咄とっ嗟さに他者を思いやれる心根の持ち主。

　そんな彼女に、ふっ、とナクトは微笑をこぼしながら声をかける。

「レナリアは……優しい、イイ子だな」

「……ふえっ!?　えっ、な、なんですか、突然？　あ、あのあの……？」

「いや、こっちの話だよ。よし、じゃあ──急ごうか、レナリア！」

「あ……っ！　はい、ナクト師匠っ！」

　ナクトが促すと、レナリアは輝くような笑みで返しながら、共に駆けるのだった。




　　　　■■■




　月の隠れた薄暗い天を間近に感じる、巨大な大聖堂の屋上に、《水神の女教皇》と呼ばれる美女が、両手を広げて立っていた。

　高潔にして清廉なる彼女は、逃げるでも隠れるでもなく、この場で初めから、《水の神都アクアリア》に住まう人々を守るために能力を行使し続けていた──が。

「……はあ……はあ、はあっ……！」

　絹のように滑らかな頰を、つつ、と伝っていく大量の汗。明らかに体力の限界に達している様子で、しかも今この瞬間、彼女に迫る脅威は疲労だけではなかった。

『ク、ク、ク。ようやく見つけたぞ、《水神の女教皇》。随分と悪あがきしてくれたようだが……既にもう、限界のようだな』

　暗き夜の中天で禍まが々まがしい翼を広げるのは、邪霊達を召喚した元凶──《不死王ノーライフ・キング》。しかし王という称号とは裏腹に、その言動はあまりにも賤いやしい。

『弱き者を守るため、力を無駄に消費するとは、愚かな女よ。無駄な真ま似ねをしなければ、この我にも、ほんの少しくらいは抗あらがえたやもしれぬのに。その無駄のために、貴様は身を滅ぼすのだ。後悔せよ──ハ、ハ、ハ』

　低く耳みみ障ざわりな笑い声を上げる《不死王》に──《水神の女教皇》が返した言葉は。

「無駄なんかではありませんし、後悔なんて、しませんわ」

『………なんだと？』

　黒い窪くぼみに見える《不死王》の眼孔に、ぎらり、鮮血のような光が奔はしる。

　その禍々しい赤に睨にらまれても、彼女は一切怖おじもせず、大きな瞳で見つめ返した。




「〝弱き者〟という名の命など、存在しません──皆すべからく、守るべき、慈しむべき、大切な命ですわ。それを救うために力を揮ふるう事は、この身命を賭とす事は、無駄ではありません。命を忘れた不死の者よ、己以外を守る心さえ持てぬ者は──哀れですね」




　凜りん然ぜんとした言葉で哀れみを投げかけられ、《不死王》から溢あふれ出たのは、岩をも溶かすような怒気。煮えたぎる悪意が、空気を震わす声となって放たれる。

『ク、ハ、ハ──その身、穢けがれ、朽ち果てても──同じ事が言えるかな!?　我が眷けん属ぞく共よ、慈しみなどという偽善を振りかざし、神を妄信する愚かな端はした女めを、地に堕とせ！』

《不死王》の合図と同時に、悍おぞましく朽ちた肉体の《屍人ゾンビ》達が大量に湧き出し、《女教皇》を取り囲む。

《水の神都》の人々を守るため、力を行使している彼女は、その場を動けない──それでも彼女は、迫りくる魔手に身を蝕むしばまれ、脅おびやかされようと、力の行使を止めない。

「……お好きに、なさい。たとえこの身が滅びようと、わたくしは──《水神の女教皇》、リーン゠セイント゠アクエリアは──決して、屈しません──！」

『フ、ハッ！　その威勢、どこまで続くかな!?　守護の能しかない弱者が、助けなど望めず、ただ嬲なぶられるだけの状況で、いつまで!?　フ、ハ、ハ、ハ！』

「っ。……く、う……ううっ……」

《女教皇》の──リーンの気高き叫びが、《不死王》の下げ賤せんな笑い声に上塗りされる。

　いかに気高くとも、いかに強がれど、まだ年若き乙女たるリーンに、恐怖が全くないはずはなく──心中で、儚はかなくも、求める叫び声は。




（ああっ、誰か……どうか、助けて──）

「悪い───待たせたな」

「───えっ？」




　瞬またたきほどの時、リーンを囲んでいた《屍人》達は、焼滅していた。

　それを成したのは、《世界連結ワールド・リンク》により創り出した炎剣を携えた、マントの男。

「きゃっ。……あ、あのう……あなたは、一体……？」

　リーンに問いかけられると、マントの男は、簡潔に自己紹介する。

「俺は、ナクト。姓はない。ただのナクトだ」

「！　まあ、これはご丁寧に……危ないところを助けていただき、感謝いたしますわ。わたくしは、リーンと申します。どうぞ気軽に、リーン、とお呼びくださいね」

　こんな状況で、つい先程まで危機に曝さらされていた割に、微妙に吞のん気きな自己紹介である。マイペースさで言えば、ナクトに負けていない気がした。

　続いて、残っていた《屍人》を斬り祓はらいつつ、光剣を振るうレナリアも合流する。

「はっ……たあっ！　リーン様、ご無事ですか!?」

「あっ……貴女あなたは、《光冠のプリンセス・姫騎士ナイト・ティアラ》レナリア様!?　まさか、救援に……？」

「はいっ。微力ながら、お力添えを……──!?　な……あ、あの敵は、まさかっ……」

　上空を見上げたレナリアが、中天に座する《不死王》の姿を視界に捉え、青ざめる。

「あれは《魔軍デモン・スウォード》幹部、《不死王》──４４４年もの長き時、死気と邪気を吸い続け、アンデッドの王に至ったという不浄の化け物。大昔、ただ一匹で国一つを滅ぼし、不死族の国を創り上げたという伝説を持つ……邪悪の化身が、自ら乗り込んでくるなんて……！」

　体の芯から這はい出るような嫌けん悪お感、そして恐れに身を震わせるレナリアに、邪悪の化身と揶や揄ゆされた《不死王》は、むしろ愉快そうに笑い声をあげた。

『ク、ハ、ハ──我を識しるか。伝わってくるぞ、小娘、貴様の恐怖がな。無理もない、我ほど上位の魔物、矮わい小しょうな人間では目に触れる事など、本来あり得ぬからな──！』

「うっ……く、うう……」

《不死王》の威圧に、レナリアがまた一つ、身震いする──が、そんな彼女を庇かばうように立った、ナクトが放つ一言は。




「──そんなコトはない。お前程度、《神々の死境》には掃いて捨てるほどいた」

「！　な……ナクト師匠っ！」




　レナリアの目から、あっという間に恐怖は消え去り、輝く眼まな差ざしでナクトを見つめる。

　反対に、恐怖の誇示を遮られた《不死王》は、不愉快と憤ふん怒ぬの形相を浮かべた。

『何だ、貴様は……何が《神々の死境》だ！　あそこは我々偉大なる《魔軍》幹部でさえ安易には手を出せぬ魔境！　所詮、愚昧な人間か……下らぬ噓うそを吐ついた事、その身を寸断して後悔させてくれるわ──！』

「！　危ないですわっ……お逃げください、ナクト様っ！」

　リーンが促してくるも、遅い──《不死王》の繰り出してきたのは、無数の〝黒き炎〟の刃やいば。狙いを定めたナクトを、上下左右から余さず斬り裂かんと暴れまわる。

「ああっ」と焦あせるリーンの声が上がり、《不死王》は完全に勝ち誇っていた。

『身の程知らずの愚者め！　今しがた貴様が屠ほふった雑ざ魚こ共と、我を同じと思うたか!?　我は《不死王》、アンデッドの王たる存在ぞ！　ハ、ハ、ハ──』

「まあ、うん。さっきの屍しかばね達と、大して変わらないと思っているけど」

『ハ。……な、ナニィ!?』

　傍はた目めには、斬り裂かれたように見えただろうナクトは──炎剣ではなく、〝風の刃〟をマントに包まれた体から外側へと放ち、〝黒き炎〟を全て消し払っていた。

　もはや絶句するしかない《不死王》だが、リーンは安あん堵どの声をナクトへ向ける。

「ナクト様、ご無事でよかったですっ……ですが今、《神々の死境》と……？　しかも、わたくし達人間は、一つの属性しか適応しないはずなのに、なぜ〝炎〟と〝風〟を……」

「ああ。俺は生まれてからずっと、ついこの間まで、《神々の死境》で生きていたからな。それに《世界》を装備しているから、〝五大属性〟とやらも全て扱えるみたいだぞ」

「……………」

　ナクトの言葉はあまりにも常識外れで、普通なら信じられないような話だろう。後ろに控えていたレナリアも、改めて聞くと常識外れにも程がある、と思っていた。

（弟子となった私はともかく、リーン様は驚きますよね……きっと信じられないでしょうし、ここは私が、弟子として師匠のフォローを──！）

　ぐっ、とレナリアが気合を入れていると、リーンは──




「なるほど──そうなのですね！　ナクト様は、お凄すごい方ですっ♪」

「えええ!?　そんなあっさり受け入れちゃうのですー!?」




　どうもあっさり信じてくれたらしい。ナクトの〝世界と溶け合う説得力〟による影響でもなさそうだし、素直を通り越して、逆に心配になってくる。

　むしろ一般的であろう反応を見せたのは、魔物である《不死王》……なのだが。

『《神々の死境デス・トピア》で生き、〝五大属性〟を全て扱えるだと……た、たかが人間が、そんな力を得られるか！　世界だ何だに至っては、もう意味が分からん！　ふざけるな──』

「ところでリーン、この都市中の〝水〟を操る能力は、キミの〝装備〟の力なのか？」

『オイ貴様、聞けオイ。無視すんなコラ』

「あ、はいっ。わたくしの首に着けている……《神器クラス》の《水神の聖十字アクア・リクルス》ですわ。でもあの……魔物さん、無視して良いのでしょうか……？」

「ああ、別にイイんじゃないかな……特に興味も湧かないし……」

『オイッコラァ！　聞こえてんだろゴラァ！　こっち向けやボルアァ！』

　雑音を無視するナクトの言葉は、ありのままの素直なもの。

　事実、ナクト的には〝なんか出で涸がらしで出汁だしも取れない骨の塊みたいだな〟という感想しか湧かない《不死王》より、リーンの方がよほど目を引く存在だった。




　改めて見れば、レナリアに匹敵する美少女──いや、美女というべきか。

　レナリアが具そなえる幼気いたいけさを内包した美しさは、例えるなら天使。一方、上品でありながら抑えきれない色香を醸かもすリーンは、女神の様相。

　身に着けている法ほう衣えも、レナリアのドレスアーマーと近しい《国宝クラス》の力を感じる……が、側面に深いスリットが入っていて、神聖さ以上に艶美な装よそおいだ。

　それほどの艶あでやかさを持ちながら、年若さに見合わぬ茫ぼう洋ようとした母性さえ感じさせる、たおやかな眼差し。絶妙な均衡により成り立つ、神聖なる《水神のアクア・女教皇プリエステス》。




　全く、〝ホネホネキング〟など、足元にも及ばない──と、一いち瞥べつさえされない《不死王》は、ついにブチギレてしまったようで（キレる血管はあるのだろうか）。

『モ、モ、モ──もう許さぬ！　この都市ごと、滅びよッ、滅びよォォォォォ!!』

「っ。な、何ですか、この力は……きゃ、きゃあっ!?」

　レナリアがよろめくのと同時に、ビシリ、中天に先程の比ではない大きな亀裂が奔り──ひび割れた空間から、瀑ばく布ふの如ごとく悪あく霊りょう・死し霊りょう・邪じゃ霊れいが押し寄せる──！

「！　いけません──《水神のアクア・聖域サンクチュアリ》！　うっ……！」

　リーンが能力を発動すると、《水神の聖十字》が呼応するように、リーンの胸元で神聖なる輝きを放ち始める。

　だが、彼女が行使している、その力は──《世界》を装備しているナクトには、理解できた。自らの命を削ってまで、無理やりに引き出している力だと。

　それゆえに、《水の神都》を覆う〝水の結界〟は更に強固になり、ゴースト達を防ぎ止めているが──《不死王ノーライフ・キング》は、憤怒の中に余裕を含ませて笑う。

『グ、ハ、ハ──それで我が力、止めたつもりか？　愚か、愚かなり！　月が見えぬ理由、まだ気付いておらぬようだなァ！』

「う、う……？　……っ、ま、まさか……!?」

『フ、ハ、ハ！　そのまさかよ──これで、終幕ぞォォォ！』

　月が隠れていたのは、雲のためではなかった──それは、天を覆うほど大量の、《不死王》の眷属達。それが、今も結界を襲うゴースト達の背を、潰しながら圧すると。

　ついに〝水の結界〟は、音を立てて崩壊してしまい──

「うっ！　っ……さ、させま、せんっ……きゃああっ！」

　何とリーンは、結界を破られ、疲弊しきった体で、それでもなお──ナクトとレナリアを、身を挺ていしてでも守るため、前方へと飛び出した。
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　結界にぶつけられ、圧おし潰れたゴースト達が枝分かれし、複数の黒い縄と化して、麗うるわしいリーンの肢体を縛り上げてしまう。

「い、やっ……ち、力が、抜け……いえ、生命力が……吸わ、れ……？　っ……！」

「り、リーン様っ！　このっ……リーン様を離しなさいっ！　《光剣レディ・ブレイド》ッ──……き、斬れ……ないっ!?　そ、そんなっ……」

　アンデッドに強いはずのレナリアの光剣も、傷一つ付けられない強きょう靭じんな束縛。

　ただ触れるだけで生命力を吸い取ってしまう、邪霊で作られた禍まが々まがしい黒縄に、縛られているリーンは刻一刻と力を失っていく。

　ただ、そんな──〝大変そうな〟時に、ナクトは申し訳なく思いつつ尋ねていた。

「ええと……すまないリーン、さっきから気になっているんだけど──なぜ、防御しかしないんだ？　これほどの力があって、〝水の結界〟しか使わないのは、どうしてだ？」

「あ、んっ……うっ？　え、それは、その……わたくし、守護の力以外は、存じませんので……というか歴代の《女教皇》も、そうでしたし……っ、あ、あんっ……！」

「そうなのか。知らないのなら、仕方ないな。なら俺が──教えよう」

「な、ナクト様？　何をでしょ、う……あ、あぁんっ……は、はあ、はあ……っ」

　無意識だろうが、呻うめく声が艶っぽすぎる。

　それはさておき、ナクトの〝教える〟という言葉の意味とは。

「〝水〟を〝守り〟にだけ使うなんて、もったいないぞ。ほら──こんな風に」

　ナクトが、ほんの軽く、無造作に、片手を薙なぐと同時に──何も無い空間から、音速で十数本もの水が噴出し、水圧による刃でリーンを束縛する黒い縄を斬り去った。

「ぇ……──きゃ、あっ？」

「リーン様！　大丈夫ですかっ……？」

　解放されたリーンを、レナリアが抱き止める。ナクトが放った水圧による刃は、けれどリーンの身を、皮一枚さえも傷つけてはいなかった。

　哀れなのは、大技を一瞬で消し飛ばされ、呆ぼう然ぜんとしている《不死王》だ──が、ナクトは一切気にも留めず、リーンへと教示するように告げる。




「リーン、よく見ておくとイイ。大量の水を操れるなら、こういう使い方もあるぞ。

《世界連結ワールド・リンク》──逆向け、《逆流大瀑布リバース・フォール》──!!」




　ナクトの手から《世界》を通して創り出した、逆方向へと流れる巨大な滝──が、一直線に《不死王》へと向かっていき。

『ナ、ナ、ナ……何だこれは、どうなっている!?　う、ぶへあア!?　うぶぶっ……な、なぜ、こんな……百年も生きられぬ人間如きが、こんな力を!?　ありえぬだろがァ！』

「ああ……まあ確かに、俺の実年齢は、十八歳らしいけど」

『こっ、小僧ではないか！　たとえ《神器クラス》の装備を隠し持っていたとて、こんな力は得られぬはず！　それが脆ぜい弱じゃくな人間の、限界のはず！　なのに──』

「けど俺は、８３５年分の経験を積んでいるからな」

『ハァイ！　…………はい？』

　性格が壊れ気味になっている《不死王》だが、ナクトは特に気にせず、改めて述べた。




「《神々の死境》は本来、常人では生きられないほど瘴しょう気きが濃く──時の流れは歪いびつ。そこで《世界》を装備して過ごした俺の、体感時間は８３５年分──それが俺の〝習熟度〟だ」




　実際の時間との相違もまた、《世界》が教えてくれた──ちなみに、こんな途方もない話を耳にした、リーンの反応は。

「８３５年分の……〝習熟度〟……？　ナクト様、なんて……お凄い人……」

　息も絶え絶えだが、一発で信じてくれた。さすが《水神の女教皇》。心配。

　一方、ナクトの弟子である、レナリアはといえば。

「……………はっ!?　も、もちろん、レナリアも信じています、信じていますよ！　だってナクト師匠の、自慢の弟子ですから！　ほ、ほんとですからー!?」

　さすがレナリアだ、随分と沈黙が長かった気もするが。

　ちなみに今も激流を受けている《不死王》は、ナクトの話を信じていないらしく。

『ク、ク、ク……ペテン師め。噓うそはつまらぬが、この力は本物……認めよう。我の、負けだ。さあ、一思いにトドメを刺し、この激戦に終止符を打つが良い。さあ、遠慮するな。……さあ。……あの、聞いてます？　ちょ、あの……止やめ……止めェェてェェェ!?』

　特にナクトは話を聞くつもりもなく、そのまま大瀑布を自在に操り。

「ついでだ──都市中の掃除も、終わらせるぞ。──はっ！」

《不死王》を流していた激流が、ナクトの合図と同時に枝分かれし──《水の神都》を襲っていた魔物を、上がっていた火の手を、一瞬にして、隅々まで吞のみこんでしまう。

　ゾンビも、グールも、ゴーストも、《不死王》と一緒くたにされ。

　そして今一度、水竜の如く踊り狂っていた濁流達が、一所に集められると。

『ンモオオオオオオ！　勘弁ン！　してエエエエエエ!!』

　魔物達を消し去りつつ、《水の神都アクアリア》の外へと、全ての水を洗い流し。




　そのまま──水上都市から南側へ繫つながる河を、一つ創り上げてしまったのだった。




《魔軍デモン・スウォード》を完全に撃退し、ぽつり、ナクトが呟つぶやいたのは。

「《不死王》か……結局、その辺のゾンビと何が違うのか、よく分からなかったな……」

　よく喋しゃべる事くらいかな、とナクトは思うのだった。

　さて、これで本当に、戦いは終わった……が、リーンを両手で抱えるレナリアは。

「さ、さすが、ナクト師匠！　リーン様、やりましたよ、《水の神都アクアリア》は、救われました！　……リーン様？　リーン様……っ!?」

　レナリアの顔面が、蒼そう白はくになる──その理由を、辛かろうじて発したのは、リーン本人。

「ごめん、なさ……力が、もう、尽きて、しまって……わたくしは、もう……」

「そ、そんな……噓ですっ……しっかりしてください、リーン様っ……！」

「……ふふっ、でも……皆さんが、ご無事なら……よか、った。………───」

「っ！　リーン様……リーン様ぁ───っ！」

　最さい期ごの瞬間まで、他者を慮おもんぱかっていた、気高き《水神の女教皇》リーン。

　闇が晴れた月夜の空に、《光冠のプリンセス・姫騎士ナイト・ティアラ》レナリアの、哀かなしき慟どう哭こくが響く。

　そしてナクトもまた、この別れに、悲嘆の声を漏らし──




「生命力が尽きたのか。じゃ、生命力を回復してあげよう。よいせ、っと──」

「リーン様ぁ──……えっナクト師匠、えっ。……ふ、ふえええっ!?」




　慟哭から一転、レナリアは呆あっ気けにとられ、続けて慌てふためき、リーンを支える片腕は残して、もう片方の手で顔を覆っていた（指の隙間は大きかった）。

　なぜならば、ナクトがマントを大きく開いたから。開いた、という事は……つまり。




　そこには、ナクトの──（見た限りでは）〝全裸〟があった──！




　レナリアにとっては見慣れ……いや見慣れていない。誤解を招くの、よくない。

　とにかく、既にして突飛すぎる行動を取っていたナクトだが、更に次の瞬間。

「な、なな、ナクト師匠っ、なにを、ななっ──へ？　ちょっ……ふにゃあああ!?」

　あろう事か、ナクトはマントを閉じ、その内側にリーンの体を招き入れた。レナリアは、何だかもう、さっきから叫ぶしかない状態だ。

　それにしても、何という猥わい褻せつ行為。しかも力尽きた少女に、許される行いではない。

　ない──はずなのだが、しかし。

「……ぅ。ぁ、あ………あたたか、い？　……えっ……わたくし、一体……？」

　何と、生命力が尽きたはずのリーンが、目を覚ました──覚ましてしまったのだから、これはもう立派な救命行為だ。文句は言えない。〝全裸マント救命タイム〟だ。

　とはいえ貞淑なリーンにしてみれば、初めて直接触れる男性の体、そして温ぬくもり。困惑してしまうのは、当然の道理で。

「な、なな、ナクト様っ、な、なにをっ……」

「よかった、目が覚めたな。これは《世界連結》──今このマントの内側に、〝生命〟の力を満ちさせている。……大丈夫だ。すぐ元気になれるから、暫しばらく休んでいるとイイ」

「えっ？　あ……は、はい。あ……んっ、ふ、あっ……ぁ」

　けれどリーンは早々に、ナクトの行為に邪よこしまな感情がない事を、言葉ではなく心で悟った。そうなると、その温もりに、その感触に、並々ならぬ安あん堵ど感を覚えてしまう。

（温かい……ナクト様の、温もり……わたくしを、守ろうと、してくれている……慈いつくしんで、くれている。……心が、伝わってくる。裸の、心が……裸、の？）
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　とろん、と蕩とろけるように、リーンの瞼まぶたが閉じられていき。




（そう、そうなのですね──今、完全に理解しました。〝裸〟──それこそが──）




　何かを悟ったような、満足そうな笑顔と共に、リーンは穏やかな寝息を立て始める。

　もう命に別状はないだろうし、消耗した力もすっかり元通りになるはずだ。

　ナクトがリーンの回復を確認していると、レナリアも、ほっ、と安堵の息を吐き。

「リーン様、良かったです〜……それにしても、まさかマントの中で回復なんて、何だか……（……うらやまし……っていえ、違いますよ。何だかそれじゃレナリアが、はしたない娘みたいじゃないですか！　そうじゃなく、気持ちよさそうで良いいな〜、って……いえいえそれも変な意味っぽいじゃないですか！　そういう意味じゃなく──！）」

「レナリア──どうかな、イイ感じじゃないか？」

「はい、とっても。……って、ふえっ!?　やっ、今のは、今のは違っ──」

「《魔軍》とやらは撃退できたし、皆みんなも無事のようだし……本当に、良かったよな」

「え？　……あっ！」

　ナクトの言葉の意味に、少し遅れて気付いたレナリア。

　彼女の勘違いには気付いていないが、ナクトは──天を覆っていた邪気が晴れ、顔を見せた月が静かに輝くのを見上げて、締めくくる。




「《水の神都アクアリア》と──《水神のアクア・女教皇プリエステス》リーン、救援成功だ──！」

「！　……はいっ、ナクト師匠っ♪」




　　　　■■■




《魔軍》を退けた翌朝、ナクトは一人、リーンの待つ〝大聖堂〟へ赴いていた。レナリアは、昨晩の戦いと旅の疲れが一気に出たのか、かなり疲弊していたため、宛てがわれた宿舎でゆっくりと休ませている。

　早朝のためか、《魔軍》襲撃から間もないためか、街中に人の気配はほとんどなかったが、辿たどり着いた大聖堂には、既に一人分の影があった。

　ナクトに気付いた彼女は──リーンは、嬉うれしそうに駆け寄っていく。

「ナクト様！　おはようございます。こんなにも早く、いらしてくださったのですね♪」

「ああ。リーンも、早いな。体の調子はどうだ？」

「はいっ、心身ともに、絶好調ですわ！　……な、ナクト様の、おかげで……♪」

「？　そっか、それは何よりだ」

　なぜかリーンは頰を赤らめるが、血色が良いし本当みたいだな、とナクトは納得する。

　一方、こほん、と咳せき払ばらいしたリーンが、姿勢を正して改めて礼を述べた。

「ナクト様。あなたのおかげで、《水の神都アクアリア》は救われました。この都市の、元・統治者として……改めて、お礼を言わせてくださいまし」

「いや、別に大したコトは……ん？　元・統治者って、どういうコトだ？」

　ナクトが違和感を率直に尋ねると、彼女は微ほほ笑えみながら答えを返す。

「はい。わたくし──統治者の立場を、辞退しましたの。昨日の夜が明けぬ間に♪」

「えっ？　辞退、って……大丈夫なのか、それ？」

「うふふ、問題ありませんわ。元々わたくし、政治は良く分かりませんし、他の神官様達がやっていましたから。皆様、ちょっぴり天地がひっくり返るくらい、慌てていましたけれど……ですが過分な身分は、旅立ちの邪魔になりますもの」

〝旅立ち〟──それはどういう意味だろう、とナクトが尋ねるより先に、リーンは話を続けていた。

「ナクト様。この《水の神都アクアリア》では、古いにしえから教義が守られ続けています。この世界を創造したとされる最高神──《女神リア》様の教えです。今でも〝リア〟という言葉は、この世で最も尊きものを表す言葉として、知られているのですよ」

　言われてみれば、《水の神都アクアリア》にも付いているし、レナリアに至ってはフルネームから数えれば、２つも入っている。

　リーンは、言う。自身の旅立ちを求める、その理由を。

「その教義の中に、予言があるのです──『遥はるか南の〝神々が滅びし地〟より、世界を救う者が訪れ、選ばれし《女教皇》は彼かの者と命を共にするだろう』と。……古い、古い、神話のようなものです。今ではもう、信じている者など、ほとんどおりません。……ですが、わたくしは今、この予言が本物であったと確信しています」

　その眼めには、狂信の輝きなど、微み塵じんもない──もっと現実的な確信を持って、目の前にいるマントの男を見つめ、声高に願いを放った。




「ナクト様！　どうか、わたくしを──リーンを！　あなた様の旅に、お供させてください！　──お願い致しますっ！」




　勢いよく頭を下げてくるレナリアに、ナクトは少し戸惑い、頭をかいて言葉を返す。

「リーン、さっきの予言の言い分を踏まえると……まるで〝世界を救う者〟っていうのが、俺のように聞こえるんだけど」

「うふふっ。ナクト様には、自覚はないかもしれませんが……わたくしは、そう確信しています。きっと既に同行なさっている《光冠の姫騎士》レナリア様も、同じですわ」

「そう言われてもな……あ、ところでレナリアとリーンは、面識があるのか？　昨晩も、何となく顔見知りっぽかったし」

「はいっ。《光の聖城》と《水の神都》は、姉妹のような間柄ですし……祭事や外交の場、レナリア様が北の地を視察に向かう前などに、顔合わせ致しますから。といっても公的な場ばかりで、私的なお話がほとんどできないのは、寂しかったのですけれど……」

　言葉通りに残念そうな表情をしたリーンだが、すぐに逸それた話を元に戻す。

「とにかく、《姫騎士》たるレナリア様と共に旅をし……あの《神々の死境デス・トピア》から訪れた、ナクト様。そして北から世界を滅ぼさんと迫る《魔軍》。予言の時が今でなければ、他にいつだと言うのでしょう。……いいえ、予言の事がなくとも」

　リーンの穏やかな目に、粛々と宿るのは、慈しむべき他者を守らんとする光。

「先の《魔軍》襲来の一件──あのように人々を脅おびやかす悪意を、わたくしは、黙って見過ごしてなどおけません」

「……リーン」

「ですので、ナクト様に断られたとしても……そうなったら、泣いちゃうとは思いますけれど……一人でも、旅に出るつもりです。泣いちゃうと……泣いちゃいますけれど」

　言いながら断られる想像をしているのか、既に涙目のリーン。この断りづらい雰囲気、もし計算でやっているのなら強したたかだが、恐らく天然だろう。

　しかし、そもそも──ナクトの返事は、決まっている訳で。

「まあ、レナリアには後で聞くとして──俺は別に、異論はないぞ」

「！　な……ナクト様！」

「もう、知らない仲ってワケでもないしな。それにリーンは、一人で行かせるのも危なっかしい気がするし。だから、リーン」

　真まっ直すぐ、リーンの眼を見つめて、ナクトは告げた。




「一緒に、行こう──これから、よろしくな」

「は──はいっ！　っ、うふふっ……嬉しくて、涙が出ちゃいますっ♪」




　どちらにせよ、結局泣いちゃうようだ。

　何はともあれ、こんなに喜ばれると、ナクトもむず痒がゆくなる。彼女が良い子なのは、何となく分かっているし、能力も申し分なく、知識も豊富そうだ。

　心強い、新たなる旅の仲間リーンが、微笑みながら今後の意気込みを口にする──！




「わたくし、頑張りますっ。頑張って、《魔軍デモン・スウォード》の脅威から人々を救い──

　何より《全裸神》ナクト様の信仰を、全人類に布教し尽くします──!!」

「ちょっと待ってほしい。なんか今、聞き捨てならない言葉が聞こえたんだけど」




　おっと、流れが変わってきたぞ。

　さすがに戸惑うナクトだが、リーンの興奮は止まらない。

「わたくし、昨晩、ナクト様に助けられ……そのマントの中で生命まで救って頂いた時、教わりました。あの温かさ、慈しみ……邪な心などない、裸の心。事実、マントの下で、裸だったナクト様──そう。裸こそ……〝全裸〟こそ、この世の真理なのだと──！」

「いや、そんなコト教えた覚えはない。大体、俺は裸じゃなく《世界》を装備して──」

「もちろんですっ！　ナクト様の境地に、ただ裸になったからとて到達できるなど、驕おごり高ぶった考えを抱くはずはありませんっ。むしろそれは、《全裸神》ナクト様への不敬……罪深く、愚かしい思想ですっ！」

　まずその《全裸神》から止やめてほしいんだけど、と新たに妙な肩書を付与されたナクトが口に出すより先に、リーンがおもむろに彼の手を両手で握りしめて。

「で・す・の・で〜……ナクト様っ♪　こちらへ、いらしてくださいっ♪」

　柔らかく滑らかな手で、踊りに誘うように手を引いてくるリーン。その楽しそうな様子だけを見れば、子供っぽさも感じる。様子だけを見れば。

　そうしてリーンが導くままに、ナクトが大聖堂を出ると、時間が経たっているためか民衆達の姿が見られるようになっていた。

《魔軍》の襲撃があった直後だ、復旧作業に勤いそしんでいる者がほとんどで、さすがにその顔は浮かなく、どこかそわそわと、もじもじとして──……。

　いや、何か、様子がおかしい。

「リーン？　何となく、だけど……皆の様子、変じゃないか？」

「さすがはナクト様っ♪　はい、その通り……先程も申し上げました通り、いきなり全裸になんて、ナクト様への不敬ですっ。ですので……♪」

　リーンが顔の横で両手を合わせて微笑んでいる、その間に──もじもじとしていた民衆達が、ナクトへと語りかけて。




「あ、あ、あなた様が、私達を救ってくれたお方、ですのねっ……か、神様のようにお強く、慈愛に満ちていると、き、聞いて、ぇ……は、はうぅ〜〜っ……！」

「ふ、ふえぇん……す、スースーして、落ち着きませんよぉ……ふえぇぇんっ……」

「よォ兄ちゃん、装備はちゃんと身に着けないと意味がないぜ。下着もまた然しかりなんだぜ。うっ、ううっ……！」

「う、うぬゥ、騎士たる者が、何たる羞恥！　しかし不思議とクセになりそうだ……」

「私は元からなので、別に平気です」




　……やはり、何かがおかしい。いや、おかしいなどというレベルではない。

　老ろう若にゃく男なん女にょを問わず、ほとんどの人間がもじもじと身み動じろぎしている。そして、気にしている部分は、決まって下半身──女性なら胸元を気にしている者もいた。

　まさか、これは──《水神の女教皇》が、そこで明かした真実とは──！




「《全裸神》の教義を広めるため、まずはこの《水の神都アクアリア》から！

　七日間に一度──〝下着の着用を禁ずる〟日を設けたのです──！」

「なんてコトを。なんてコトをしてしまったんだ、リーン」




　こう見えてナクト、結構本気で困惑している。

　リーンは、何というか、思い込みの激しい所があるのかもしれない。突っ走り始めたら一直線なのは、レナリア以上だろう。

　全く、本来は清廉で潔癖な人柄だろうに、困ったちゃんで──




「も、もちろん、わたくしは、この教義を広める者の、責任として……んっ♡　……逆に七日間に一日だけ、下着を身に着けるのです……きょ、今日が、どちらの日か……ナクト様が、もし、必要とされるなら……確認、して頂いても……構いません、よ？」

「リーン、必要なんて言ってないぞリーン。聞いてくれリーン」

「ふ、二人きりで、ですからねっ。で、ではどこか、お部屋へ……参りましょう……？」

「確認するとも言ってないんだリーン。頼むから一度、落ち着いてほしいぞリーン。何か俺〝リーン〟が語尾みたいになっちゃってるんだリーン」




　耳打ちしてくるリーンに、ナクトも何だか、おかしなテンションになってしまう。

　ちなみに〝下着着用禁止〟という、とんでもない教義を強いられている住民達は、リーンをどう思っているのだろうか……？

「う、うう……あの清廉潔白で貞淑なリーン様が、急になぜ、こんなっ……」

「……いいえ。あのリーン様が何のお考えもなしに、こんな教義を広めるはずがないわ！　これはきっと、女神の御意思、神託……私達が乗り越えるべき、試練なのよ！」

「我々は、リーン様を信じるっ！　信じるぞォォォォ！」

　実力も実績もあるカリスマの言葉って、〝世界〟を変える可能性あるな、とナクトは遠い目をしながら思うのだった。




　───《水神のアクア・女教皇プリエステス》、リーン゠セイント゠アクエリア。

　世界最高峰の〝水〟属性の使い手にして、女神信仰の権威。

《神器クラス》たる《水神の聖十字アクア・リクルス》に選ばれ、《女教皇》という位にありながら、己の地位を一切鼻にかけない謙虚さで、他者を常に慮おもんぱかる慈いつくしみに満ちた、清廉なる人柄。

　慎み深く、色事に溺れる事などありえない──純白の乙女である。

　色事に溺れる事などありえない──純白の、乙女である───………




　　　　■■■




《水の神都アクアリア》に〝下着着用禁止の日〟が設けられ、後に〝ノーパン・ノーブラの役〟と呼ばれる記念すべき日の、正午頃。

《水の神都》を北側から出たナクトの傍かたわらには──レナリアとリーンが控えていた。

　もうすっかり元気になったレナリアだが、どこか緊張している様子で。

「ま、まさか《水神の女教皇》リーン様と、共に旅に出る事になるなんて……なんだか、緊張してしまいます……」

　率直な感想を口にしたレナリア、だが、それに対してリーンは。

「レナリア様──わたくしに〝様〟付けは、おやめください」

「えっ？　な、何か……お気に障さわりましたか？」

　焦あせるレナリアに、リーンは──にこり、微ほほ笑えみ、優しい声を放つ。

「わたくしはもう、《水の神都アクアリア》を統治する者ではありません。《水神の聖十字》はわたくしを選んだままなので、《水神の女教皇》ではありますが……でも、今のわたくしは──ナクト様とレナリア様の、仲間なのですからっ♪」

「！　…………」

　リーンのウインクを受け、沈黙したレナリアが、暫しばらくして返した答えは。

「でしたら──レナリアにだって、〝様〟は不要ですっ。仲間だというのに、堅苦しいですよ、全くっ。……そうでしょう、リーンさんっ♪」

「！　はい……レナリアちゃんっ♪　……うふふっ」

　互いに敬称を正し合うと、リーンは楽しそうに笑い、そして感慨深そうに言った。

「レナリアちゃんは以前より……強くなっていますわね。心も、体も……本当の意味で」

「え？　本当の意味、って……っ!?　リーンさんは、私が〝偽りの希望〟と知って……？」

　リーンほどの実力者なら、当然かもしれない……が、彼女は優しい声色で。

「あらっ。人々が《光冠のプリンセス・姫騎士ナイト・ティアラ》に抱いていた希望は、〝偽り〟ではなく〝真実〟ですわ。でも更に、本当の強さが加わるのなら……無敵ですわねっ♪」

「あ……は、はい！　私はまだまだ、未熟ですけれど……精進します！　……えへへ」

　微笑み合う二人は、どうやら上手うまくやっていけそうで、ナクトも微笑ましく頷うなずく。

（特にリーン、〝下着着用禁止〟とか言い出した子と、同一人物とは思えないな）

　ちょっぴり余計な事も考えてしまうが、それも仕方ない──




「ところでレナリアちゃんは、下着を穿はいておられるのですか？」

「へ？」




[image: ]

　やはり、同一人物なのは、間違いなかった。

　聞き違いだろうか、とレナリアは呆あっ気けに取られているが──そこでナクトも、ついでにリーンに尋ねてみる事にする（話を逸そらすとも言う）。

「……ところでリーン。仲間を〝様〟付けしないっていうなら、俺のコトも〝様〟付けは止めるとか──」

「いいえ！　ナクト様はナクト様、そこは譲れませんわっ！」

「そうなのか……どうしてなんだろう……」

「だ、だって……は、はしたないでは、ありませんかっ」

「俺の名前を呼び捨てるのは、はしたないコトなのか……？」

　リーンの恥ずかしがるポイント、圧倒的にズレている気がする。

　ただ……リーンの胸の内、考えている事はといえば。

（……ナクト様にもお教えした予言、『《女教皇》は彼かの者と命を共にする』……そしてナクト様から頂いた『一緒に行こう』というお言葉……それは、つまり）

　リーンは祈るように、胸の前で両手を組み──ぽっ、と頰を赤らめて。




（わたくしとナクト様は、生涯、命を共にする──伴侶たるも同然！　旦那様を呼び捨てにするなんて、はしたないですわっ。裸の名前で呼び合うのは、それこそ、褥しとねを共にする時……きゃーっ、きゃーっ！　リーンったら、いやらしいですわーっ！）

「!?　何だ、今……《神々の死境デス・トピア》では良くあった、獲物を狙う天然の狩人かりゅうどの気配を感じたような……!?（しかも超難敵の気配……！）」




　警戒するナクト、「やん、やん」と頰に手を当て身動ぎするリーン。まるで年頃の少女のようにはしゃいでしまうのを、誰よりもリーン自身が新鮮に感じていた。

（今までのわたくしは、《女教皇》として清廉潔白であるべきと、周りの期待に応えるべく……本当の自分を、抑え込んでいたのですね。でも、昨晩ナクト様に、あのマントの中で抱きしめられて……わたくしの心も、剝むき出しになりました。そう──）

　朝あさ陽ひを反射する朝露のように、晴れやかなまでに美しい笑みをリーンは浮かべ──




（自分自身を〝解放ノーパン〟する事が──こんなにも、気持ちの良い事だと──！　わたくしに教えてくださったのは……ナクト様ですわっ。うふふっ♪）




　リーンの変貌が〝大体ナクトのせい〟と知ったら、ナクトは自責の念に駆られるのではないだろうか。リーン本人は、幸せそうだが。

　とその時、リーンが視界の端に捉えたのは。

「うふふ……あっ。あれは、昨晩の戦いで……ナクト様が創った、河。…………」

　つい前日に出来たばかりとは思えないほど、しっかりと水を流していく立派な河。




　……これは、余談。あくまでも余談だが。

　水上都市たる《水の神都アクアリア》は、都市内に水路を張り巡らせている性質上、雨季や豪雨、嵐などの影響により、水害が発生する事も少なくなかった。

　下流の南側に流れてゆく川は、ナクトとレナリアが遡ってきた大きな滝にも繫つながる、たった一つだけの流れだった。しかも滝口の直前は、特に水深が深く、水が溜たまりやすい。

　だからこそ、水害はなおさら起こりやすくなり──被害が出るたびに、歴代の《女教皇》は駆り出され、救済や治療のために能力を揮ふるい……己の命を削っていった。

　もちろんリーンも、同様に──だがそれは、〝以前まで〟の話。

《魔軍デモン・スウォード》を撃退する際に、ナクトが創り出したこの河川は、水上都市を越えて南側へと続いていく、〝もう一本の流れ〟を生み出していた。

　要するに、二つの流れが南側へと水を押し出してくれる事で、水害の可能性は大きく下がっているのである。しかもこの流れは、《光の聖城》どころか遥はるか南の《神々の死境》まで続くようになり、そこに至るまでの人里に、田畑に、豊ほう穣じょうを齎もたらす事になる。




　つまり、結果的にナクトは、多くの人々と──リーンを、救っているのだ──




　今この段階で、その事に気付いているのは、〝水〟属性の達人である《水神の女教皇》リーンだけ。リーンが旅立ちを実現できたのも、これが理由の一つだ。

　元々あった南の滝へと続く河川は、太古から《女神の涙アクエリア》と呼ばれてきた。

　そして、《女神の涙》と交わる、この……新たに創り上げられた河川が何と呼ばれるのか、ナクトが知るのは、後々の話になるが。

　その名は、今この瞬間に付けられた事を、リーンだけが知っている。




「《全裸神大河ナクト・リヴァー》──旅の最中にでも申請し、あっという間に認知され広まるよう、手配しましょう♪　うんうん♪」

「──おーい、リーン？　そろそろ出発するぞー？」

「はーい、ナクト様っ。お待ちくださいませーっ♪」




　さりげなく〝新たな伝説〟が創られる中、にこやかに駆けよるリーンと、ナクトとレナリアが合流する。三人、笑顔で頷き合うと、レナリアが次なる目標を示した。

「さあ、次に目指すは北の要地、《城塞都市ガイア》です！　……とはいえ、城塞都市は難攻不落。今のところ、危機の知らせもありませんし──」

　少しはのんびりと向かえる、とレナリアが言いかけると、ナクトは同意するように頷きながら口を開いた。

「ああ──急いで向かった方がイイな」

「はいっ。……えっ!?　な、ナクト師匠っ？」

「ん？　あれ、違ったか？」

　ずっこけそうな勢いのレナリアに、けれどナクトの方が、むしろ怪け訝げんな表情を見せる。

　だがそこで、落ち着いてナクトに尋ねかけたのは、リーンだった。

「ナクト様？　急いで向かった方が良い、というのは……もしかして、何か理由が？」

「うん？　あ……そっか、二人は気付いていないんだな。ええと、俺は〝世界の風〟を通して、何となく感じられるんだけど……北の、《城塞都市ガイア》、だっけ？」

　ここからは目視できない、遥かなる北の方向を指さしながら、ナクトが告げたのは。




「そこ、今まさに、襲撃を受けていて──なんかもう、陥落寸前だぞ」

「「………………」」




　あっさりとした一言に、沈黙していたレナリアとリーンだが、直後。

「え──ええええっ!?　た、大変じゃないですかあっ!?」

「大変ですわっ、大変ですわっ。ナクト様、レナリアちゃん、急ぎましょう〜！」

　それぞれの様相で俄にわかに慌てだす、レナリアとリーン。

　のんびりとした旅への夢想も、束つかの間まの話。




　どうやら〝世界〟は、まだまだ──安穏を許してはくれないようだ。











第三章　鉄壁の《不動将》、兜かぶとの下の真実を捧ささげる









「ここを越えれば、《城塞都市ガイア》は、もう目と鼻の先です──……です、が」

　前方を見据えながら呟つぶやくレナリアの表情は、緊迫感に満ちていた。

《水の神都アクアリア》から北上したナクト達が、辿たどり着いたこの場所。




《死の山デス・マウンテン》──その名の通り、生きとし生けるものを否定する、自然の要害、最悪の険路──ここに入山する事は、常に死と隣り合わせを意味する。




　頂上からはマグマを溢あふれさせる高山を見上げながら、リーンがその脅威を説く。

「山中の至る所から毒の煙が噴出し、そのまま濃霧を作るため、視界は常に最悪。命あるものは魔物でさえ近づけませんが、《岩人形ロック・ゴーレム》や《翼石鬼ガーゴイル》など、命持たぬ魔物は数あま多たに存在し、容赦なく襲い来る危険地帯です」

　一つ言葉を区切り、深呼吸したリーンが、緊張感を漂わせて続ける。

「本来ならば、迂う回かいして避けるべき悪路……ですがそれでは、どんなに急いでも一か月近くはかかりますわ。今まさに襲われている《城塞都市ガイア》を救援するためにも……ここを攻略するしか、ありません。……注意して、挑みましょう……！」

《水神のアクア・女教皇プリエステス》といえど、苦難の道のりを想像し、気が引き締まるほど。

　旅に出てから、ついにぶち当たった、文字通り最大の障壁。あるいは、無事では済まないかもしれない。ここで旅が終わってしまう事も、充分に考えられる。

　ごくり、緊張に唾を吞のみこむ、レナリアとリーン。

　そんな二人の横で、ナクトは顔を上げ、出発の口火を切り──！




「飛び越えて行けばイイのでは？」

「えっ」「まあっ」




　戸惑うレナリアと、両手で口元を押さえるリーン。

　簡単に言い切ったナクトに、少しの沈黙の後、レナリアが情報を整理する。

「え、ええと、でも……この山のせいで、先は見えませんし……周囲には川も一切流れていないような荒れ地ですから、前の時のような移動法も使えませんよ？　……ま、まさか、今度は流れるマグマを逆流して行くとか……!?」

「いや、ちょっと熱そうだしな。まあ、やってできないコトはないだろうけど」

「で、できる事はできるのですね……でもそうなると、今度はどうやって？」

　重ねてレナリアが尋ねると、ナクトは答える前に、マントの下から両腕を出す。

「レナリア、リーン、摑つかまってくれ」

「ふえっ。あ、は……はいっ。……え、えいっ♪」

「はーいっ♪　ぎゅーっ、ですわっ♪」

　勇敢なる《姫騎士》は、恥ずかしがりながら、おずおずと右手側に摑まり。

　貞淑たる《女教皇》は、一切の躊ちゅう躇ちょもなく、全身を使って左腕に抱き着いた。

　二人の絶世の美少女を両腕に抱え、「よし」とナクトが頷うなずくと。




「今回はシンプルだ。文字通り──飛ぶぞ！　《世界連結ワールド・リンク》──《神渡りの風ゴッド・ウインド》！」

「ひあ。か、風で、浮いて……ひゃあああんっ!?」

「まあ、まあまあっ。すごいですわ───っ♪」




　ごう、と足元から巻き起こった旋風が、ナクト達を包み込んで軽々と宙に浮かせる。

　そこからは、一瞬の出来事。三人の体は、直後──天空へと、飛び上がっていった。




　　　　■■■




《死の山》に入山する──事もなく、眼下に見下ろすナクト達。風に巻かれ、高速で突っ切る三人を、《岩人形》がポカンと見上げていた。

　ちなみに、この異常な速度と飛ひ翔しょうを体感し、悲鳴を上げていたレナリアは。

「こ、これ……ごめんなさい、私、私っ……楽しんじゃって、ごめんなさい〜っ♪」

「ですわね〜っ♪」

　レナリアもだが、リーンもまた、大物だ（色んな意味で）。

　ナクトは、二人を……特にこういう移動は初めてのリーンを慮おもんぱかり、実は加減をしていた。だが楽しそうな様子を見る限り、問題はないらしい。

（レナリアはともかく、初体験のリーンは、少し心配だったけど……これなら大丈夫そうだな。よし、じゃあもう少し、スピードを出して──！）

「はあ、風が気持ちいいですわ〜……特に服の下が、スースーしてぇ……あんっ♡」

（やっぱり安全第一かな。決して服がめくれないよう、注意してあげないとな。うん）

　問題は大アリだった。特にリーンの下着事情に。

　だが、折り悪く迫りくるのは、自然の脅威。火口から噴き上げられた溶岩が、ナクト達を目掛けて接近していた。

　風で押し返すか、とナクトが力を発動した、その時──ナクトの左腕側から、リーンが声を上げる。




「お任せください！　この程度の事で、ナクト様の手を煩わせませんわっ！

　──《水神の聖盾アクア・シールド》──！」




　発生した水流により形作られた水の盾が、溶岩ですらあっさりと防いでしまう。

　さすがリーン、頼りになる、が──下方では、また異変が起こっていて。

『………クエエエエ………！』

　鳴き声を上げるのは、石造りの体と翼を持つ、《翼石鬼》。とても飛べそうに見えない重量感なのに、自由に空を飛び回る怪物達が、群れを成して現れた。

　その群れの姿を見つけたレナリアが、はっ、と声を上げると。




「大変です、ガーゴイルが！」

『ウワッ……ナニアレ……』

『トビコエル、トカ……ナイワー……』

『クウキ、ヨメヨナ……ホント……』

「ドン引きしてます！」




　がーん、とショックを受けているレナリア。

　結局、ガーゴイル達は『ナイワー……』と石造りの眼めで見送ってきただけで、それ以上は追って来ようともしなかった。

　そのまま、ナクト達はあっさりと、《死の山》を通過してしまう。

　誰もが避ける天然の要害を、数分で攻略──三分、かかっただろうか？　とうに過ぎ去った《死の山》が、ナクト達の背後で、しょんぼりして見える。

　が、どうやら今は、ナクト達にとって大した障害でもなかった《死の山》さんを、憐あわれんでいる場合でもないらしく。

「……！　ナクト様、大変ですわ、あれをご覧くださいっ！」

　リーンが指さす方向には、ナクト達の目的地である、巨大な壁に囲まれた都市──

《城塞都市ガイア》の雄々しき姿が、確かにあった。




　そこは、難攻不落の《城塞都市ガイア》──常時、魔物が湧き出す北の地から、人類領域を守るために造られた、防衛における最重要拠点。

　魔物達の攻撃を防ぐため、建てられた城壁は長大にして堅けん牢ろう堅固。これまで一度たりとて破られた事はなく、最前線だけあって兵士・傭よう兵へいは屈強だった。




　けれど今、そんな不抜の城塞都市が──《魔軍デモン・スウォード》からの攻撃を受けているのだ。

　しかも相手は、ただの魔物ではない。いかにも屈強な傭兵の一人が、恐怖を叫ぶ。

「ひ……ひいいいい!?　な、何だこの巨人共はァ……何でこんなにいやがるんだァ!?」

　それは、高く造り上げられた城壁にも匹敵する、《巨人ジャイアント》の──しかも大軍だった。一体二体ではない、数十体もの群れを成し、城塞都市を襲っている。

　本来、巨人は群れを成さない習性で、わざわざ小さな人間を獲物として見ない。だがどうやら《魔軍》には、そんな常識など通じないようだ。

　兵士や傭兵達の中には、果敢に応戦している者もいるが、《巨人》の大軍を前にしては、陥落も時間の問題だろう。




　ナクトの左腕側で、リーンが状況を整理するように言葉を紡つむぐ。

「《城塞都市ガイア》からの急報は、《死の山》に遮られているから、すぐには南側へ届きませんわね……そしてタイミングから見て、《水の神都》が陥落していれば、死し霊りょうの大群が北上して、城塞都市を挟み撃ちにしていたのかも……そうなれば、今こうして抵抗している光景もなく、そのまま人類は敗北の一途を辿っていたかもしれませんわ」

　つまりナクトの言う通り、急いで《城塞都市ガイア》へ向かったのは、正解だった。

　そして到着した今、やるべき事は明白と、ナクトは巨人達の群れを見据えた。




「とりあえず、降りていくか──《世界ワールド大旋風・タイフーン》──！」

『ウオオオオオオン……ウォン？』




　とりあえず、降りていく──その身に纏まとわせた風を巨大化させ、刃やいばに変えながら周囲へ広げ──暴れまわる巨人達を切り裂き、吹き飛ばしながら──！




『ウオ。……ウ、ウオッ、ウッ──ウソオオオオオン!?』




《城塞都市》の兵士に襲い掛かっていた巨人達の巨きょ軀くが、ひっくり返され、吹き飛ばされ、彼方かなた此方こなたへと転がっていく。

　とりあえずの着地で多くの巨人達を薙なぎ倒したナクトは、レナリアとリーンをゆっくりと地に下ろした。

「到着、っと。二人とも、足元に気をつけろよ」

「は、はいっ。ありがとうございます、ナクト師匠っ」

「感謝いたします♪　はあ〜、ナクト様のエスコート……癖になりそうですわ♪」

　派手な到着に反して、傷一つない《姫騎士》と《女教皇》。

　人類にとって最高峰の知名度を持つ二人の到着に、周囲の兵士達の反応は。

「な、なんだ、今の嵐……え？　……あ、あれ……《光冠のプリンセス・姫騎士ナイト・ティアラ》様じゃねぇか!?」

「ま、マジじゃねぇか！　だいぶ前に、視察にいらっしゃった時、遠目に見て以来だぞ！　じゃあ、今の……俺達を助けに来てくだすったんじゃねぇか!?」

「ちょ、待てよ！　もう一人、あ、あの人って……《水神の女教皇》リーン様じゃ!?　水上都市で傭兵やってた時、祭りン時に一度だけ見たことが……」

「ヤベエ……すげえことが起こってんじゃねぇか、コレ……!?」

「《姫騎士》様、《女教皇》様、バンザ──……ってギャアアアア!?」

　いつものノリになりかけた、直前──猛たける巨人一体の足踏みにより、文字通り蹴散らされる兵士達。当然だ、〝とりあえず〟で倒した巨人は全体のほんの一部で、まだまだ敵の戦力は健在なのだから。

　そもそも、戦力が違いすぎる。あまりにも巨大な敵を相手に、屈強な最前線の兵士達といえど士気は低く、このままでは全滅必至──

　と、その時、リーンが上品ながら明朗に通る声を、周囲へと放つ。

「《城塞都市ガイア》の、勇猛なる戦士達よ──今は一度、お退ひきなさい」

「!?　え……《女教皇》、様？」

「このまま正面からまともに戦い続けても、消耗するだけです。あの巨大な敵を打ち倒すために、準備を整えてください。弓を、弩いしゆみを──できる限り、強い〝装備〟を」

「は、はいっ！　あ、しかし、奴やつらを放っておいては、城壁が破壊されてっ……」

　兵士が危惧を口にすると、リーンは簡潔に、首を横に振る。

「……いいえ、それは大丈夫です。そうでしょう……レナリアちゃん？」

「！　リーンさん……はいっ！　その通りですよ、戦士の皆さん！」

　微ほほ笑えむリーンに促され、すう、とレナリアが大きく息を吸い──《光神のリアライト・姫冠ティアラ》から、光剣を抜き放つ。




「《魔軍》は──私達が、食い止めます！　私達を信じて、行きなさい──！」




　レナリアの咆ほう哮こう一発、びくっ、と痙けい攣れんする勢いで立ち上がった兵士達が、目つきを高揚で昂たかぶらせながら、足並みを揃そろえて退却していく。

「《姫騎士》様、《女教皇》様……任せてくだせェ！　お前ら、いったん戻るぞォ！」

「今持ってる武器なんざ捨てて、急げェ！　ありったけの矢ァ持ってくんぞォ！」

「「「おおお────っ！」」」

　最前線の屈強な兵士達が、文句も言わずに従っている。

　これは、《光冠の姫騎士》と《水神のアクア・女教皇プリエステス>》の名声に依よるものだけではない──間違いなく、レナリアとリーン自身の有する、人徳と才能が成せる業だ。

　一ひと先まずの指示を出し終えたリーンが、冷静に態勢を整えようとする。

「これでよし、ですわね。さて、相手は巨大な巨人さん。慎重に対応を──」

「喰くらいなさい！　《光剣レディ・ブレイド》！　てえええええいっ！」

「えっ。……れ、レナリアちゃん!?　待ってください〜っ!?」

　気持ちが昂り過ぎてしまったのか、己の数倍は優にあろうという巨人を相手に、レナリアが斬りかかっていく。

　そして勢いよく振り下ろした光の刃が、巨人の足を、一撃のもとに斬り裂き──！




「てええええい………ふゃんっ」

『イテッ』




　……ぼかっ、と叩たたいた脛すねを、巨人は軽くさすっていた。

　一方、レナリアは叩いた反動で尻餅をついていたが──叩かれて（そこそこの）怒りに燃える巨人に、狙われてしまう。

「あ、あいたた……はっ!?　し、しまっ──」

　無防備な状態のレナリアに、巨大な拳が振り下ろされる──が。

「──《水神の聖盾》！　レナリアちゃんに、手は出させませんわっ！」

「あ……り、リーンさんっ……ご、ごめんなさい、私、どうかしてました……!?」

〝水の盾〟が、巨人の拳を中空で受け止め、その動きを止める。

　その間にレナリアが慌てて立ち上がる、と、ナクトは彼女に向けて声をかけた。

「レナリア──小指だ。もう一回、小指を狙って、思い切り打ち込んでやれ」

「えっ、な、ナクト師匠……でも、私の攻撃じゃ、全然……」

「そんなコトなかったぞ。脛への一撃も、効いてはいた。急所が人間と大差ないなら、そこへの一撃は、良く効くはずだ。大丈夫だ──俺を、信じろ」

「！　ナクト師匠を、信じる、なんて……そんなの、もちろんです！」

　改めてレナリアが構え直し、思い切り右後方へ、光剣を振りかぶった──その時。




「今度こそ、喰らいなさいッ──たああああああっ！」




　光の刃が、今までにない、強い光を放ち──レナリア自身はそれに気付かぬまま、巨人の小指を打ち付けた──！

『ウグッ。……ウ、ンンッ……ンンンンンンンッ!?』

「!?　な、ナクト師匠っ……効きました！　ナクト師匠の、言う通りでしたぁーっ！」

　足の小指を押さえて巨軀で転げまわる巨人に、ぴょんぴょんと嬉うれしそうに飛び跳ねるレナリア。確かに今の一撃は、とてつもなく痛そうだ、とナクトでさえ思う。

　だが──足の小指を打ち付けられて、（かなりの）怒りに打ち震える巨人は、立ち上がって遥はるか上方からレナリアを睨にらみ下ろしていた。

　憤ふん怒ぬの形相で、青筋を立てた拳を、気付かぬまま喜ぶレナリアに振り下ろす──

「───オイ、何のつもりだ？」

『………エッ』

　──直前に、いつの間にか巨人の肩に乗っていたナクトが、低い声を発する。

　いつの間に、と巨人が狙いを変えるが、すぐに動けなくなった──ナクトに睨みつけられ、地の底を震わすような声が、風に乗って届いてゆき。




「俺の弟子に、文句があるなら───俺に言え」

『……………』




　ぴたり、完全に動きを止めた巨人が、直立した……次の瞬間。

『サァッセェンッ！　ッシタァァァァァ！』

　全力ダッシュで、北の果てへと駆け去っていく。とても、とても良い姿勢でした。

　いきなり地響きを立てて逃げ出した巨人の姿に、レナリアは驚いていたが。

「きゃっ!?　あ、あわわっ、地面が揺れて……きゅ、急にどうしたのでしょう……？」

「──レナリアの一発が、よほど効いたんじゃないか？　俺から見ても痛そうだったし」

「あっ、ナクト師匠！　いいえ、特別、痛がりな個体だったのでしょう……何しろレナリアは、まだまだ弱くて、未熟ですから。……でも、ちょっとだけ……えへへっ♪」

　謙遜しつつ喜びは隠せないレナリアに、ナクトは軽く失笑する。

　和やかな雰囲気、だが遊んでいる暇はない。一先ず城壁付近の巨人は撃退したが、離れた場所からは、巨大な影がまだ幾つも迫ってきているのだ。

　ほとんどの兵は、一先ずの退却に成功しているが──……いや、違う。

　たった一人だけ、城壁の外側に、残っている者がいた。

「……………」

　それは、頭から手足の先まで、分厚い漆黒の鎧よろいで覆われた、重装の大柄な騎士。

　今も迫りくる巨人と相対し、何も言わず、立ち尽くしている。

　恐怖で身が竦すくんでいるのか──いいや、それも違う。

　重装の黒騎士は、両手持ちしていた大斧おのを振り上げ、そして。




「───《剛地裂斬アース・ブレイク》」




　大地に叩き付けると──叩き付けた箇所から、地は真っ二つに裂けてしまった──！

『グ？　……グ、グオオオオオ!?』

『ウ、ウオオオオオオ……!?』

　地割れの起こった場所に、巨人達がその巨体を沈め、落ちてゆく。

　強烈な一撃を放った黒騎士、だが──その手中で、大斧が粉々に砕け散った。

　その光景を目まの当たりにして、震える口を開いたのは、レナリア。

「あ、あの漆黒の重装……まさかあの方が、《剛地不動将アース・ジェネラル》……？」

「ん？　レナリア……あの騎士のコト、何か知っているのか？」

「は、はい。といっても、私も実際に見たのは、今日が初めてですけれど……」




　───《剛地不動将》───

　人類最前線の《城塞都市ガイア》にて、数か月前から参戦し始めた、謎の騎士。

　誰とも語らわず、誰にも近づかず、誰一人として寄せ付けず。

　ただ、魔物が襲撃してくると──戦場に立ち、それらを屠ほふるのみ。

　他者とのかかわりを一切持たぬゆえ、どこから来たのかさえ、知る者はいない。

　分かっている事と言えば、最高峰の〝地〟属性の力を持つ事と──味方さえ恐れるほどの、最強と呼んで過言でない武力の持ち主である、という事実だけ。

　たとえ万の敵が相手だろうと、たった一人で戦い得る、恐るべき実力者。

　彼かの者こそが〝万人敵ミリオン・テラー〟──人呼んで《剛地不動将》──！




「──と、呼ばれているのも異名で、本名さえ知る者はなく、経歴も一切不明……つまり、ほとんど分かっている事のない、謎の人物という話です。もちろん、素顔を見た者など、いるはずもなく……味方にすら、恐れられているそうでして」

　なるほど、確かに他の兵達と比べても、桁外れの力の持ち主だ。恐れられている、というのも事実らしく、怪け我がをしているのか動けない兵士達が、口々に何やら呟つぶやく。

「あ、あれは《剛地不動将》……相変わらず、とんでもねぇ力だな……あの大斧、《稀き品ひんクラス》のはずなのに、粉々に砕けちまったぜ……」

「くっ、アタイとしたことが……見てるだけで、ブルっちまうよ……！」

「味方で心底良かったぜ……もし敵に回ったら、なんて、想像したくもねぇな……」

　畏敬よりも、畏怖の方が勝っている辺り、レナリアやリーンの時とは雰囲気が違う。

　だからといって、巨人の群れを前にして、たった一人で立ち向かう訳にもいかないだろう。今しがた武器も壊してしまった黒騎士に、レナリアが語り掛ける……が。

「あ、あの、《剛地不動将》殿……と呼んで、良いのでしょうか……と、とにかく！　協力して戦いましょう。私達と一緒に──」

「……コチラ、寄ルナ」

「──へっ？　あ、あの……？」

　兜かぶとの下から妙な反響をして、重低音に響く声に、レナリアは戸惑うが──黒騎士は、そのまま続けた。

「向コウ、行ケ……下ガッテ、イロ」

「!?　な、何を言っているのです。まさか、一人で戦うつもりだと──」

　突き放している、とさえ思える黒騎士の言葉に、食い下がるレナリア。しかし黒騎士はそれ以上何も言わず、退却した兵士達が放り捨てて行った、一本の槍やりを拾い。

「《剛地擲アース・スロー》───フンッ！」

『!?　グアアアアッ……』

　遠投した槍で、更に巨人を一体、討ち果たす。

　確かに実力は本物だが、他者を省みぬ言動に、レナリアは少し頰を膨らませていた。

「きゃっ！　あ、あわわっ……危ないじゃないですか！　少しは周りを見て戦って──」

「……いや、さっきの〝寄るな〟〝下がってろ〟って言葉、こっちを心配して言ってたんじゃないか？　危ないから、って感じで」

「な、ナクト師匠!?　いえ、いくら何でも、それでは言葉足らず過ぎますよっ」

「ああ、それはそうだな。……内気なのかな？」

「あの豪快な戦い方を見ても、内気扱いなのですー!?」

　ががーん、とショックを受けるレナリアだが、ナクトは至ってマイペース。

　ただ、レナリアの言った〝周りを見て〟という言葉に、ナクトは同意した。

「まあ、確かに気を付ける必要があるな。……レナリア、リーン！　城壁の外側に、怪我をして動けない兵士が、まだ大勢いる。救助して、下がらせてくれ！」

「えっ、あっ……ほ、本当です！　でも……ナクト師匠は？」

　上目遣いで尋ねてくるレナリアに、ナクトは腕組みしながら考える。

「そうだな……こっちの鎧の人も、どうやら逃げる気は無さそうだし」

「………ム？」

　思いがけず話の種となった黒騎士が、疑問らしき声を漏らしている間に。

　ナクトが出した結論とは。




「俺も、戦うとしよう──まあ、何とかなるだろう」

「え。……ええっ!?　そんな、あんな巨人の大群と、たった一人でですか!?」

「いや、一人じゃないぞ。《剛地不動将》……だったよな。ほら、これで二人だ」

「え、えええ……？　でもあまり、一緒に戦ってくださる感じでは……」




　レナリアが危惧を口にしている、その間に。

「……───ハッ！」

　黒騎士は地を蹴り、巨大な敵へ向けて、迅速に駆け去っていった。

　その行動に、レナリアは呆ぼう然ぜんとしているが、ナクトは感心した声を出す。

「おぉ……重そうな鎧を着ている割に、速いな。身体能力からして高いんだな」

「……い、いえ、そんな吞のん気きにしている場合ではないですよーっ!?　どう考えても、一緒に戦ってくれる雰囲気ではないですし……わ、私、ナクト師匠が、心配ですっ……」

　レナリアの言葉は心底からのもの。心配してくれるのはありがたいが、とナクトが少し困っていると──歩み寄ってきたリーンが、レナリアを穏やかに促す。

「レナリアちゃん、行きましょう。怪我人を放置する訳にもいきませんし──役割分担は、必要ですもの。ナクト様の判断は、正しいですわ」

「えっ？　り、リーンさん……で、でもっ！」

「それともレナリアちゃんは、ナクト様を信じられませんか？」

「！　………っ」

　つい先程、〝信じる〟と発言したのは、レナリア自身だ。ぎゅっ、と小さな手を握りしめながら、レナリアは顔を上げて決断した。

「わかりましたっ……ナクト師匠、どうかご無事で……ご武運、お祈りしています！」

「ご安心ください、ナクト様。わたくし、治療術も得意ですの──治療が終わりましたら、すぐに合流いたしますわっ！」

　ナクトの指示通り、怪我人を救うため、レナリアとリーンが駆けていく。

　二人の背を見送ったナクトが頷うなずく一方、《剛地不動将》の戦いぶりはといえば。




「……《剛地連擲アース・スローズ》……！　アアアアア!!」




　地に無数に落ちている、剣や槍の数々を──無双の剛力で、次々と投とう擲てきする──！

　矢の如ごとく飛ひ翔しょうする刃やいば達に、堪たまらないのは巨人の群れだろうが、それは投げられた装備達も同じ。着弾するたびに、剣や槍は耐え切れず崩壊していく。

　何とも豪快な戦い方だが、そんな戦い方をしていれば、落ちていた装備が底を尽きてしまうのも当然で。

「……ヌーン……」

　ついに、投げるものが無くなってしまい──《剛地不動将》が選択したのは。

「………フンッ」

　飛び上がり、刺さった刃を痛がる巨人の、その巨腕にしがみつくと。




「──セイッ、ヤアアァァァァァ！」

『グオッ……グオオオオオンッ!?』




　巨人の巨体を反転させ、投げ飛ばしてしまった──……

　豪快、を通り越し、無茶苦茶といえるかもしれない。ズン、と巨体をひっくり返した地響きが、ナクトの場所どころか、城壁をも揺らしているほどだ。

《剛地不動将》が着地すると、ズン、と更に地響きが……続けて、ズン、ズン、と……。

　……違う、この地響きは、もっと遠く──〝北〟の方から、響いてきている。

《魔軍デモン・スウォード》が存在するという北の地、しかしそちら側は濃霧に覆われていて、見通せない。断続的な地響きだけが聞こえてくるだけだ。

「……………！」

　重じゅう鎧がいを着こんでいても、《剛地不動将》に緊張感が奔はしったのが、ナクトには伝わる。

　一体、何が来るのか──やがて、濃霧をかき分けながら、姿を現したのは。




　巨人どころか、生物でさえない。遥はるか太古に失われた技術で造られし、異形の鉄塊。

　それは、動く山の如く巨大な──《駆動要塞タルタロス》。

　かつて、自らの生みの親たる古代文明を、暴走によって自ら滅ぼしたといわれる、狂える〝古代兵器〟だ──




　兵器たる存在には、感情もなければ情緒もなく、然しからば当然、躊ちゅう躇ちょもない。

　前面の砲台の一つが《城塞都市ガイア》の方を向き、砲門に光が収束していくと──その間に駆けだした黒騎士が、ガントレットに覆われた両手を地面に突く。

「ッ……《剛地アース・ヘヴ不動盾ィ・シールド》……！」

　手を突いた地面が大音を立てて隆起し、城塞都市の城壁にも匹敵する、巨大な大地の盾を作り上げた──が。

　砲門から、カッ、と閃せん光こうが[image: 迸]ほとばしった、その刹那。

　発射された、一筋の〝破壊光線〟が、大地の盾と正面衝突し──！

「……グッ……ウアアッ！」

　最高レベルの〝地〟属性の能力で造り上げられた剛盾、それでさえ、どうにか古代兵器の〝破壊光線〟を逸そらすのが限界で。




　光線は、《城塞都市ガイア》の後方──《死の山デス・マウンテン》を、消滅させた──




　もし、あれが《城塞都市ガイア》を襲っていたら──そう考えるだけで、その場で見ていた人間全員、《剛地不動将》でさえも、冷や汗が流れているはずだ。

　これには、さしものナクトとて……。

「アレは……確か《神々の死境デス・トピア》の奥地で、似たようなのを見たコトが……マズイな」

　何と、人類不可侵の危険領域《神々の死境》レベルの大敵らしい。

〝マズイ〟と口にしたナクトが、地を蹴って一瞬で《剛地不動将》の隣に移動して。

「──大丈夫か？　ほら、立てるか？」

　手を差し伸べる、が、《剛地不動将》の対応は。

「ウ、ウウ……ッ!?　サ……触ル、ナッ！」

　ばっ、と手を振り払う……とはいえ、先程の〝破壊光線〟の一撃が尾を引いているのだろう、強がっていても立つ事もままならないようだった。

　兜の隙間から、ぜえ、ぜえ、と疲弊の息を漏らす《剛地不動将》を見て──仕方ない、とナクトは背を向けて。




《剛地不動将》と──《駆動要塞タルタロス》との間で、仁王立ちした。




「!?　ナ……ナニ、シテル。逃ゲロ……！」

　言葉少なに促してくる黒騎士に、ナクトは背を向けたまま答える。

「アレは、かなりマズイからな……俺も、気は進まないんだけど」

「マ、マズイ、ナラ……早ク、逃ゲ……」

「全く、ゾンビといい、ゴーストといい……古代兵器といい。趣味が悪いというか」

「？　ナ、ナニ、言ッテ……」

　はあ、とナクトはため息を吐つくが、その間にも──《駆動要塞》は砲門に、新たに光を収束させている。しかも、今度は複数、ある限りの砲門を用いて。

　遠目にそれを眺めながら、ナクトはゆっくりと屈かがみこみ、マントの隙間から伸ばした両手を大地に突き──述べたのは。

[image: ]




「《魔軍》は〝食えないヤツ〟ばかりだな、文字通り。

《世界ワールド連結・リンク》───《金剛ダイヤモンド天穿槍・ピアース》──！」




　それは《世界》を装備したナクトが操る、〝地〟属性最大の一撃。

《駆動要塞タルタロス》の真下から──天を貫かんばかりの、塔同然の高さを誇る。

　──〝ダイヤモンドの槍やり〟を、創造してしまった──！




　堅けん牢ろうな《駆動要塞》も、その身を破砕されつつ打ち上げられ、ぐるん、と亀のようにひっくり返されて──地が大きく窪くぼむほどの勢いで、墜落してしまう。

　裏返しになり、もはや動かなくなった《駆動要塞》を眺め、先程〝マズイ〟と発したはずのナクトが呟つぶやくのは。

「……まあ今は、別に食う必要もないし、食う気もないけどな。レナリアやリーンが作ってくれる料理の方が、ずっと美味うまいし」

　味の問題、ただそれだけなのである。

《駆動要塞タルタロス》が完全沈黙すると、巨人の群れも恐れをなしたのか、踵きびすを返して北へと立ち去っていく。

　その場に残ったのは、ナクトと、漆黒の鎧よろいを纏まとう《剛地不動将》だけで。

「……ナゼ、ワタシヲ……助ケタ？」

　まだ立てずにいる黒騎士から、不意に問いかけられたナクトが返した答えは。

「ん？　……そうだな、これは俺も……レナリアと出会って、《神々の死境》を出て、リーンとも出会って……そうしてきて、初めて気付いたんだけど」

「…………？」

　黒騎士は言葉の意味は分かっていないが、ナクトはそのまま結論を出す。




「俺は、どうやら──〝女の子〟を助けられないのは、イヤみたいなんだよ」

「……──!?　ナ……ナゼ、ソレヲ……アッ」




《剛地不動将》は〝女の子〟──その言葉に過敏に反応してしまった当人は、何やら慌てているようだった。

　ナクトはナクトで、「分かり切ったコトなのに、なんで慌てているんだろう」と首を傾かしげている……が、その時。

　沈黙したはずの《駆動要塞タルタロス》から──けたたましい警報が、鳴り始めた。

「ッ!?　ナンダ、コノ音……」

「……これは、マズイな。〝味の問題〟じゃなく」

「エッ？　ド、ドウイウ意味……」

　不明瞭な言葉に黒騎士は戸惑うが、その意味はすぐさま目の前に示される。

　何と、あの巨大な《駆動要塞タルタロス》の側そばに、同じ質量の〝古代兵器〟が、上空から──五体、五体もが飛来し、割れんばかりの地響きを立てて着地したのだ。

　信じがたい光景に、重じゅう兜とうに遮られていても伝わるような、絶望の声が漏れてくる。

「マ、マサカ、警報ハ、仲間、呼ブタメ……？」

「それだけなら、まだマシなんだけどな──あの古代兵器が集まったのは、自爆するためだ。最大限の破壊力を、実現するためにな。あれだけの質量だし、ここら一帯は吹っ飛ぶだろうな。具体的には、あの辺……もう無くなった《死の山》の辺りまで」

「……ナッ!?　ソ、ソンナ、馬鹿ゲテルッ……！」

「全くだ。これが兵器のイヤな所だよ。命も感情も持たないから、とんでもないコトを、当たり前にしでかしてしまう。命ある者なんて、無視するみたいに」

「ッ、ッ……ソンナ、コト……サセナイッ！　……ウッ！」

　力を振り絞って立ち上がろうとした《剛地不動将》だが、やはり消耗は激しいようで、躓つまずいて両手を突いてしまった。

　能力を使い、身を挺ていしてでも、《城塞都市ガイア》を守ろうとしているのだろう。

　そんな〝彼女〟もまた、ナクトにとっては〝助けたい女の子〟──後方にはレナリアやリーンも控えているし、と軽い足取りで前に出て。

「この北側──真っ平、というくらいの平地が続いているな。城塞都市が、あんな高い城壁を造らねばならなかった理由は、これか。《魔軍》とやらが侵攻してくるようになってからは、なおさら大変だっただろう。〝万の敵〟をも相手にしないといけないほどに」

「？　??　コ、コンナ状況、デ……ナ、ナニヲ」

「今まで、良く頑張ってきたな──偉いぞ」

「……───ッ!?」

　分厚い鎧全体を震わせ、驚きと、形容しがたい複雑な感情が、外側へ溢あふれている。

　それを明確に感じながら、ナクトは今にも爆発しそうな六体の《駆動要塞タルタロス》を、真まっ直すぐに見据え。




「《死の山》を消されたんだ──代わりに新しい山が一つできるくらいで、丁度いい。

　ついでに《魔軍デモン・スウォード》の侵攻を妨げるようにな──《世界連結》！」




　ナクトがマントの下から両腕を広げると、ど、ど、ど、と地鳴りが起こり、山のような駆動要塞の四方八方から土が噴き出し、中心を覆ってゆき──

　合計にして六体もの《駆動要塞タルタロス》の巨きょ軀くを、すっかり覆う──大山を一つ、創り上げてしまった──！

　あまりにも衝撃的な光景に、突っ伏したままの《剛地不動将》は。

「……ナ、ナナ、ナニガ……起コッテ……!?」

「金剛石も、山も、〝世界に在るモノ〟だからな。《世界》を装備している俺なら、創り出すコトは造作もない」

「チョ、チョット意味、ワカラナイ……!?」

　その言い分、至極もっとも。

　とにかく、大地に覆われ大山と化した《駆動要塞タルタロス》達が、ついに自爆すると──カッ、と山から閃光が[image: 迸]り、噴火するかの如ごとく爆風を撒まき散らす──！

　当初の想定に比べれば、ずっと規模は抑えられているが、衝撃の余波は想像以上で。

「ウ、アッ……ク、ウウッ!?」

「！　おっと……大丈夫か！　ふうっ──」

　爆風の被害が及びそうになる《剛地不動将》を、ナクトは庇かばうようにして立ち。

「ウ、アアッ───きゃあっ！」

　これまで、頑かたくななまでに外れなかった《剛地不動将》の兜が、ついに弾はじき飛ばされるのと、ほぼ同時に──

「《世界連結》──風の障壁よ、俺達を守れ──！」

　最大の爆風と衝撃を防ぐため──ナクトはマントを大きく広げて、防御した──！

　…………………。




　マントを大きく広げて、防御した──！（二度目）




　………さて、今この場では、情報量が密集し、大渋滞している。

「う、うう、ん……あ、あれ……ぴゃっ？」

「ふう……あ、大丈夫だったか？　っと……そっか、それが、キミの素顔なんだな」

「………───」

　兜が外れ、露あらわとなった《剛地不動将》の素顔は──剛健な重装からは信じられない、印象が真逆と言えるほど、儚はかないまでの美しさを持つ絶世の美少女だった。

　そんな彼女の目の前で、ナクトは彼女を守るため、マントを大きく広げている。守るため、守るためなのだ。真実だもの。

　ある種の攻めの姿勢で守られている儚い雰囲気の美少女は、焦点のあっていない目を白黒とさせ、呆ぼう然ぜんと絶句し続けている……が。

「………あっ!?　わ、わたしの、兜、っ……──ッ！」

　転がっていた兜を拾い、慌ててかぶり直し、元の《剛地不動将》の重装姿に戻る。

　すると、ナクトの後方から、二人の仲間の声が聞こえてきた。

「ナクト師匠ーっ、《剛地不動将》殿ーっ。ご無事ですかーっ!?」

「お二人とも〜、お怪け我がはありませんか〜？」

　レナリアとリーンが駆け寄ってくるのを、《剛地不動将》が認めると。

「！　ッ……ッ、ッ──！」

　兜に覆われた顔を、これまた籠手ガントレットに覆われた両手で覆いながら、ドドドドド、と駆け去ってしまった（内股で）。

「きゃっ？　《剛地不動将アース・ジェネラル》殿？　ど、どうしたんでしょう……あ、っと」

　その後ろ姿を、ぽかん、と見送ったレナリアが、気を取り直してナクトに話しかける。

「ナクト師匠っ。あの山……ナクト師匠の能力、ですよね？　ま、また凄すごい力で、敵を倒しちゃったのですねっ」

「ああ。山っていうか、爆発の影響で丘くらいになったけど。でもまあ、北から向かってくる魔物に対しては、多少なりとも障害になるはずだ。土台もしっかりしているし」

「め、目の前の敵を倒すだけでなく、そこまで考えて……さすがナクト師匠ですっ♪」

　子犬のように目を輝かせてくるレナリアに、「そうでもないと思うけどな」と、ナクトは軽く頭を搔かく。

　一方、リーンは顎に指を軽く当てながら、少しばかり難しい顔をして──




「《全裸ナクト・神丘陵ゴッドヒルズ》……メモメモ、ですわっ」

「リーン、何か変なコト言ってなかったかリーン」

「うふふっ、変な事なんて全く言っていませんわ、ナクト様っ♪」

「本当か？　《世界》が俺にもっと疑えと囁ささやいているんだが、本当に本当か？」




　詰め寄るナクトに、「うふふ♪」と笑って誤魔化すリーン（強者）。

　多少引っかかりはしたが、何はともあれ、《魔軍》は無事に撃退し。




《城塞都市ガイア》に到着、および──救援完了である──




　　　　■■■




　戦闘終了後、ようやく準備を終えた《城塞都市ガイア》の兵士達が出てきたが、後の祭り。屈強かつ獰どう猛もうな兵士達が、終始恐縮しっぱなしの、妙な光景を見せられた。

　その夜、ナクト達には都市内を隅々まで見渡せる、中央の城内で最も高所の部屋への宿泊を手配された──どうやら城塞都市的に、最も良い部屋らしい。

　高い所が好きなのだろうか……ちなみにレナリアとリーンとは、もちろん部屋は別々だ。ただリーンは同室を望み、釣られる形でレナリアも挙手していたが。




　そんな二人を何とか宥なだめ、宛てがわれた部屋で、ナクトは今一人──一人になるのは、何となく久しぶりに感じている。

《神々の死境デス・トピア》では、ずっと一人で生きてきた。だからこそ、たまには一人で過ごすのも、気が安らぐだろう……と思いきや。

「……何だか、妙に落ち着かないな……」

　ベッドで横になっていても、まるで寝付けず、ナクトは少しばかり困惑していた。

《神々の死境》にいた頃は、こんな事は一度としてなかったというのに。

　こんな事なら、レナリアやリーンと同室にしてもらえば良かっただろうか。しかし書物で学んだ常識では、〝デリケートな場面では男女別々が基本〟と学んだし。

　どうしたものか──と考えていたのも束つかの間ま、悩む必要がなくなった事を察する。




「！　……お客さんか」




　来訪者……というより侵入者の存在に気付いたのは、城内でも恐らくナクト一人。

　ベッドから立ち上がったナクトが、カーテンの閉められた窓の傍そばに近寄ると──コン、コン、とガラスをノックする音が響いた。

「どうぞ、開いてるよ」とナクトが即答すると、窓の外の気配は少し驚いていたようだが、やがてゆっくりと窓を開けて入室してくる。




　ナクトの言う〝お客さん〟は──《剛地不動将》だった。




　夜に溶けそうな漆黒の、けれど物音が激しそうな重装で、何とも静かに忍び込んできたものだ。ナクトと向かい合っている今でさえ、黙っているし。

　とはいえ、いつまでもそうしていられないのは、本人も分かっているようで──漆黒の兜かぶとを、彼女はゆっくりと脱いでみせた。

「ヌウ、ンッ……えいっ……」

　兜を脱ぎ去った瞬間、夜天にかかる光の川のように美しい、銀色の髪が躍り出た。

　その愛らしい顔立ち、円つぶらな双そう眸ぼうは、少し前にあれほど豪快な戦い方をしていたのが信じられないほど、自信なさそうな表情で飾られている。

　しかし続けて、兜だけではなく、彼女は身に着けていた漆黒のフルプレートを、ガントレットを、グリーブを、全ての〝装備〟を一つずつ丁寧に外していく。

　そうして最後に現れたのは、涼しそうな薄手のシンプルな服と、簡素なミニスカートを穿はいた、小柄で儚い、妖精のような美少女だった。

　漆黒の重装騎士が、凄すさまじい変身──だが、変化は外見だけではなく。




「わ、わたし……エクリシア゠サンドライト、と……いいます。お昼は、その……あぶないところ、助けてくれて……ありがと、ございまし……った」




　喋しゃべるのに慣れていなさそうだが、頑張って言い切って、ぺこり、お辞儀をしてくる。

　そんな《剛地不動将》に──エクリシアにだけ、一方的に挨拶させては申し訳ないと、ナクトもいつもの調子で答える。

「俺はナクト。姓はない。ただのナクトだ」

「は、はい、ナクトさん……あ、わたしは、エクリシアと……呼んで、ください……」

「ああ、分かった、エクリシア。……それにしても」

　話していても、やはり《剛地不動将》の時のイメージと、随分かけ離れている。何よりこの小柄な体たい軀くで、明らかにサイズが違いすぎる重装を、どうやって操っていたのか。

　ナクトが《世界》を通して何となく感じるのは、兜──じっ、と見ていると、エクリシアは察したのか、たどたどしくだが説明を始める。

「あ、ええと、わたし……《地神のアース・フル重兜・ヘルム》に、選ばれていて……あっ、《神器クラス》です、一応。この兜、通して……鎧よろいや、手足の、他の装備と……連結コネクトして、強化したり……手足みたいに、動かすんです……」

「なるほど。兜以外は、確かに《稀き品ひんクラス》とかいう……アレくらいの力っぽいしな。喋るの苦手そうなのに、頑張って説明してくれて、ありがとな」

「！　い、いえ、そんなっ……恐縮、です……えへ、えへへ……」

「いや、こちらこそ。……それで、わざわざこんな夜よ更ふけに、エクリシアは何をしにきたんだ？　装備の説明、ってワケじゃないよな？」

「あっ」

　どうやら、本題を失念していたらしい。あたふたと身み動じろぎするエクリシアの様子が、何だか小動物っぽくて微ほほ笑えましいが、彼女はどうにか落ち着いて。

　ごくり、唾を飲み込んだエクリシアが──緊張を振り払うように、声を上げた。




「わたしっ──変わりたいんですっ！」




　放たれた一言は、けれど不明瞭。《世界》を装備しているナクトといえど、意味は分からない、が──問いただして焦あせらせるような真ま似ねはしない。

　静かに待っていると、エクリシアは、ゆっくりと続きの言葉を紡つむいだ。

「わ、わたし……お昼の、戦いの時も、そうでしたけど……見ての通り、内気で、喋るのも苦手で……恥ずかしがりや、で。……人前じゃ、兜も脱げないほどで……だから、今まで仲間なんて、いたことなくて……だから、わたしには、戦いしかない、って……それしかできない、って……ずっと、そう思ってたん……です」

　しゅん、と項うな垂だれたエクリシアだが、すぐさま顔を上げて。

「でも、今日──ナクトさんに出会ってっ。わたし、すごく、びっくりしました……強さも、そうですけど……マントの下、そ、その、何も着てないのに、あんな堂々と……わたしみたいに、いつもたくさん着込んでないと、人前に出れない子と、違って……」

「マントの下か……皆みんな、そう言うんだけどな。俺は《世界》を装備しているから、何も着てないワケじゃないぞ」

「………………」

　この説明をするたびに、ナクトは沈黙を喰くらっている気がする。

　一発で信じてくれたのは、リーンくらいだし、さすがにエクリシアも──

「あ、なるほど……だから、ナクトさん……何か、大きな力と繫つながってる……感じが」

「ん？　……エクリシア、分かるのか？」

「あ、ええと、ほんのちょっぴり、何となく。……？　なんで、でしょうね……わたしも、この兜で……他の装備と、〝連結〟するから、かなぁ……？」

　くりっ、と小首を傾かしげるエクリシア自身、完全に分かってはいないらしい。ナクトも、分かる事と言えば、エクリシアの愛らしさくらいだ。

　まあ何にせよ、今はエクリシアの話だ。

　改めてナクトが手を差し出して促すと、彼女は慌てて頷うなずき、本題を語る。

「と、とにかく……わたし、変わりたいんですっ……ナクトさんみたいに、あんなに強くても、孤独じゃない……そんな、風にっ。ナクトさんと、一緒にいれば……変われると、思うんですっ。わたし、なんでも……なんでもします、だからっ」

　兜を脱いでから、エクリシアはずっと恥ずかしがっているのか、ほとんどナクトと目を合わせようとはしていなかった。

　けれど今、ナクトの手を小さな両手で握り──上目遣いで、見つめ合い。




「お願い、しますっ……わたしを……エクリシアをっ……

　ナクトさんと、一緒に……いさせて、くださいっ……！」




　滑らかな頰を朱色に染めて、瞳を潤ませながら、懇願してくるエクリシア。

　あれほど自信なさそうだった少女が、目を逸そらそうともしない。

　それだけの決意、強い覚悟を感じて、ナクトが出すべき答えなど、一つだけ。




「分かった。俺と一緒にいて、変われるかどうかなんて、俺には分からないけど。

　エクリシアが望む限り──俺はエクリシアと、一緒にいよう」

「！　な、ナクトさん……ナクトさんっ！」




　目尻から涙を流しつつ、初めて浮かべる笑みと共に、エクリシアが飛び込んでくる。飛び込んできても、ナクトの胸元で顔が止まってしまう辺り、本当に小柄だ。

　何だか本当に小動物みたいだな、とナクトが思っていると、エクリシアは真っ赤になった顔を押さえながら慌てて離れる。

「わ、わたしったら……抱き着いたりして、うぅ〜……恥ずかしい、です……」

「ん、そうか？　俺としては、ずっと抱き着いていてくれてても、構わなかったぞ。全く重くもないし、純粋に可か愛わいかったし」

「ふゃっ……も、もおっ、ナクトさんったら……変なこと、いわないで……ぁぅ」

　ナクトとしては、裸の心で正直に述べただけだが、照れる反応も和んで良い。

　微笑ましく思うナクト……だが、エクリシアの心中は。

（……ナクトさん、わたし……あなたで、よかったです。わたしの、兜の下の、素顔……見たのが、あなたで。……だって）

　自身の胸元で、きゅっ、とエクリシアは片手を握る。

（代々戦士の一族である、わたしの家の、家訓……《地神の重兜》に選ばれた娘は……初めて素顔を曝さらした男性に……生涯を、捧ささげなければ、ならないんです……でも）

　口元を緩めるナクトの顔を、エクリシアは、こっそりと見つめながら。

（ナクトさんは、こんなわたしと──『一緒にいよう』って、言ってくれた──わたし、強くなりますっ。ナクトさんと並び立っても、恥ずかしくないように……そうっ）

　小さく幼気いたいけな両手を、ぎゅっ、と握って、エクリシアが心の中で誓うのは。




（ナクトさんを開祖とする《流派・全裸道》を、支える女として──！

　夫婦となって……一緒に流派を、盛り立てていきましょう、ねっ……！）




　また新たな肩書が付与されているし、夫婦認定されているしで、何だかもう。

　ちなみに、ナクトに素顔を見せた以上、他者に素顔を曝す事に制約はなくなったが。

「あっ、でもでも、わたしっ……ナクトさん以外の、男の人には……素顔、見せませんからっ……（み、操みさおを立てます……きゃっ）……あ、安心してくださいねっ……？」

「？　そっか、何かよくわからんが、特別感あって嬉うれしいな。ははは」

「は、はいっ。だって、ほんとに、特別……ですからっ♪　……えへへっ」

　言葉足らずゆえに、大事な部分をスルーし続けている、そんな気はしたが。

　何にせよ、エクリシアは、幸せそうに笑うのだった。




　　　　■■■




　翌朝、ナクトは新たな仲間であるエクリシア（フル装備）を、レナリアとリーンに紹介した。突然の話に、レナリアは戸惑っていたが。

「え、えーと、まず《剛地不動将アース・ジェネラル》さん……いえ、エクリシアさん……女の子だったのですね。そこからビックリですが……でも、仲間になってくださるのは、心強いですっ」

「………ウム」

「……言葉足らずとも、聞きましたけれど……慣れが必要そうですねぇ……」

　レナリアは心配そうだが、ナクトは軽めにフォローに入る。

「いや、そうでもないぞ。確かにエクリシアは内気で、言葉少なだけど、内心はすごく素直な子だし。そうだな、例えば──」

　ここから、ナクトが〝世界的感性〟で察した、エクリシアの〝本音〟を交えた話を聞いてみるとしよう。

「二人、トモ……未熟者（あ、あの、お二人とも……わたし、全然弱くて、内気で頼りない……未熟者ですけど）」

「完全に罵倒にしか聞こえなかったのですけれど。ナクト師匠、本当なのですかナクト師匠。いえ信じますけれど、でもですね？」

「……ヨロシク（精いっぱい、がんばりますから……これから、もっともっと、精進しますからっ。至らぬ点ばかりで、お恥ずかしいですけど……今後とも、どうか……よろしくお願いしますっ。あ、わたしのことは、気軽にエクリシアと呼んでくださいね）」

「〝ヨロシク〟一言にかける負担がすごいです……！　お名前の呼び方とか、そのままだと絶対に伝わってきませんよ……!?」

　なかなか先行きは大変そうで、煩はん悶もんするレナリア。

　リーンはといえば、「まあまあ♪」といつものようにマイペース。

　そして──グッ、となぜか親指を突き上げ、やり切った感を出してくるエクリシア。

　ユニーク、という一言で済ませてしまって良いのか、分からないが。




　こうして──〝世界を救う〟ため、《魔軍デモン・スウォード》に抗あらがう仲間達が、揃そろったのだった。











第四章　束つかの間まの休息、それこそが、〝最強全裸〟にとって最大の戦いだった






《魔軍》のみならず、数あま多たの魔物蔓延はびこる、北の最果ての地──そこへ赴く前に、ナクト達は準備を整えるため、立ち寄った別の都市に滞在していた。




　その名も《商業都市バッカス》──文字通り商業が活発で、活気のある都市だ。




《城塞都市ガイア》が戦時色の強い地である一方、少し離れた南南西にあるこの商業都市は、反比例するように民間人や商人が集まりやすくなっている。

　更に、つい最近、物流を大いに妨げていた《死の山デス・マウンテン》が消滅した事で、都市内部はこれまでになく活性化していた。

　とはいえ《魔軍》の脅威がある内は、本格的に盛り上がるのは先の話だろうが──それでも、準備を整えるのには、充分すぎるほどの品物が集まっている。

　レナリア達も、来る決戦に向けて、準備に忙しそうだ。

　……ただ、ナクトに関しては。

「………暇だな」

　基本、戦う術すべにしても《世界連結ワールド・リンク》で創造するし、準備の必要がない。何だったら野菜でも果物でも実らせて、食料問題さえ解決する事ができるのだ（味は保証しない）。

　つい最近〝一人の寂しさ〟を感じるようになった（自覚なし）ナクトとしては……都市で最も豪華な宿の広い一室で、一人ぼっちというのも、手持ち無沙汰すぎた。

　と──コン、コン、コン、というノックの直後、扉を開いて差し伸べられた救いの手は、漆黒の籠手ガントレットに覆われていて。

「……ナクト、サン（あ、あのっ、ナクトさん……今、いいですか……？）」

「ん？　ああ、エクリシア。準備はどうしたんだ？」

「……無問題（あ、わたしは元々、この商業都市や城塞都市を拠点に、よく行き来してましたから……改めて準備するもの、ないので……だから、問題ありませんっ）」

　なるほど、準備は早々に終わった訳だ。それはナクトにとっても朗報、彼女が迷惑でなければ、話し相手になってもらうか、あるいは一緒に行動するのもいいだろう。

　しかし提案は、むしろエクリシアの方から持ち出された。

「……暇、カ？（ナクトさん、あの、もしも……あっ、お忙しかったら、遠慮しますけど……で、でも、もしも今、お暇だったら、ですけどっ……）」

「ん？　ああ、特に用事はないけど」

「……ナラバ（そ、そうなんですかっ？　ほっ……じゃ、じゃあっ。それなら……っ）」

　当然ながら、兜かぶとはがっつりかぶっており、表情は読めない。ただ、重装の内側から外側へと、戦場に立っているかのような緊張感が溢あふれていた。

　そして、ついに意を決したエクリシアが、重じゅう兜とうの向こうから発してきたのは。




「イザ……ユカン（い、い──一緒に、おさんぽっ！　……しませんかっ……？）」




　まるで戦いに誘うかのような発言だが、エクリシアの本音という名の副音声は、非常に和やかな内容だった。




　　　　■■■




《商業都市バッカス》は、その名を冠するだけあって、宿を少し離れるだけでそこら中に露店が出ていた。中には食欲をそそる間食も売っていれば、煌きらびやかなアクセサリー、曰いわくありげな装備を置いている店もある。

　なるほど、暇を潰すにも、散歩するにも、絶好の場所だ。

「垢あか抜ぬけた《光の聖城》の城下町とも、《水の神都》の上品さとも、《城塞都市》の騒々しさとも、違うな。色々な品が集まって、活気がある。まあそれぞれの街に、それぞれのイイところがあるし、甲乙つけがたいけど。なあ、エクリシア。……どうした？」

　ナクトが、なぜか三歩後ろを歩いているエクリシアに、声をかける……が。

「………フシュウウウウウウ………！」

「エクリシア、どうしたんだ本当に。副音声もないぞエクリシア」

　漆黒の重装の隙間から、謎の蒸気を噴き出すエクリシア。なんだろう、彼女なりの散歩法なのだろうか。聞いてみたい。興味が尽きない。

　ちなみに、そんな異様な雰囲気の《剛地不動将》を見た、民衆達の反応は。

「ひ……ヒイッ!?　あ、アレは《剛地不動将》……よ、様子がおかしいぞ……!?」

「そ、そういえば最近、《城塞都市ガイア》を襲う巨人軍団と戦って……それら全て八つ裂きの血祭りにあげた、って聞くぜ……!?」

「南の《死の山》を消し飛ばしたのも、《剛地不動将》だとか……恐ろしいザマスわ！」

「そういえば飯食ってるとこ見た奴やつもいねぇから、敵の返り血が主食なんだとか噂うわさで聞いた気が……ま、まさか本当の話で、血に飢えてるんじゃ……!?」

「フゥゥゥシュウゥゥゥゥゥッ……!!」

「「「ひ、ひえええええお助けえええええ!?」」」

　多分、九割は誤解による脚色だ。ただ、今この瞬間、様子がおかしいのは事実。

　遠巻きにだが、注目を集めてしまっているエクリシアが──いつの間にやら、音もなくナクトの傍そばに近寄ってきて、ちょこん、とマントの裾を摑つかんだ。

「フシュウウウウッ……！　ナ、ナクト、サンン……（な、ナクトさんん……）」

「！　エクリシア？　もしかして、体調でも悪いんじゃ──……いや、違うな……？」

　体調が悪い、消耗している、というのなら、《世界》を通してナクトは気付く。

　だが、そうではない。エクリシアの健康は、出会った時から絶好調だ。

　今、エクリシアの異常の理由は、間違いなく──漆黒の重装の下に隠れている──！




「《世界連結》──《透明ナクト・スル世界眼ー・アイズ》──！」




　ナクトの発動した能力は、大気、即すなわち〝風〟を己の視覚と連結し、全てを透かす眼めとする能力──変に紳士的なところのあるナクトは、普段は使わないが、今は緊急事態。

　エクリシアの状況を確認すべく、漆黒の重装だけを透かして見ると──！

「な。……なん、だと……？」

　ナクトにしては珍しい、大きな狼ろう狽ばい──それも、当然。

　漆黒の重装の下、エクリシアが、着ていた服──いや、それは、服ではない。




　──もはや紐ひも同然の危ないを飛び越した水着で、ギリッギリ大事な部分を隠しているものの食い込みまくっており、〝装備〟とかそういう次元の問題でさえない。

　重装を隔てた向こう側で──突然の一人羞恥プレイが始まっていたのだ──！




　エクリシアの鎧よろいの下が見えているのは、もちろんナクトだけ。

　だからこそ、ナクトは彼女に、聞かずにはいられなかった。

「──どうしてそうなっているんだエクリシア!?」

「フシュウウウ……ガン、バリィ……！（な、ナクトさんに、わたし……少しでも、近づきたくて……が、が……がんばり、ましたっ……！）」

「いや分からない。俺はそんな恰かっ好こうをしたコトはないし……俺がするのを自分で想像したら、何やら辛つらいし……でもエクリシアは、似合うな……って何を言っているんだ俺は」

「ガッ、恥ッ……死スベシ……！（で、でも、やっぱり……恥ずかしくて、死んじゃいそうですっ……た、助けてくださいぃぃぃ……）」

[image: ]

「じゃあ何で……何でこんなコトをしてしまったんだ……!?」

　和やかなお散歩だったはずなのに、いつの間にか修羅場だ。そこそこ物騒な単語が飛び出しているせいで、周囲のざわめきも大きくなっているし。

　とにかく、せめてこの場を離れねば、とナクトがエクリシアの手を引こうとすると。

　ぽすっ……いや鎧なので、どすっ……とエクリシアが寄りかかってきて。

「ナ、グ、ド……オォォォン……！（ナクト、さぁん……ナクト……さあぁん……♡）」

（───なんだこれ───）

　傍はた目めには、漆黒の騎士に威圧され、今にも襲われそうに見えているかもしれない。

　けれど、ナクトの耳に聞こえ、眼に映るのは──甘やかな声音で囁ささやいてくる、儚はかない雰囲気を醸かもしつつ危険すぎる紐水着を装備した、絶世の美少女──！

　ナクトの思考の死角から、襲い来る不測の一撃。この感覚には、覚えがある。そう、かつて《神々の死境デス・トピア》で喰くらった、超強力な一発。




　半裸で迫ってきたレナリアだ──！（伝説の魔物とかはどうでもいい）




　過去の経験則により、ナクトは倒れる前に、足を踏みしめる事ができた。

　そしてそのまま、寄りかかってくるエクリシア（重装）を──両腕に抱える！

「ナッ。ナン、ダト……!?（なっ。ななっ、なにを……!?）」

「───エクリシア」

「！」

　お姫様抱っこしたエクリシア（重装）に、ナクトは凜り々りしい視線を向けた後、空を見上げながら真剣な声を発して。




「イザ……ユカン！（いくぞ……しっかり摑まっていろ！）」

「……了……！（……はいっ……♪）」




　その場にいる誰一人、目視する事も叶かなわぬ、一瞬の内に。

《剛地不動将アース・ジェネラル》と、謎のマントの男は、消え去ってしまったのだった。




　　　　■■■




〝街中・重装露出羞恥プレイ〟という矛盾を孕はらんだ暴走をかましてくれたエクリシアは、宿に着くなりダウンしてしまったため、彼女の部屋に運んで寝かせてやった。

　一方、ナクトは彼女を寝かせた後、今更自分の部屋に戻るのも微妙だし、と外出し──今は〝風〟の能力で、商業都市の上空を飛び回っている。

　上空からでも、《世界連結》で五感を強化すれば、露店に並ぶ商品は見えるし、人々の話し声も聞こえてくる。

　……《剛地不動将》と謎のマントの男が、突然にお互いを締め上げ合い、激戦の果てに互いに消滅してしまった……という噂は聞かなかった事にした。

　とにかく、そうして商業都市を見回っていると、《水の神都》でも見た大聖堂を縮小したような教会が見つかる。

　そして、いかにも神聖な雰囲気を醸す教会の門前には、《水神のアクア・女教皇プリエステス》リーンの姿が──慈愛に満ちた微ほほ笑えみは、その場にピタリと適合していた。

「あれは、リーン……さすが、多くの人に慕われているんだな」

　教会の前には、《水神の女教皇》を一目見んと、商業都市の人間が詰めかけているらしい。一時は騒ぎになりかけたが、リーンの制止一つで、あっさり収まったとも聞こえる。

　今では誰もが、黙ってリーンの言葉に耳を傾け、恍こう惚こつとした表情を浮かべるものさえいた。かつて旅立ちの時、〝七日に一度ノーパンの日〟を強行した人物とは思えない。

　……いや、あれはきっと、テンションが上がりすぎたゆえの、一時の気の迷いだったのだろう。よくよく思い返してみれば、旅に出てからは優れた判断力や知識も見せていたし、奇行もそんっ……少なかった（なくはない）。

　元々が、純粋で清廉な心根の持ち主だ。落ち着きさえすれば、そんな妙な行動を起こしたりしないのは、リーンの話を聞けばよく分かる──！




『──良いですか。全裸の、全裸の力を信じるのです──』




　この子の流れの変え方、えげつないな、とナクトは思う。

　例えるなら、堰せきを切った川の激流。放つ言葉も止とどまる事を知らない。

『かつてわたくしは、とある偉大な御方に救われ、その御方に神の姿を見ました。そこには、一方的に敵を屠ほふる強大な力ではなく……全てを包み込むような、裸の心があったのです。そう、皆様……裸こそ、全裸こそが、この世界を救う真理なのです！』

　ぐっ、と小さな握り拳と柔らかな声に力が入る、リーンが続けて述べた。

『無論、いきなり全裸になったとて、真理に到達などできません。むしろそれは軽はずみな不敬、救いは遠ざかりますわ。ゆえに、そう──〝五日に一度、下着着用禁止の日〟を設けるのはいかがでしょう？　何事も、一歩一歩、積み重ね……ですわ♪』

　なんかノーパンの日の間隔、短くなっている気がする。

　ちなみに、このような無茶苦茶な演説を聞いた、民衆達の反応はといえば──

『む……むむ、む〜ん……！　さっ──さすがは《水神の女教皇》様だァァァ！』

『すごいわ、何を言っているのか、全く理解できない……でも理解できないほど、深いお考えということね……間違いないわ、《水神の女教皇》様がおっしゃるんだもの！』

『いやだわ、涙が溢あふれてくる……なぜかって？　それは私の心にダムがあるからです。《水神の女教皇》様、バンザーイ！』

　ナクトも少し、慣れてきた。でも、ちょっぴり……怖いネ。

　それはそうと、このまま放置しては恐ろしい騒ぎに発展しそうだし、気も引ける。何を言い出すか分からないし、早いところ終わらせなければ。

　そうナクトが思っている間にも、リーンはまだ、演説を続けているし──




『さあ、皆様、全裸の力を信じるのです！　そして、偉大なる神の名を全土に広めましょう！　その名も《全裸神》ナクトさ───………』

『!?　なな、なんだっ……《水神の女教皇》様の姿が消えたぞォ！』

『……か、神……神の御み業わざよ、きっとォォォ！』

『す、すげぇ……何かよくわからんが、とにかくスゲェェェェ！』




　教会の前に、歓声だけを残し、消えた《水神の女教皇》は──今、ナクトに抱かれ、空を舞っているのだった。




　　　　■■■




　商業都市の、人の気配が全くない、閑静な裏路地。誰にも見つからないようそこへ着陸したナクトは、ゆっくりとリーンを下ろす。

　そして、ナクトは両腕を組み、珍しく厳しい表情をリーンに向ける……が。

「さて、リーン、どういうコトなのか、聞かせてもらおうか。……リーン？」

「………………」

　リーンは俯うつむいて、顔も上げない。もしかすると我に返り、既に反省しているのか──




「な、ナクト様、あのっ……お、お姫様だっこは、恥ずかしいですわっ……きゃっ♪」




　あんな演説ぶちかましておいて、恥ずかしがるポイントがおかしすぎる。

　さすがに困惑するナクトだが、今はとにかく、リーンに言い聞かせる時だ。

「リーン、何度も言うようだけど……俺は別に、全裸というワケじゃなく、《世界》を装備していてだな──」

「！　はい、もちろんですわっ。リーンも最近、少しはわかってきましたの。わかればこそ、《世界》を装備できるのはナクト様だけなのだと、より強く実感して……お部屋で一人の時、わたくしも練習で脱いでみましたが……〝あっ、これ、なんか違うな〟って」

「わかってくれて何よりだよ。ちゃんと練習を挟んでいるのも安心した。でもな、とりあえず今は、そこが問題じゃなくてだな。変な話を広めないでくれって──」

「それで……わたくしは、わたくしなりの、やり方で……んっ♡　……な、ナクト様に、少しでも……近づかなくては、と思ったのです。……ん、ふぅっ……は、あっ」

「いや、話を聞いてほしいんだけど。……？　リーン、大丈夫か？　こと最近に関しては、色んな意味で思っているけど……様子が変だぞ？」

　そこそこ失礼な言い分のナクトだが、割と事実に即している。

　一方、リーンは何やら両腕で自身の体を抱きしめるようにして、もじもじと身み動じろぎしていた。視線は忙せわしなく、右へ左へ。きめの細かな白肌が、火ほ照てって赤くなっていく。

「……あ、あのですね、ナクト様……わたくし……リーンは、今、ですね……？」

　上目遣いでナクトを見上げつつ、片手で法ほう衣え越しに胸元を押さえ、リーンは──熱っぽく、艶っぽい声で、言った。




「この、法衣の下……わたくしが〝水〟で作った縄で、縛っているのです……♡」

「なんで？」




　ナクトの口から、反射的に素直な疑問が飛び出す。そりゃそうだ。

　しかもよくよく考えれば、リーンはこの状態で、民衆達に演説していたという事になる。考えるほど〝なんでだ〟が溢れ出す状況で、リーンの昂たかぶりは暴走を続けた。

「ナクト様は以前、〝水〟の能力を防御にだけ使うわたくしに、仰おっしゃってくださいました……〝水を守りにだけ使うなんて、もったいないぞ。愛している〟と。そう、守るだけではない……攻める事も、時には必要だと。己を縛るのも、練習の一環……ん、あんっ♡」

「言ったような気もするし、言ってないコトが混ざっている気もする。けど少なくとも確かなのは、そんな意味で言っていないぞ。なんで自分を縛る必要があるんだリーン」

「やってみたら、〝あっ、コレかな〟としっくりきて……でも、お……おかしいんです」

〝おかしい〟という言葉には激しく同意する、が──身み悶もだえ、荒い息を吐くリーンは、どんどんナクトの方へ、胸が触れるほどの距離まで近づいていき。




「演説の時なんかは、何も感じなかった、のにっ……ナクト様に、見て頂いている、今はっ……カラダが、奥から、どんどん熱くなってぇっ……抑え、られませんっ……！」

「待て待て待て。法衣を、くしゃってするな。ただでさえ危ういのに、見えそうになるから。ていうか水の縄、ホントに縛っているんだな。いやそれも見えちゃってるからな」

「ああっ！　わ、わたくし、なんて……なんて、はしたないっ……」




　今気付いたの？　と、ツッコむ間もなく、リーンの高揚は、頂点を迎えたらしく。




「わ、わたくしっ、新しい、《世界》がっ……ととのいました……っ♡」

「リーン？　……リーン、しっかりしろリーン！」




　かくん、と全身が脱力するリーンを、慌ててナクトは受け止め。

　本当に、何だったんだ──と困惑しつつ、倒れた彼女を運ぶ事にしたのだった。




　　　　■■■




　リーンも彼女の部屋に送り、寝かせてやる。エクリシアの事も含めて、この高級宿が人知れず変態収容所になりかけているのを、遺憾に思います。

　ようやく一仕事を終えたナクトは、夜を迎えていた事に気付き、マントを脱いで一風ふ呂ろ浴びる事にした。束つかの間まの休息のはずなのに、戦っている時より疲れている気がする。

　ふう、と大きく息を吐いたナクトが──さすが高級宿というべきか、部屋に備え付けられている大浴場の、広い浴槽に身を沈めていくと。

「んん〜っ……やっぱり風呂はイイな。《神々の死境デス・トピア》じゃ、ゆっくり湯に浸つかれるコトは、滅多になかったし……温泉には〝温泉ドラゴン〟が棲すみついているのが基本だし」

「そ、そんな魔物がいるのですか……本当に未知数な場所ですね……」

「まあ、生まれ育った俺としては、それが普通だったんだけどな。ふう〜……で、だ」

　普通に返事していたナクトが、話しかけてきていた《姫騎士》──膝まで隠れるタオルを巻いて佇たたずむレナリアに、声をかける。

「なんでレナリアが、ここにいるんだ……？　いくら俺が男だからって、俺が《世界》を装備していなかったら、今頃大騒ぎだぞ……？」

「あっ……い、今も《世界》、装備してらっしゃるんですね」

「それはまあ、生まれてこの方、多分ずっと装備してきたからな……お湯だろうと《世界》だし。《世界》の脱ぎ方なんて、逆に分からないくらいだ」

「そ、そうなのですね。未熟なレナリアには、まだまだその境地は分かりませんし、やっぱりナクト師匠は生まれたままのお姿に見えますけれど……きゃっ……♡」

　勝手に浴場に踏み込んできた本人が、今更恥ずかしがっている。

　なんで皆みんな、考える前に〝とりあえずやってみる〟のだろう。悩むナクトだが、真に頭を抱える事になるのは、これからで。




「で、ですが、ナクト師匠っ。未熟だからこそ、私に……レナリアに！　また〝全裸レッスン〟を、ご教授くださいっ！」

「俺から何かした覚えはないんだけど。……待った、ご教授ください、って……まさかとは思うが、今──」

「もちろんです！　ど、どうか──お願いしますっ──！」

「もちろんじゃないと思うんだ。ま、待て、レナリアっ───んっ!?」




　レナリアが勢いよく脱ぎ捨てたバスタオルの下は、全裸──……？

　いや、全裸では……ある。全裸なのだが、しかし……大事な部分は隠されている。だが、確かに全裸なのだ。一体……どうなっているのか……？




　全裸のレナリアの、大事な部分を隠すように──《謎の光》が、遮っている──!?




　角度が変われど、距離が変われど、絶妙に白い光が差し込み、レナリアの大事な部分をガードしていた。光が差し込む窓なんて、ないのに。

　言うなれば、『装備：謎の光』──それを目まの当たりにしたナクトは。

「──そんな装備、どうして思いついちゃったんだレナリア!?」

「あ、あう。《光の聖城》の、城下町で……ナクト師匠に、〝光を捻ねじ曲げて姿を隠す〟能力で、一緒に隠して頂いた時……〝これだ！〟と閃ひらめき、練習しまして……」

「器用だな！　いやもう、それはそれでスゴイけど……は、恥ずかしくないのか!?」

「は、恥ずかしいですよう！　実質、裸ですし……いえ、光を装備していますよ、いますけれどねっ!?　……でも、それより……私は……」

　そこでレナリアは、もじもじと身動ぎしながらも、しゅん、と項うな垂だれた。……ちなみにその間も《謎の光》は、大事な部分を隠していた。すごい、すごい仕事する、光。

　とにかく、この突飛（すぎる）行為にも、何やらレナリアなりの理由があるようだ。

「もうすぐ……《魔軍デモン・スウォード》との、決戦です。でも、私はまだまだ、全然弱くて……少しでも、ほんの少しでも、強くなれるよう……できる事を、したくて……」

「！　……レナリア、そうか。それで思いつめて、こんな行動を……」

「だ、だから……ナクト師匠！　どうか、どうかレナリアに……〝全裸レッスン〟を、お願いします！　……ふわっ？」

　重ねて要求してくるレナリアが、下げた頭を──ナクトは、軽く撫なでていた。

「あ、あのあの、ナクト師匠、何を……ふ、ふわぅ……♪」

「レナリア。そんなに自分を、追い込む必要はない。レナリアなりに考えて、決戦に向けて準備しようとしているんだろう……けど、急に極端なコトをしても、逆効果だぞ」

「えっ……そ、そうなのですか？」

「当然だ。急激な変化なんて、《世界》は嫌うモノだぞ。そんな風に、突飛な真ま似ねをしなくても……レナリアは、出会った頃から、ちゃんと成長してきている」

「えっ。ほ……本当ですか、ナクト師匠っ!?」

　当然だ、とナクトは頷うなずきながら、安心させるようにレナリアへと笑いかけた。

「大丈夫だ、レナリア──言っただろ？　《世界》はもっと、素直で、自由だって。ゆっくりでイイんだ。ゆっくり、ゆっくりと……《世界》を識しり、馴な染じんでいけばイイ」

「！　……ナクト師匠っ……」

　ナクトが優しく頷くと、《謎の光》に守られし《姫騎士》レナリアは、感銘を受けたのか、輝かせた目を彼に向けて。




「ありがとうございます、ナクト師匠！　レナリアは──分かりました！」

「そうか、分かってくれたか。じゃあそろそろバスタオルを巻き直して、外へ──」

「今から不肖の弟子、レナリアがっ──ナクト師匠のお背中、流させて頂きますっ！」

「何が分かったんだレナリア。俺には何も分からない」




　弟子の心からの申し出に、師匠は困惑で返すしかできない。

　しかし加速する暴走娘レナリアは、ふんふんと鼻息荒く突っ走っていた。

「ナクト師匠は、言ってくださいましたっ……素直に、自由にして良いと！　レナリアは今、素直に、自由にっ……ナクト師匠のお背中を、全力でお流ししたいのですーっ！」

「してイイとか、別に言ってなかったよ俺。むしろ突飛な真似はしないよう言ったよ」

「そして、そうする事でっ……えっと、そうする事で、ゆっくりと《世界》に馴染んで……レナリアにとって、《世界》ってナクト師匠の事ですから、えっと……え〜っと」

　何となく、目の中がぐるぐる回っているように見えるレナリアが、出した結論は。




「ナクト師匠の、お背中を〜……レナリアの、体で洗えば……良いのですね〜……？」

「自分でもワケが分かってないなら、もう止よそうレナリア。……レナリアーっ！」




　今のレナリアは、どう見ても『状態異常：混乱』である。声が聞こえていないように、味方に攻撃しようとする様など、まさに〝そのもの〟だ。

　レナリアが、じり、じり、とナクトに歩み寄る。装備中の《謎の光》も、混乱の影響か、何となくふにゃふにゃとし始めていた。がんばれ、もっとがんばれよ！

　もはや、逃げる事も叶かなわないのか、助けはないのか──と、その時──！




「──お待たせ致しました！　《水神のアクア・女教皇プリエステス》にして、《全裸神》ナクト様の、第一位の信徒っ……リーン゠セイント゠アクエリア、推参ですわ──！」

「くそっ、状況は悪化するばかりか……自分で何とかするしかないか……！」

「ナクト様ー！　リーンですわ、リーンが来ましたわよー！」




　乱入してきたリーンが何か叫んでいるが、味方ではないのは間違いない。

　何しろ、彼女の今の〝装備〟は──〝水〟で創り出した水着なのだから──！




「あ〜、う〜……う？　……え、ええっ!?　リーンさん、何ですか、その恰かっ好こう!?」

　完全に〝おまえが言うな〟な姿のレナリアに、むむっ、とリーンが頰を膨らませる。

「もうっ、レナリアちゃんったら、ズルイですわっ。わたくしだって、ナクト様のお背中、お流ししたいのに……抜け駆けなんて、許せませんっ」

「だ、だからって、そんな……水で水着を作るなんて、いくらなんでもっ……！」

「水の水着ですか……何だか、ややこしいですわね……というかレナリアちゃんこそ、その……《謎の光》？　何だか凄すごいですわ……それに、エクリシアちゃんも」

「へ？　え、エクリシアさんまで来ているのですか!?　まあ確かに、あの鎧よろいでお風呂は、凄そうですけど……へっ？」

　そういえばレナリアは、エクリシアの重装姿しか知らないのだった。鎧の下の可か憐れんな真実を知れば、驚くのも当然だろう。

　……ただ、時を巻き戻せるなら、紐ひものような水着ではない姿で、会ってほしかったが。

「え。……え、えええ!?　あ、あなたがエクリシアさん……ですか？　……か、かわいい……って、そんな水着、いけませんよー！　ね、猫耳だって……猫耳？」

　猫耳──それはナクトも、初めて見るエクリシアの〝装備〟。彼女の銀髪を、ちょこん、と装飾する愛らしい白猫耳と──すらっ、と伸びる白猫の尻尾が。

　そんな、エクリシアにはお似合いの猫耳と尻尾を見て──レナリアは、全てを悟る。

「そう……そうだったのですね……普段からの重装は、その猫耳と尻尾を隠すために……っ、エクリシアさんも、苦労なさって……！」

「レナリアちゃん、レナリアちゃん。あれ、付け耳なのですよ〜」

「へ、リーンさん？　付け、耳……って、あれ？　エクリシアさん、どこへ？」

　先程まで、確かにそこにいたはずのエクリシアは、いつの間にか消えていて──その桁外れの身体能力によって、ナクトの傍かたわらに接近していた。

　もちろんナクトは気付いていたが、振り払う事などできないし……と動けないでいる間に、ふるふると身を震わせながら、エクリシアが発した一言は。




「な、ナクトさん、わたしっ……ナクトさんの、お背中、流します……にゃん♪」

「ぐ──ぐはっ」




　おまえもか──露出度の高い姿と、無下にできない小動物の眼まな差ざしで見上げられ、ナクトはハートに強烈な一撃をかまされる。

　するとレナリアが、エクリシアの抜け駆けに気付き、彼女へと詰め寄っていった。

「あっ……あーっ！　エクリシアさん、ズルイですっ！　わ、私だって、ナクト師匠のお背中、お流しするのですからぁーっ！」

「！　ひっ……こ、こわい……」

「へ？　え、エクリシアさん……戦いの時の勇猛さは？　……あっ、もしかして……」

　鎧を着こんでいた時とは全く違う、気弱で儚はかない様子のエクリシアに──レナリアもまた、〝偽りの希望〟として重圧に潰されかけていた己を重ね、優しく微ほほ笑えんでいた。

「エクリシアさん……大丈夫ですっ」

「（なんで光が差し込んで、体を隠してるんだろう……こわい……）……って、えっ？　れ、レナリアさん……？」

「鎧がない状態だと……きっと、緊張しちゃうのですよね？　それで普段は、鎧を着こんでいるのですよね。……私も、実は臆病で、怖がりだから……気持ち、分かります」

「！　それは……それは、はいっ……」

　意外と話が嚙かみ合い、エクリシアが頷くと、リーンも暖かな笑みと共に口を開く。

「でも、レナリアちゃんの言う通り……大丈夫ですよ、エクリシアちゃん。怖がる必要なんてありません。だってわたくし達は……もう仲間で、お友達なのですから、ねっ♪」

「！　リーンさん……レナリアさん……っ、はい……はいっ」

　少し前まで、エクリシアはずっと、一人で戦い続けてきた──けれど、レナリアとリーンは、仲間として、友として、受け入れてくれる。

　感極まって涙目で、何度も頷くエクリシアは、導いてくれたナクトに感謝を──！




（やっぱり、ナクトさんみたいに──脱いだから！　仲間が、出来ました……！）




　浴場という場所が生み出した、悲しき勘違いである。

　ちなみにナクトは、仲睦むつまじい三人を見つめながら、頷きつつ考えていた。

（本当に、よかった。よかった、けど……三人の装備が《謎の光》《水の水着》《ネコミミ紐水着》でなければ……もっと、よかったんだけどな）

　感動すれば良いのか、とりあえず目を逸そらすべきなのか、悩むところである。
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　ただ、尊ぶべき女子三人の内、レナリアが腕を振り上げ、仲間達に促したのは。




「では私達三人で、力を合わせて──ナクト師匠のお背中を、お流ししましょーっ♪」

「大賛成ですわーっ♪」「！　お、お〜〜〜っ……」

（あれ。俺って敵なのかな？）




　これが、仲間達の絆きずな──！（違う）

　思わず呆ほうけるナクトに、今しがた互いの絆を確かめた女子三人が、力を合わせて背中を流しに……いや、もはや明らかに背中だけではない。ナクトの体に群がっている。

「ま、待った！　いや何で、向かってくるんだ……今の自分達の〝装備〟、ちゃんと理解して……って、コラ！　さ、三人して、抱き着いてきちゃダメだって！」

　制止するナクトに、けれどレナリア、リーン、エクリシアは──三者三様、とんでもない〝装備〟を身に着けたまま、右腕に、左腕に、胸元に、抱き着いてきて。




「ナクト師匠っ……この、不肖の弟子レナリアに……お任せくださいっ♡」

「わたくし、全力で、ご奉仕いたしますわ……ナクト様っ♡」

「にゃん、にゃん……ナクト、さん……エクリシア……がんばり、ますっ♡」

（───あ、これはヤバイ。ヤバイやつだ）




《神々の死境デス・トピア》を出てから──いや、《神々の死境》にいた時でさえ、これほどの苦戦を強いられた事はない。

　今この瞬間が、ナクトにとって──そう。




「さ、三人とも！　いい加減、落ち着くん───ぐわっ」




〝最強全裸〟ナクトにとってさえ、最大の戦いだった──











第五章　《世界》よりも、大切なモノ









《城塞都市ガイア》から更に北、新たに出来た《全裸ナクト・神丘陵ゴッドヒルズ》を越えた先──ナクト達が目指していた、《魔軍デモン・スウォード》蔓延はびこる北の最果て、《終わりの地》に、とうとう辿たどり着いた。




《終わりの地》──この地がそう呼ばれるのは、人間にとって〝ここで始まるものなど、何もない〟という意味だ。

　計測しきれないほど広大な地には、常に霧が立ち込めており、視界は最悪。それだけならまだしも、霧の奥の其処そこ彼処かしこから魔物が湧き出して、命あるものに牙を剝むくのだ。

　とても人間が住める場所ではなく、魔物同士でさえ喰くらい合うほどの、無法地帯。

　得るものなど、何もない。そこにあるのは、ただ、〝終わり〟だけ。




《終わりの地》──人も魔も、全てが〝終わり〟と向き合う地──




　　　　■■■




「───ついに、ここまで来ましたね」

　小高い丘の上から呟つぶやいたレナリアが、遥はるか遠くに見つめるのは、蠢うごめく異形の数々。

　魔物、魔族、魔人──魔獣、魔鳥、魔竜、悪魔。

　ありとあらゆる魔を集結させ、全てを滅ぼすべく進軍する、人類最悪の敵対存在。

《魔軍》──地平線を埋め尽くす万魔の大群が、邪悪な息い吹ぶきを放っていた。




　この広大な《終わりの地》で、《魔軍》の位置を特定できたのは、《水神の女教皇》たるリーンの手腕。

「《水神のアクア・ロー羅針盤ド・コンパス》──悪意・害意を特定し、指し示す〝羅針盤〟ですわ。《魔軍》の総すべては、確かに今……あそこに集まっていますわね」

《終わりの地》に入ってから、魔物にさえほとんど遭遇せず辿り着けたのも、この能力のおかげ。《水神の聖十字アクア・リクルス》を輝かせ、ウインクするリーンは、甚だ頼もしく見える。




　見るからに禍まが々まがしい《魔軍》を見つめながら、威圧感では負けていない漆黒の重装、《剛地不動将アース・ジェネラル》エクリシアも呟く。

「……戦ウ……滅ボス……（あ、あんなのと戦うなんて、怖いですけど……人類を滅ぼす相手に、退いたりなんて、しませんっ……）」

　本心は控えめだが、言葉だけ聞けば非常に勇ましく頼もしいので、ここは表の言葉だけを拾ってあげるとしよう。




　さて、数え切れぬほどの敵を眺め、いつでも戦える状態だが──レナリアはナクトへと、確認するように語り掛ける。

「では、ナクト師匠っ。まずは私達三人が、《魔軍》と交戦します。ですので、ナクト師匠は……戦わないよう、お願いしますね」

　最大戦力であるナクトを、戦わせない──その理由を、レナリアは続ける。




「ナクト師匠は──《魔軍》の首しゅ魁かいが姿を現すまで、力を温存してください！　最後に出てくる、最も強大な相手こそが、最大の敵──どうか、お願いします！」




　そう、まだ力の底が見えぬナクトといえど、《魔軍》の尖せん兵ぺいとの戦いで消耗すれば、最後まで戦いきれるか分からない。

《魔軍》を統率する首魁とて、その力が未知数なのは同じ。正体を知る者は、少なくとも人類側には、誰一人としていないのだ。

　たとえナクトといえど、苦戦するかもしれない──そのための〝ナクト温存作戦〟。

　提案したのはレナリアだが、決定はリーンとエクリシアも加え、満場一致だった。

　……ちなみに、当の本人であるナクトが、《魔軍》を眼下に眺めつつ思う事は。

（あれが《魔軍》か。正直、実際に見てみると……全部相手しても、別に大して消耗しなさそうなんだけどな。……でも確かに、あの中に際きわ立だって強い奴やつは見当たらない。レナリア達の言う通り、大ボスが隠れているんだろう。ならば俺は、仲間を──信じる）

　ナクトが決意を固めると──まるでシンクロするように、レナリアが言い放った。




「ナクト師匠、私達を──レナリアを、リーンを、エクリシアを──信じてください！」

「───ああ、信じている。もちろんだ！」




　ナクトが快諾すると──レナリアは、花が咲くような笑顔を見せた。

　作戦は決まった、覚悟は疾とうに決まっている。

　ならば、後は──始めるだけだ──！

「さあ、決戦です──征ゆきましょう、リーンさん、エクリシアさん──！」

「もちろんですわ、レナリアちゃん──！」

「……了……！（はいっ……！）」

　口火を切った《光冠のプリンセス・姫騎士ナイト・ティアラ》レナリアが、ティアラから光剣を抜き放ちながら、丘の急斜面を駆ける。その後ろを、《水神のアクア・女教皇プリエステス》リーンが追った。

　そんな中、一人突出して先行したのは──《剛地不動将》エクリシア。

「……フシュウウウウッ……！」

　重装を物ともしない敏びん捷しょう性せい。その両手に抱えるのは、巨人の持ち物かと錯覚するほどの巨大な斧おの。

　突然の襲撃に面めん食くらう《魔軍》の中心へ向け、大斧を振り上げたエクリシアは。




「───《剛地・アース・ダイヤモ金剛裂斬ンド・ブレイカー》───!!」




　大地へ全力で振り下ろし──ど真ん中から、大きく二つに割り裂いた──！

『グガッ!?　グッ、ググッ──グゲエェェェェ!?』

『グオオオオオオン!?』

　大小問わず、巨体の魔物達でさえ、一気に地の底へ吞のみこまれていく。

　相変わらず桁違いな攻撃力、だがその力に耐えきれず、大斧は粉々になって──……

　粉々に、なっていない。大斧はエクリシアの手の内で、刃は毀こぼれ一つせず輝いている。

　その、燦さん然ぜんたる様相──そう、これは、ただの斧ではない。

《世界連結ワールド・リンク》により、ナクトがあらかじめ創り上げ、エクリシアに渡しておいた──




「《剛地ダイヤモンド金剛斧・アックス》──てトコか。がんばれ、エクリシア」




　呟くナクトの声が、まさか聞こえた訳ではないだろうが、一つ頷うなずいたエクリシア。

　だが、《魔軍》は何も、地上だけを縄張りとしている訳ではない。

　翼持つ〝魔鳥〟や〝悪魔〟が、急降下してエクリシアを狙う──！

『キエエエエエエッ！　───グエッ』

　──が、爪そう牙ががエクリシアに届く前に、その体は翼ごと縛り上げられる。

　拘束しているのは、長く太く、何より柔軟な、〝水〟の縄──そう、つまり。

《水神の女教皇》リーンの能力だ──！




「《水神の縛縄アクア・バインド》──〝水〟は防御だけに使うものでは、ありませんわ♪」




　にこり、いつものペースで茫ぼう洋ようとした微ほほ笑えみを浮かべるリーンの後ろで、エクリシアが開いた地割れの中に、空を封じられた魔物達が墜落していく。

　数え切れぬ《魔軍》に対し、たった二人──《水神の女教皇》と《剛地不動将》が、完全に圧倒していた。

　そんな中で、《光冠の姫騎士》レナリアも、光剣を振り上げて。

「《光剣レディ・ブレイド》──やああああっ！　はあっ！」

　横薙なぎにして一体、返す刃やいばで二体目を、斬り倒す。《神々の死境》でナクトと出会った時の、魔物相手に怯おびえていた頃と比べれば、大きく成長していた。

　……だが、レナリア本人の意識はといえば。

「っ。こんな程度では……リーンさんとエクリシアさんの足を、引っ張るだけです……っ、もっと、もっと、強い力をっ……てやああああっ！」

　己を不ふ甲が斐いないと感じ、その憤ふん懣まんを刃に乗せて、振るっているようだった。

　小高い丘の上で待機し、それを見ていたナクトは。

「……レナリア、大丈夫だ。レナリアは、ちゃんと強くなっているからな」

　呟きながらも、弟子を信じて、動きはしない。




　　　　■■■




　実際のところ、戦況は──レナリア達の方に、完全に勢いがあった。

　奇襲が成功した事も大きいが、やはり《水神の女教皇》と《剛地不動将》という、人類最高峰の戦力の存在だ。二人が能力を揮ふるうごとに、魔物は抵抗もできず倒れていく。

　レナリアが足を引っ張るまいと焦あせるのも当然、だが比べる相手が大きすぎるのも事実。

　特に今、この《終わりの地》の戦場において、最強は間違いなく《剛地不動将》だ。

「フウゥゥゥ……ゼエエエエイ！（ふう……え───いっ！）」

　大斧を一振りするだけで十体近くの敵を屠ほふり、攻撃を受けようと不動。そもそもこの重装で、四足で駆ける魔獣さえ凌しのぐスピードを誇る。

　なればこそエクリシアは、仲間達の優位を、確固たるものにすべく。

（もう一度、地割れを起こして、一気に……い、いきますっ……！）

　エクリシアは、大斧を振り上げた──が、その時。

『──スウゥゥゥゥ──』

「！」

『───ゴオォォォォォォ!!』

　一匹の巨大な〝魔竜〟が息を吸い──エクリシアへ向けて、爆炎を放つと。

「クッ……アッ？　……エッ……？」

　爆炎を、エクリシアは大斧で──熱に弱いダイヤモンドの大斧で、受け止めてしまい。

　──《剛地ダイヤモンド金剛斧・アックス》は、炭化し、崩れ果ててしまった──

「………ア、ウ」

　漆黒の籠手ガントレットに覆われた手の中で、漆黒の炭を見つめ、絶句するエクリシア。

　そんな彼女に、〝魔竜〟は更に大炎を放とうと、深呼吸する──その間に。

「ナ……ク……斧……（ナクトさんが……くれた、斧……）」

（色々な意味で）不明瞭な呟きを漏らしたエクリシアが、手中の炭を握りしめた。

「……返セ……（……返してよ……）」

『スウゥゥゥ……ウッ？』

　刹那、エクリシアは消えていて──その姿は、〝魔竜〟の腹部の前にあり。




「──バカァァァァァァ!!（──ばかぁぁぁぁぁぁ!!）」




　エクリシアの籠手に覆われた拳が、〝魔竜〟の腹を叩たたいたが、音はしなかった──……確かに、叩いたのに、音がしなかったのだ。

　ただ、小数点以下の秒の後───ドンッ、と音と衝撃波が、響いて。

『グッ!?　───グボオォォォォォォ…………ン』

〝魔竜〟の巨人以上はありそうな巨体が、一瞬にして、遥はるか彼方かなたへ消えてしまった。

「……フシュウウウウ……」

『！　……グ、グオウ……』

　パンチ一発、巨大な竜をも吹っ飛ばした《剛地不動将》に、《魔軍デモン・スウォード》の魔物達は、明らかに狼ろう狽ばいしていた。

　中には逃げ出す魔物もいるが、エクリシアの怒りは、まだまだ収まらず。

「オノ、レ……許サヌ……！（ナクトさんからの、初めてのプレゼントだったのにっ……絶対に、許しませんっ……！）」

　武器を失おうと関係なく、その恐るべき拳を、更に振りかざすと。

『ギッ。……ギ、ギエエェーッ!?』

　恐れをなした魔物が、逃げ惑う──その時、《剛地不動将アース・ジェネラル》を、凶きょう刃じんが襲った。




『隙だらけだ──馬鹿め』

「……──!?　クッ──アウッ!?」




　咄とっ嗟さに両腕を交差して、エクリシアは閃ひらめく刃から身を守った。が、その身は衝撃によって、地を踏みしめたまま後方へ弾はじき飛ばされてしまう。

　鉄靴ソールレットが二本の長い轍わだちを引くほど、強烈な一いっ閃せん。

　それを放った主は、七つの眼めを持つ異形の巨きょ軀く。その眼に睨にらまれれば根源的恐怖を呼び起こされ、七つ全てに睨まれれば、それだけで命を落とすほど。

　携えし漆黒の大剣は、天も地も斬り裂く暗黒剣。

　魔物の中でも最高位の存在、《魔軍》を率いる最高幹部──魔物達の、神──




《魔軍総司令》──《魔神ディアボロス》──！




『ほう……我が暗黒剣を受けて生きていた者は、魔物にもいなかったぞ。愚かな人間とはいえ、さすが噂うわさに名高い《剛地不動将》といったところか。ククッ……肩透かしだった《光冠の姫騎士》とは、大違いだな』

「！　……《姫騎士》？（レナリアさんを……知っているの？）」

『何だ、人間共には、伝わっておらぬのか。ククッ……それも当然か。人間共の希望として祭り上げられている、《姫騎士》のみっともない敗北を知れば、人間共は絶望してしまうかもしれぬからな！　フハハハハハ！』

「……不知（……あなたにレナリアさんの、何が分かるっていうの）」

『そうよ、貴様らは何も知らず希望に縋すがる、哀れな愚か者よ！　ハーッハッハッハ！』

（ダメだ……やっぱりわたしじゃ、話通じない……）

　仲間でもない相手に、エクリシアの本心（というかもう副音声）は伝わらないのだ。

　その時、エクリシアの危機を察知し、レナリアがリーンと共に駆けつける──が。

「え、エクリシアさん、大丈夫ですか!?　……え、その魔物、は……──っ!?」

　レナリアが《魔神》の姿を認めた瞬間、びくり、身を竦すくませてしまう。

　対して、《魔神》は七つの眼の内、一つを向けてレナリアを見つけると──突如、禍まが々まがしく大口を開き、呵か々か大笑し始めた。

『クッ、ハハハッ──噂をすれば、何とやらだ！　貴様如ごときが、なぜ此処ここへ来た？　一年前、この《終わりの地》の入り口で、我と出くわし……尻尾を巻いて逃げた、貴様が！　あの時は手応えが無さ過ぎて、《姫騎士》と気付かず追わぬまま逃がしてしまったが──いや、逃げ足だけは速かったかな、クハハ！　だが……今度は、そうはゆかぬぞ!?』

「っ！　……あ、う、ぅ……」

『ククッ。なるほど貴様ら、大方この小娘に担かつがれて、唆そそのかされて戦いを挑んできたのだな。愚か、どこまでも愚か！　ならば今、その目で見よ──希望を偽る《姫騎士》が、目の前で無む惨ざんに砕け散るのを──！』

「ぁ……い、いや、ぁ……──ッ！」

　いまだ恐怖に囚とらわれ動けないレナリアへと、《魔神》は振り上げた漆黒の大剣を、容赦の欠片かけらもなく振り下ろす──

「レナリアちゃん、危ないっ──《水神の聖盾アクア・シールド》！」

　──が、直撃の寸前に遮ったのは、〝水〟で創られし堅けん牢ろうなる盾。

　レナリアを救ったリーンを、《魔神》は七つの眼の内、三つで憎々しげに睨んだ。

『ヌウッ……貴様、《水神のアクア・女教皇プリエステス》か。フン、《不死王ノーライフ・キング》の奴やつめ、刺し違える事もできなんだとはな。それにしても……先の話、聞いていなかったか？　貴様ら愚かなる人間共が盲信している希望は、所詮〝偽り〟に過ぎぬのだと──』

「──あら？　知ったような事を仰おっしゃっている割に、彼女の事、な〜んにも知りませんのね？　うふふ……愚かなのは、一体どちらなのでしょう？」

『………なんだと、貴様』

　リーンにしては珍しい、明確な敵意を含んだ挑発に、煽あおられた《魔神》は七つの眼を向けようとした──その隙に、エクリシアがガントレットに覆われた拳を振るった。

『グッ!?　我が剣を受けながら、まだそれだけ動けるか……《剛地不動将》！』

「偽リ、否……真実ノ、希望……！（偽りなんかじゃない……レナリアさんは、〝真実の希望〟ですっ……！）」

『何!?　己こそが真実の希望だと、そう言いたいのか……クッ、思い上がりめが！』

（……もういいや、別に伝わらなくても……）

　そもそも仲間以外に、理解してほしくもないし。

　とにかく、再び《魔神》と交戦を始めたエクリシアと、サポートするリーン。

　けれど相手は、《魔軍》における最大の敵である《魔神》。対するは武器もなく、先の攻撃を受け消耗しているエクリシア──さすがに、分が悪い。

　防戦一方のエクリシアに、《魔神》は暗黒剣を振り上げて、渾こん身しんの一撃を放つ。

『これで、終わりだ！　ハアッ───ヌッ!?』

　──が、その腕に〝水の縄〟が巻き付き、拘束した。

「《水神の縛縄アクア・バインド》──わたくしの仲間を、傷つけさせはしません！」

『ぬうっ……こ、これはっ……』

　最高峰の〝水〟属性の能力者、《水神の女教皇》リーンが繰り出す、結界にすれば貫ける者なき力。それを〝水の縄〟に変えれば、何者にも解けぬのは必定。

　──それは、今この瞬間までの話だった。

『──これが、どうした？　フンッ……ハアアアッ！』

「!?　っ、まさか……わたくしの、《水神の縛縄》が……」

『クク、良いのか？　隙だらけだぞ──愚物めがァァァァ！』

〝水の縄〟を引きちぎった勢いそのままに振り上げた暗黒剣を、隙を見せてしまったリーンに叩き付けようとする……が。

「リッ……アブ、ナイッ！　──ウッ!?（リーンさん、危ないっ！　──あうっ!?）」

「!?　え──エクリシアさん！　しっかりしてください、すぐに治療しますからっ！　ふうっ……《水神の聖癒アクア・ヒーリング》……！」

　エクリシアが横っ飛びでリーンを救ったものの、漆黒の鎧よろい越しに背を打ち付けられてしまう。慌ててリーンが回復するも、そのダメージは尋常ではない。

　敵は──《魔神》は、やはりあまりにも、強大だ。

　それでも、リーンとエクリシアは懸命に、力の限りを尽くして立ち向かっている。

　なのにレナリアは、まるでナクトと出会う以前のように、恐怖に震えていた。

（っ……リーンさん、エクリシアさん……二人が戦っているのに、どうして私は、こんな所で、震えて……私は……私は、なんでこんなに、弱い……っ）

《魔神》が言った事──一年前、この《終わりの地》の入り口で出くわし、レナリアが逃げ出したというのは、紛れもない事実。遠征に訪れた時の話だ。

　鍛えた剣技も、神器たる光剣も、一切が通じなかった。《魔神》の恐ろしい眼に睨まれ、根源的な恐怖に囚われ、レナリアは、ただ逃げる事しかできなかったのである。

　彼女が己を〝偽りの希望〟と強く自覚したのは、それがきっかけだ。けれど、それでも、人々のため、レナリアは〝真実の希望〟になるべく、懸命に努力を重ねた、が。

（やっぱり……こんな、私では……〝真実の希望〟になんて──）

　ついに、心が折れてしまいそうになった──直前。

「───信じていますわ」

「………えっ？」

　その声は、背中を向けているリーンから、聞こえてきた。

　今もなお、戦いながら、傷つきながら。

　真なる〝人々の希望〟として、立ちながら。

　リーンと、そしてエクリシアが、うずくまるレナリアに向けて放ったのは──




「わたくし達は、信じていますわ。《光冠のプリンセス・姫騎士ナイト・ティアラ》を、そして──

　わたくし達の仲間である──レナリアちゃんを──！」

「了──我ラガ同志、不敗ナリ──！（はい──レナリアさんは、負けません──！）」

「！　リーンさん……エクリシア、さん……っ！」




　人類最高峰の戦力であり、紛れもなく〝人々の希望〟である、そんな彼女達が──レナリアを信じると、そう言って、戦っている。

　ただ、嘲笑するのは、敵対者たる《魔神》のみ。だが、だがしかし。

『フンッ、やはり愚者……〝偽り〟を盲信し、我に向かい来るなど、もはや自殺行為に等しい。もはや救いもない。貴様ら二人、まとめて叩たたき潰してやろう──！』

　それが、何だというのか──仲間でもない、敵の言葉が、何だというのか──

　そしてレナリアは、片膝を、剣の先を、まだ地に突いたまま。

「……信じる。リーンさんが、エクリシアさんが……仲間が。私を、信じてくれている。……なら、私は……」

《光剣レディ・ブレイド》、その剣の柄つかを、強く、強く、握りしめると。




「───私は───！」




　光の刃やいばが、朝日が昇るような、強い輝きを放った──！

『これで終わり──なっ!?　な、何だ、この忌いま々いましい、異様な光は……一体、何が!?』

　暗黒剣を振るおうとした《魔神》が、光に目を眩くらませ、焦燥していると。




「私の仲間にッ───手を出すなぁぁぁぁっ！」

『ヌ──グウッ!?』




　飛び込んだレナリアが光の刃を閃ひらめかせ、暗黒剣で受け止めた《魔神》を、地を踏み鳴らして後ずさりさせた。

『何だ、貴様……〝偽り〟如きが、今更！　地べたに這はいつくばり、恐怖に震えるのが、貴様にはお似合いだぞ！』

　徹頭徹尾、見下し、見み縊くびり、冷罵を叫んでくる。

　だが、そんな《魔神》に──レナリアは、光の刃と言葉を突き付けた。

「確かに私は〝偽りの希望〟《光冠の姫騎士》称号に見合わぬ、未熟者でした」

『クク、良く分かっているではないか。愚者でも、少しはマシな頭を──』

「ですが、それも──つい先程までの話」

『………ハァ？』

　鼻につく声を漏らす《魔神》を、しかしレナリアは意にも介さず、続ける。

「きっと、世界で一番優しくて高潔な、《水神の女教皇》がいる。誰よりも強くて頼りになる、《剛地不動将アース・ジェネラル》がいる。こんな未熟な私を、ずっと、導いてくれて……ずっと、ずっと一緒にいてくれる……師匠が、いる」

　レナリアが思い浮かべるのは、共に旅をし、共に戦い、共に歩んできた、三人。

　今となっては、もはや、自分の一部と思えるほど──大切な人達。

「そんな凄すごい人達が、私の事を、仲間だと呼んでくれるのなら。私の事を、信じてくれるのなら──私は、私を、信じられる！　仲間達が信じてくれる、私を──信じる！」

　仲間への、熱く滾たぎる想おもいを乗せるように、光剣の柄を全力で握りしめ。




「もう私は、〝偽りの希望〟ではない──私は、〝真実の希望〟！

《光冠の姫騎士》───レナリアだあぁぁぁぁっ！」

『寝言は永遠に眠ってほざけェ！　オオオオオオオッ！』




　咆ほう哮こうするレナリアへ向け、容赦なく振り下ろされる《魔神》の暗黒剣。

　一方、レナリアは剣先を斜め右から後方へ下げて。

「《光剣レディ・ブレイド》……いいえ」

　己を襲う、暗黒の剣身へと向け──全力で振り抜いた──！




「光は我、我は光！　心は神の棲すまう場所！　我は今──光の神──！

　───《光神剣リアライトレディ・ブレイカー》───！」




　瞬間、太陽が弾はじけるような閃せん光こうを放った光の刃が、暗黒剣と激突し。

『ク……クク、クククッ……クッ──』

　含み笑うような声を漏らす《魔神ディアボロス》……だが、その声は途中、焦燥に変貌し。

『──なぜだ!?　なぜ我が、押し切れぬ!?　《剛地不動将》さえ吹き飛ばした、我が!?』

　暗黒の大剣が、それと比べれば小さく見える光の刃と、中空で押し合っている。

　互角──いや、レナリアの光剣の方が、少し押しているほどだ、が。

「………っく！」

　押し切れるほどではない──均衡しているがゆえに、レナリアも動けない。

　何か、何かあと一つ、押し切るための決め手が──そんなレナリアへと、〝風〟に乗って届いたのは、彼女にとって世界中の誰よりもきっと、信じてやまない師匠の声。

『レナリア──もっとだ。もっと、出せるはずだ』

「！　な……ナクト師匠っ！」

『これで分かっただろう。レナリアは、レナリア自身が思っていたより、ずっと強くなっている。それに気付けたなら、後は──解き放つだけだ』

　丘の上から動かず、仲間を、そして弟子を信じるナクトは、初めから気付いていた。

　出会った時のレナリアは、ローパーを斬る事はできずとも、振り下ろす刃は鋭く敵を捉えていた。《水の神都》では、ゾンビやゴースト相手に、全く後れを取っていない。

　危機に陥るのは、恐怖に心が支配されてしまう時や、体勢を崩した時だけ──《城塞都市ガイア》でも、彼女より何倍も大きな巨人を相手に、立ち回れていた。




《光神のリアライト・姫冠ティアラ》に選ばれて、十年──レナリアが、己を磨き続けた時間は。

〝偽り〟ではなく〝真実〟として──レナリアの中に積み重ねられている──！




『レナリア、もっと素直に、自由に──自分の心を、解き放て──！』

「───はいっ、ナクト師匠！」




　一声上げたレナリアに、《魔神》は鍔つば迫ぜり合いながら威圧する。

『ヌウウウ……さっきからブツブツと、訳の分からぬ事を……おい、小娘！　我が目を見よ、貴様は無様にみっともなく、怯おびえているのがお似合いだァァァ！』

「ッ！　っ、っ……〜〜〜〜〜ッ」

　根源的恐怖を呼び起こす、《魔神》の眼め──それも七つ全てに睨にらまれてしまえば。

　ただ恐怖のみで、命さえ奪う眼光に、レナリアは。

「それがっ───どうしたぁぁぁっ！」

『!?　なにっ……ば、馬鹿な!?　我が、この眼がっ……怖くないのか!?』

「今更お前など、誰が恐れるものですかっ！　私には、背中を押してくれる、師匠がいるっ……私の全てを、解放してくれる──師匠がいるっ！」

　己の心を、解き放つ──目の前の《魔神》などにではない。

　もっと、ずっと、〝大きな存在〟に──己の全てを、見せてしまいたいほどだ。

「我が剣は、闇を穿うがつ光の剣……《光神剣リアライトレディ・ブレイカー》……奥おう義ぎッ──！」

　今この瞬間、素直に、自由に──《世界》に──ナクトへ向けて──！

　今、レナリアが解き放つ事のできる、もっとも素直な〝心〟は──！




「──《ナクト師匠、大好き斬り》ィィィィィ!!」

『───なんッじゃそらフザッケンナァァァ！　……フザ、ッフ、ッフ──』




《魔神》の七つの眼が、憤ふん懣まんやるかたなく紅ぐ蓮れんに燃える。……だが、そんなものは。

　レナリアが解き放った〝偽らざる〟想いの前には、光り輝く閃光の前には。

〝真実の希望〟《光冠の姫騎士》レナリアの前には───無意味───!!

『ば、馬鹿、な……我が、《魔軍総司令》である我が……こんな、こんなふざけた技に──ばっ、バカナァァァぁぁぁ──……』

　ごう、と爆裂するように、閃光が[image: 迸]ほとばしると──《魔神》どころか、最果てたる《終わりの地》の遥はるか地平の果てまで、光の波動が穿ち抜いてゆく──！

[image: ]

　その光景に、《魔軍総司令》が消え去った事実に、残った《魔軍デモン・スウォード》の魔物達は戦意を失ったのか、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ去っていった。

「……………」

　後に残ったのは、光の刃を振り切った体勢で、沈黙するレナリアのみ。

　しかし、微動だにしない──そんな彼女に、ナクトが〝風〟に乗せて届けた言葉は。




『よくやったな、レナリア！　……ただ、師匠として悪い気はしないが……技の名前、センスやばかったな』

「──咄とっ嗟さに気の利きいた技の名前なんて、出ませんよお！　ふえ〜〜〜ん！」




　しかも当人であるナクトは深い意味で取っていない辺り、二重の意味でイタい。

　けれど、煩はん悶もんするレナリアを、リーンとエクリシアは、それぞれ励まして……。

「レナリアちゃん、凄い一撃でしたわっ♪　……でも技の名前は、ナクト様の言う通り、もっと、こう……《全裸大好き斬り》とか」

「意味変わってきません!?　……ん!?　というか、全裸？　……リーンさん!?」

「……恥（は、恥ずかしくなんてなかったですよっ）」

「副音声がなかったら、私、恥ずか死にしていますからね！　本気で！」

　これが……仲間の絆きずな……！

　何はともあれ、見事に《魔軍総司令》を打ち破り、《魔軍》を崩壊させたレナリア達。

　これで、人類の脅威は去ったのか──いや。

　そうではない事は──まだ、丘の上から動かないナクトが、示していた。

『レナリア、リーン、エクリシア──まだだ。……来るぞ』

「「「……──！」」」

　ナクトの声に反応し、三人もまた、感じ取ったらしい。

　視界を遮る深い霧、その遠く果てから、黒色に滲にじんでくる。

　それは、光を通さぬ漆黒──〝闇〟の象徴。




『……妾わらわの眠りを妨げる者は、何いず処こ……』




　黒色に塗りたくられ、〝闇〟と化した霧をかき分け、現れた巨影。

　それこそが、《魔軍》の首しゅ魁かいだろう──当事者に、その意思があるか、定かでないが。

　何しろそれは、ただ一つの意思、目的しか持たぬ、超越者。




『妾は、〝世界を滅ぼす相克〟──《闇あん黒こくの女神》──』

　全てを滅ぼす漆黒の闇が──今そこに、顕現していた──




　　　　■■■




《闇黒の女神》は、天を覆うほど巨大だが、その姿は女神というだけの事はある美貌。

　だが、それと対たい峙じする人間を襲う、理解の限界を超えた重圧感、絶望感は、何なのか。

「っ……くっ……」

　冷や汗を流すレナリア、それはリーンとエクリシアも、同じ事。

　目の前の存在は、人じん智ちを遥かに凌りょう駕がする、桁外れの〝超越者〟なのだと、本能が訴えかけてきているのだ。

　対して、最果ての空に佇たたずむ《闇黒の女神》は、虫でも払うかのような気軽さで。

『………目め障ざわりだ』

　ふっ、と腕を横に振ると──地平線から総すべてを薙なぎ払うような、漆黒の衝撃波が押し寄せてくる──！

　咄嗟にエクリシアが、レナリアとリーンの前に飛び出し、両手を広げた。

「！　下ガッテ、イロ！　グウッ！（わたしの後ろにさがってください！　きゃっ!?）」

　漆黒の重装に包まれたエクリシアが、踏みしめた足から〝地〟の力を借りて不動の砦とりでと化し、身を挺ていして仲間達を庇かばう。

　けれど、ただ手を払っただけの衝撃波は、《魔神》の一撃より遥かに強大で。

「いけませんっ……《水神のアクア・聖域サンクチュアリ》──！」

　エクリシアを中心に、強固な〝水〟の結界が張られる。かつて《水の神都》を守り切った、何者をも寄せ付けぬ最強の結界だ。

　──けれど。

「……なっ……わたくしの結界が、ひび割れてっ……」

　パキ、パキと、まるで氷が割れていくような、不穏な音。

《水の神都》では、都市内に張り巡らされていた〝水〟を使った──が、あの時より狭い範囲に集中して使う《水神の聖域》は、大量の水がなくとも、今の方が強固のはず。

　それでも、防ぎきれない。結界が、崩壊する──！

　パリン、と高く軽い音が響いた──その瞬間。




「───《光神剣レディ・ブレイカー》！」




　今度はレナリアが飛び出して、彼方かなたまでをも輝き照らす光の刃やいばを放つ。

　漆黒の衝撃波を切り裂き、閃せん光こうは《闇黒の女神》にまで届いた──が。

『……無意味』

「!?　……片手で、受け止めるなんて……」

　ほんの軽く前に出した、巨大な掌てのひらに、閃光はあっさりと吞のみこまれてしまう。

《闇黒の女神》は、悪意さえ感じさせる美貌の中で、ゆるりとレナリア達に視線を向け。

『……〝水〟〝地〟〝光〟……汝なれら人間が、いかに必死に、いかに自然の摂理を捻ねじ曲げ、〝装備〟などというものを扱おうと……届きはせぬ。汝なれらが知らぬ、全てを吞みこむ〝属性〟は……見えもせぬ』

〝五大属性〟に数えられぬ、禁断の属性──それは。




『妾は〝闇〟──破壊と絶望の象徴、《闇黒の女神》──』




〝闇〟属性──それが禁断とされているのは、危険性のみが理由ではない。ただ単純に、人間に属性が一致する者がおらず、扱えないためだ。

　だが、《神》ならば、どうなのか──それも〝闇〟の《神》ならば。

　結果は、目にしている通りだ。最高峰の《神器クラス》を扱うレナリア達でさえ、《闇黒の女神》の片手一つに翻弄され、歯が立たない。

　この巨大すぎる敵を前にしては、絶望しかない──そのはず、なのに。




「リーンさん、エクリシアさん──まだです」

「！　レナリアちゃん……」

「レナリア、サン……」




　見つめてくるリーンとエクリシアに、レナリアは一つ頷うなずいてから──いまだ丘の上に待機し続ける、ナクトを見上げた。

　彼はまだ、腕組みしたまま〝待機〟を続けているが、しかし。

『………ッ………』

「……見てください、ナクト師匠を。一緒に旅に出てから、あんな……険しい表情を、初めて見ました。きっとナクト師匠でも、《闇黒の女神》は強敵……だからこそ、ナクト師匠は今、〝闇〟を打ち破るべく……最大の力を、溜ためているのでしょう」

　なるほど、レナリアの言う通り、ナクトは《闇黒の女神》をジッと睨んだまま、微かすかに体を震わせていた。

　力を溜めているのだ──彼の周囲の空気は微かに振動し、丘の地面がひび割れてさえいるし、そう考えて間違いはない。

　だからこそ、とレナリアは、師匠の意図を汲くみ──弟子として、構える──！




「私達を信じてくれる、ナクト師匠のために──時間を稼ぐのです──！」

「──ええ、いきましょう、レナリアちゃん！」

「……了……レッサン……！（……はい……レナリアさん……！）」




　心の底から、信じられるものがある──だからこそ、レナリアも、リーンも、エクリシアも、全てを超越する《神》とさえ、戦える──！

　だが、対する《闇黒の女神》にとって、小さな人間など煩わしい存在でしかないのか。

『……憐あわれな。ちっぽけな人間など、せめて安らかに、滅びを受け入れれば良いのに……だが、それもまた、人間の憐れむべき愚かしさか……』

　すう、と《闇黒の女神》が片手を上げ。

『せめて、長く苦しまぬよう、一思いに──潰してやろう』

　遥か遠くから、手を下げた瞬間──ズン、と見えない何かが、レナリア達を圧おし潰そうとしてくる。

「──くぅっ!?　こ、これ、は……重……いっ……!?」

《闇黒の女神》が及ぼしたのは、限定空間を圧し潰す〝超重力〟。レナリア達だけでなく、周囲の岩も砂のように砕け、地表も窪くぼんで形を変えていく。

　レナリア達が、まだ無事でいられるのは──《神器クラス》の装備のおかげだ。

「《光神のリアライト・姫冠ティアラ》っ……、私達に、力を……！」

「《水神の聖十字アクア・リクルス》よ……どうか、皆を……お守りくださいっ……！」

「《地神のアース・フル重兜・ヘルム》……ナカ、マモ……！（仲間を……守って……！）」

　レナリアのティアラが、リーンのネックレスが、エクリシアの重じゅう兜とうが、使用者の心に呼応するように、光り輝くが。

「───う、あっ！」

　それでも、体をバラバラに引きちぎろうとする強大な〝闇〟の力を受けて、無事でいられるはずもない。秒ごとに累積していく〝超重力〟、エクリシアの漆黒の鎧よろいもピシピシと音を立て、各所が少しずつ砕けていく。

　レナリアのドレスアーマーも、リーンの法ほう衣えも、それぞれ強化されている《国宝クラス》にも拘かかわらず、ボロボロになっていった。

　いや、彼女達ばかりではない──常識外れの〝闇〟の力は、周囲の空間、見える範囲のほとんど全てを、ひび割れさせている。

　それは《終わりの地》に訪れた、終しゅう焉えん──《世界》そのものが、破壊されていく──

《闇黒の女神》の〝闇〟の前に、時間稼ぎなど、所詮は叶かなわぬ夢物語だったのか。

「──きゃあああああっ──……」

　ついに耐え切れず、圧し潰されてしまう、レナリア達──……の眼前に。




「──レナリア、リーン、エクリシア──大丈夫か？」

「……ナクト師匠っ！」「ナクト様っ……！」「……ナクト、サン……！」




　レナリア達を襲う〝超重力〟は、ナクトに遮られるように、消え失うせていた。

　けれど疲弊は隠せず、地に手を突いて蹲うずくまるレナリアが、辛かろうじて顔を上げる。

　だが、ナクトの表情はどこか、申し訳なさそうに沈んでいた。

「悪い、耐え切れず、出てきてしまった。……作戦を、台無しにしたな……」

「！　あ……まだ、力は溜まっていないのですね……いいえ、ですが……助けてくださったナクト師匠が、謝る必要なんて……！」

「まだ、敵の大ボスとやらが出てきていないのに……本当に、すまない……！」

「いえ、ですからそんっ………今なんと？」

　レナリアが問いかけるが、ナクトが答える前に、《闇あん黒こくの女神》の声が介入してきた。

『……また、人間か。妾わらわの〝超重力〟を……総てを滅ぼす〝闇〟の力を受け、立っていられるのは驚きだが……所詮、人間。妾の力に、ひれ伏すが──』

「……《神々の死境デス・トピア》に、ずっと一人でいた時は」

『……なに？』

《闇黒の女神》の言葉は無視──というか聞こえていないように、ナクトは仲間達に背を向けたまま、言葉を紡つむぐ。

「〝ただ生きてきた〟だけだった。腹が減れば、食えるものを探して。自分より大きな魔物に襲われても、生きるために、倒した。よくわからん書物も、暇つぶしのために、読んでみた。〝ただそれだけ〟だったから、俺は……知らなかった」

　顔だけ後ろへ向けて、ナクトは〝教えてくれた〟者達を見る。




「俺が出会った、初めてとも言える人間は──どこまでも真まっ直すぐで、〝光〟のように明るくて。そして、〝偽り〟さえも〝真実〟に変える強さを持つ《姫騎士》だった」

「！　な……ナクト師匠ぅ……」

　そしてついでに、ちょっぴり涙もろい──それが、レナリアだ。




「水上都市では、他者を守るために自らの命を張れる、慈愛に満ちた人がいて。全てを包む優しさと……変な教義を広めようとする、ちょっと困った《女教皇》と出会った」

「そんな、ナクト様……照れてしまいますわ……♪」

　褒めていない部分もあるが、とても前向きに捉えてくれるのが、リーン。




「巨人や古代兵器を相手にしてさえ、一歩も退かず……そのくせ内気で、人前じゃ兜かぶとも脱げない。けど、そんな自分を変えようと必死な──頑張り屋の《不動将》がいる」

「ナクト、サン……喜悦（ナクトさん、わたしを分かってくれて……嬉うれしいですっ）」

　本心が分からねば、あらん限りの誤解を生みそうだが、それもまたエクリシアらしさ。




　そんな彼女達と出会い、旅路を共にした事で──ナクトの心境に、芽生えた変化。

「ずっと一人で生きてきた頃は、知らなかったよ。〝ただ生きるだけ〟ではない、〝仲間と共に生きる〟道を。一人が寂しいと思い、誰かといて楽しいと感じ、心が昂たかぶらされるコトを。今まで、知らなかった。だから、俺は……そう、知らなかったんだよ……」

　言いながら、前を向いたナクトは、《闇黒の女神》を真っ直ぐ見据え。




「仲間を傷つけられるコトが──こんなにも、腹立たしいコトだなんてな──！」




　ナクトが吼ほえると同時に、《終わりの地》の空間が振動を始める──ただし、レナリア達の方には、一切及んでいない。まるでナクトの立つ場所を境目とし、彼の背後から、《世界》が線を引いて切り離しているかのように。

　この異常な変化に、けれど《闇黒の女神》は不愉快そうに眉をひそめるだけで、大して慌てもしなかった。

『……ちっぽけな人間が二、三人、傷ついたから何だと言うのか。おまえ一人が怒ったところで、《世界》が救われる訳でもなし』

　今度は両手を前に出した《闇黒の女神》が、更なる〝超重力〟を加えようとするが。

『〝闇〟の力の前では、総すべては破壊されるのみ──滅びの〝闇〟に吞まれよ──！』

「──なんかアンタ、《神》とか言いつつ人間みたいな発想だな。しかも小悪党っぽい」

『───んなっ!?』

　初めて見せてきた戸惑いも、虚を突かれた人間のような反応だ。やれやれ、とナクトはため息を吐つきながら、〝闇〟という存在の本性を語る。

「〝闇〟は、ただ滅ぼすだけの力ではない。煌こう々こうと明るい光の中では、満足に眠れないように。〝闇〟は安息と、静寂も与えてくれる──〝闇〟を破壊の力と決めつけ、一方的に滅びの象徴とするのは──〝闇〟を言い訳に悪を成す、心の弱い人間の常じょう套とう句くだ」

『ぐ、なっ……き、詭き弁べんだ！　事実、今、この《世界》が空間ごと滅びを迎えようとしているのは、〝闇〟の力のためではないか──！』

　確かに、このまま放っておけば、《終わりの地》そのものが跡形もなく消滅してしまうかもしれない──が、ナクトはきっぱりと言い切った。

「それも違う。《世界》は──俺の〝装備〟は、この程度で滅ぶほどヤワじゃない──！」

『そ、〝装備〟!?　……えっ、何が!?』

　意味が分からない、という反応も、もはや慣れたもの。

　ならば証明すれば早い──と、ナクトは右腕を大きく上げ。




「《世界連結ワールド・リンク》──〝闇〟よ、《世界》を元へ、修復せよ──」

『は。……え、《闇》、って……──なっ!?』




　ナクトの右手から放たれた、黒色の球体が──濃い霧に遮られて見えぬ太陽の代わりに、ひび割れる天空の中央に到達すると。




「──《黒穴・天ブラックホール・地逆再生リ・バーシブル！》──！」




　黒色の球が、ぎゅるり、急回転を始めると──先程からひび割れていた空間が、その音を止め、沈黙し──かと思いきや、急速に空間が修復されてゆく──！

　今にも落ちてきそうだった天も、粉砕されかけていた地も、総てが元通りになっていく。時を巻き戻すかのような〝闇〟属性による修復に、《闇黒の女神》には、もはや現れた時の落ち着きなど微み塵じんもなく。

『ばっ、そんっ……なぜ!?　人間が〝闇〟の力を扱えるなど、ありえないっ……かつて、神話の時代にも、そんな人間はいなかった！　貴様は、一体──！』

「──《世界》には〝闇〟だって存在する。《世界》を装備している俺が〝闇〟属性を扱えるのは、当然だ。……少し疲れるし、普段は滅多にやらないけど」

『せ、《世界》を装備って……だから、なんなのだ〜っ!?』

　そろそろキャラ崩壊してきた《闇黒の女神》、が、ヤケクソ気味に叫ぶのは。

『も、もう、もういいっ……全部、消し飛ばしてしまえば、関係ない！　全て、総て、何もかも！　〝闇〟に吞のみこまれて消えろおっ！』

　取り乱した《闇黒の女神》の体の中央に、〝闇〟のエネルギーが集約され、そして。




『───《闇黒波動砲》───!!』




　一つの巨大な塊となった〝闇〟から、全てを貫き破壊する砲撃が発射される。

　迫りくる破壊エネルギーを前に、ナクトは立ち尽くしたまま、ゆっくり口を開いた。

「──まだ、レナリア達を傷つけられた怒りが、収まらないんでな。

　少しだけ──《世界》の本気を、見せてやる──」

　これから見せるのが、本気のナクト──そう、本気のナクトは、ここからが違う。

　両腕を広げたナクトが、マントをはためかせ──いや、違う。脱ぎ捨てた。

　……ん？　脱ぎ捨てた……って、つまり、それは……。

　────えっ!?

「な、なな、ナクト師匠!?　それじゃもう、全部見えちゃ……へっ!?」

　レナリアが危惧を口にするも、見えているのは、上半身のシルエットくらい。

　マントを脱ぎ捨てたナクトの体から、膨大なエネルギーが[image: 迸]ほとばしっていた──その輝きは、もはや黄金。見た目以上に分厚い鎧よろいの如ごときオーラに、《闇黒の女神》は。

『ッ……な、なんだ、その、マントの下は──見えぬ!?　深しん淵えんの底すら見通す妾の眼めをもってしても、まるで見えぬ!?　なんなのだ、そのっ……神の如き光は!?』

　見えなくて良かったね、と思わなくもないが。

　ナクトは、身に纏まとった莫ばく大だいなエネルギーを解き放つべく、すう、と深呼吸し。




「いくぞ──《世界連鎖ワールド・チェイン》──」




　それはレナリア達も、初めて聞く、初めて見る力──ただ、黄金に輝くナクトの体から発射されたのは、一直線に奔はしる炎の波。

　闇黒の破壊エネルギーと、炎の波が押し合うも、敵かなうはずもなく。

『ふ、ふふっ……あんな大口を叩たたいておいて、その程度か！　やはり人間如きが、《神》たる存在に盾突くなど滑稽──！』

「──《世界連鎖》は──《世界》に存在する〝異なる属性の力を連鎖させる〟能力。さあ、まだまだ行くぞ──！」

『……そ、そそ、そんな力……ありえないっ……ありえないわっ！』

　だが、続けてナクトの体から放出されたオーラは、〝火〟とは別の力──それを見たレナリアが、声を上げた。

「!?　あ、あれは、炎の波に……旋風が──!?　〝火〟と〝風〟の──二属性!?」

　炎の波を煽あおるように、吹き荒れる旋風──だが、更にリーンが叫ぶのは。

「いいえ……まだですわ！　あれは、〝水〟の激流───これで、三つ！」

　かつて、《光の聖城》から《水の神都》まで遡ったような〝水〟の激流が、既に暴れ狂う〝火〟と〝風〟を押し上げた。

　暗黒の破壊エネルギーと、ついに拮きっ抗こうして押し合う、《世界連鎖》により組み合わされた〝多属性砲〟に──エクリシアが、もう一声──！

「……四……！」

　ナクトの下方から、〝地〟が轟とどろき天へと向けて逆流し、〝火〟〝風〟〝水〟を支えるように固めていく。

　そして最後に、ナクトの黄金色のオーラから──《闇黒の女神》が創り上げた〝闇〟とは対照的な、一筋の閃せん光こうが射出されると。

　レナリア、リーン、エクリシアが、三人ぴたりと、声を揃そろえて──！




「「「５Ｇｏ────ッ!!!」」」

『う、うそ、待っ、な、なに……なにこれ───っ!?』




　全てを破壊する〝闇〟のエネルギー砲が──〝火〟〝風〟〝水〟〝土〟〝光〟、総ての属性が集まった《五大属性砲》により、押し返される。

　己自身が発動した〝闇〟の力ごと、《闇あん黒こくの女神》が、極大のエネルギーを受け止めながら苦く悶もんする……が、しかし。

『……ふ、ふふふっ……憐あわれな人間達よ……妾わらわを倒し、いい気になっているが良い……この《世界》を本当に滅亡させるのは……《魔軍デモン・スウォード》でも、妾でも、ない』

「!?　な……ど、どういう意味ですか!?」

　ナクトの背後から、レナリアが慌てて問いかけると、《闇黒の女神》は答えてきた。

『妾が《魔軍》などを率い、わざわざ南へ侵攻させたのは──目的が《神々の死境デス・トピア》にあるからだ。忌いま々いましき彼かの地に封印されし、《闇黒の破壊神》……あの御方を復活させる事こそが目的。貴様らは、僕しもべたる妾程度を倒し、いい気になっているに過ぎぬのよ』

　これほどの戦いが──まさか、まさか前座に過ぎなかったとは。

　衝撃の事実を語り終え、《闇黒の女神》は高笑いし、そして。

『ふ、ふふふっ……あははははっ！　そうだ、絶望せよ、人間共！　妾はその絶望を肴さかなに、遥はるか天涯でおまえ達を笑い飛ばしてあげるからっ！　あーっはっはっは』




「その《闇黒の破壊神》とかいうの、俺が《神々の死境》にいた時、ぶっ倒したぞ」




『んもうっ！　……え、ええい、噓うそを吐くな！　黙れ、もう黙れ！　お願いだから！』

　何だか《闇黒の女神》が可哀想かわいそうになってきた。今もエネルギーに炙あぶられ続けているし。

　でもまあ、呆ぼう然ぜんとするレナリア達にも、情報を正確に教えてあげなくちゃな、とナクトは最後まで説明する事にした（親切）。




「いや、本当だ──《神々の死境》のかなり奥地で、なんか『世界ヲ……滅ボス……』とか言っているヤツがいたから、思い切りぶっ倒した。俺の唯一の一張羅を滅ぼされちゃ、堪たまったもんじゃないしな。『我……《闇黒の破壊神》ナノニ……』とか泣きながら沈んでいって、何の力も感じなくなったし、もう出てこないんじゃないか？」

『──────』




　絶句する《闇黒の女神》、しかしそれでも、まだ（頑張って）信じようとしない。

『……そ、そんな訳、あるか……そ、そうだ、証拠も何もないのに、信じられる訳──ちょっと待て。……おまえ、それ……その、投げ捨てたマント……おいそのマントォ！』

「ん？　ああ、そうそう、このマント──《闇黒の破壊神》とかいうのをぶっ倒した時に、もらったんだった。俺は《世界》を装備しているから、どんな服も着れないんだけど……このマントだけは、壊れないんだよな。そういう意味では感謝しているよ。まあ〝破壊神なのにマント壊れないんだな……〟とは思ったけど」

『──────』

「「「………………」」」

　二度ふたたび絶句する事になってしまった《闇黒の女神》さん。レナリア・リーン・エクリシア（兜かぶとの下）も、何だか気の毒そうな顔をしている。

　どうやら、《闇黒の女神》が目的とする、大ボスどころか裏ボスのような存在も倒していたようだし──最後まで仕事をやりきるべく、ナクトは改めて力を籠こめ。

「というワケで……これで、最後だ。一思いに、終わりにしてやるからな」

『……もう……』

　今も〝五大属性＋闇〟のエネルギーを喰くらい続けている、《闇黒の女神》に。

「見よ。これは、道。五つの力を束ね紡つむいだ、一筋の道。この、ただ一撃を──

《世界》の一撃を導くために創られし、大いなる道──！」

　黄金のオーラを身に纏うナクトが、自らの放つエネルギーの波に、飛び込むと。

　刹那──ナクト自身が光の矢と化し、一直線に放たれ──！




「《世界連鎖》──〝五大連結〟！　《滅ディ・アル神ティメット》───!!!」




　その右手に《世界》を纏いし、大いなる拳を、ぶちかました──!!




『……もう、もうっ──わらわ、おうち帰るうううううっ！』




　悲痛な叫び声を残し、究極の一撃にぶっ飛ばされて──《終わりの地》から更に終わりの彼方かなたまで、飛ばされてしまった。

　今この瞬間──今こそが、人類が、《世界》が、救われた瞬間──なのだが。

　遥か彼方の空から、ナクトが帰還してくると……最後に放った一撃で、ナクトを覆っていた黄金のオーラは、消えてしまったらしく……消えてしまった、訳で。




「や、やりました、倒し──えっ。……は、はわわ、ナクト師匠ーっ!?」

「ふう、一時はどうなる事、か……──!?　ナクト様、やりましたわ！（意味深）」

「!?　ッ、ッ……極……ッ!?（※▽×□§〇♡）」（解読不能）




　レナリア、リーン、エクリシア、計三名──……〝別のところ〟に注目しており、誰一人として、〝世界が救われた瞬間〟なんて、見てさえおらず。

　後に三人は、こう語る。彼は、ナクトは、確かに。




《最強》───《最強全裸》でした、と───




　　　　■■■




　……何はともあれ、こうして《魔軍》を、そして首しゅ魁かいたる《闇黒の女神》をも倒し……ナクトも脱ぎ捨てたマントを、羽織り直した。大事だ、とても大事なことです。

　そうして、確定した勝利を、レナリアが口にして──！

「わ、私達……夢じゃ、ないんですよね……これで、本当に……勝利を──！」

「──いや、まだだ、レナリア」

「いやーっ！　もういやですーっ！　お腹なかいっぱいですー！　やーん！」

　ナクトの制止に、子供のようになってしまうレナリア。

　だが、ナクトは分かっている──分かっているからこそ、緊張感は解かぬまま、厳しい表情で言葉を続けた。

「……作戦通りに、いかなかったからな。堪こらえきれなかった、俺の責任だ。だが……俺はまだまだ、戦える。最後に出てくる、最も強大な──俺が苦戦する強敵とも！」

「「「………ゑ？」」」

「で……その強敵は、どこだろう？　《世界》を装備している俺でも、感じ取れないんだけど……いや、だからこそ強敵ってコトか。よし、皆みんな……俺の後ろに隠れていろ！」

「「…………」」「あ、はーい、ですわー♪」

　呆あっ気けにとられる、レナリアとエクリシア……あ、リーンはここぞとばかりに、言われた通りナクトの背中に隠れていた（抱き着いていたともいう）。

　つまり、どういう事なのか……要約して、簡潔にまとめるなら、だ。




　人類を滅ぼす《闇黒の女神》でさえ──ナクトにとって、強敵とすら認識されなかった、という事である──……




　　　　■■■




《闇黒の女神》を倒した後、それが最後の敵だったという説明をナクトが受けると、『そうなんだ……』と何とも言えない表情になっていたが。

　とにかく、これで──最後の戦いが、終わった。

　人類を滅ぼす脅威は全て撃退し、後は胸を張って帰るだけ。リーンとエクリシアも、それぞれ帰還の準備を始めていた。

　……それなのに、ただ一人、端整な顔で浮かない表情をする者が。

「………はぁ………」

　ため息を吐つくのは、間違いなく功労者たるレナリア。

　一体どうしたのだろう、とナクトは俯うつむく彼女へと歩み寄るが。

「……レナリア、どうした？　ため息なんて吐いて……さすがに疲れたか？」

「……あっ、ナクト師匠！　いえ、まだまだ動けます、疲れてなんて──」

「疲れてるなら、俺が運んでいこうか？　抱えるなり、おんぶするなり」

「はぃ──……ッ！　い、いえっ……ぐ、うっ……大丈夫、ですぅ……！」

　何か飛びつきかけたのを慌てて我慢したような、そんな気配をレナリアは発していたが、どうにか我慢したらしい彼女は、ナクトへと素直な心境を吐露した。

「その、大した事では、ないのです。ただ……ただ。結局、私、ナクト師匠に頼り切りで……何のお役にも、立てなかったな、って……」

「……え？　いや、そんなコトないだろう。《魔軍》と、あんなに必死で戦って──」

「だってっ！　《闇黒の女神》には、全然、歯も立たず……〝共に戦う〟なんて、言っておいて、私……情け、なくって……っ」

　呟つぶやきながら、ぽろり、その円つぶらな目から宝石のような滴が落ちる。

　そうだ、レナリアは元々、責任感の強い少女だった。〝人類の希望〟などという重圧を押し付けられて、どんなに恐ろしくても、懸命に応えようと切せっ磋さ琢たく磨まするほどに。

　そんな彼女が、今は『ナクトの役に立てなかった』と、嘆いている。

　その事実に、ナクトの胸は締め付けられ──反射的に、言葉を発していた。

「……《神々の死境》で、一人で生きていた時はさ」

「……ふぇ？　な、ナクト師匠？」

「自分だけのコトを考えていれば、それで良かった。当たり前だよな、自分一人しかいないんだから。その生活は、気楽で、適当で──そして、退屈だった。……けど、ある日、そうじゃなくなった。《姫騎士》を名乗る、一人の女の子と出会ってからはな」

「！　それ……その女の子、って……」

　真まっ直すぐ見つめてくるレナリアに、ナクトも目を逸そらさず見つめ返していた。

「旅に出てから、色々あったよな。川を逆流して越えたり、《水の神都》でゾンビを倒したり、山を飛び越えて、《城塞都市》では巨人と戦ったり。それで……最初はローパーにも勝てなかった女の子が、今や《魔神ディアボロス》も討ち倒す〝真実の希望〟の《姫騎士》だ」

「あ、わっ……私はそんな、大層な者では……ま、まだまだ未熟でっ」

「まあ最初、弟子にしてくれとか言いつつ、半裸になって迫ってきた時は驚いたけどな。……けど、楽しかった。どんどん成長していくレナリアを見るのは──楽しかった」

　見つめ合ったまま、ナクトは素直な心を隠さず、思い切り笑いかけた。




「俺はレナリアを、誇りに思う。レナリアは、俺の──自慢の弟子だ！」

「─────！」




　瞬間、風が吹いたように、レナリアの涙は弾はじけ、宙を舞って煌きらめき──




「───はいっ♡」




　天使を思わせる、光り輝く笑みを、満面に湛たたえるのだった。

　……さて、そこまでは黙って様子を見ていた、リーンとエクリシアだが。

「……あらっ。ナクト様ったら、レナリアちゃんばかり構って……わたくしとエクリシアちゃんの事は、どうでも良いのでしょうか〜……？」

「悲嘆、極マレリ……（悲しいです、よよよ……）」

　悲しみに顔を覆う姿は、何ともわざとらしいが──妙に真面目な所のあるナクトは、慌てて二人に弁解した。

「そ、そんなコトはないっ。どうでもイイなんて、思ったコトはないぞ！　本当に──」

　冗談で、軽くからかってきた、そんなリーンとエクリシアに。

　ナクトは、ひたすら真剣に、真っ直ぐな眼まな差ざしを向けて──




「リーンも、エクリシアも、俺にとって──かけがえのない、大切な仲間だ」

「「！　………♪」」




　ふわっ、とリーンが口元を綻ばせ、兜かぶとで見えないがエクリシアも眼めを細め。

　レナリアも、二人へと、満面の笑みを向ける。

「もちろん、私にとっても、ですっ──ねっ、リーンさん、エクリシアさんっ♪」

「──ええっ。もちろんですわ、レナリアちゃんっ♪」

「至極、当然ッ……！（はいっ、当たり前、ですっ……♪）」




〝終わりの地〟──全てが〝終わり〟と向き合う、この最果ての地で。

　人々を〝終わり〟から救った、四人の周りには。




〝世界〟が祝福するかのように──暖かく、和やかな風が、吹いていたのだった。











エピローグ









《終わりの地》を去り、《全裸ナクト・神丘陵ゴッドヒルズ》（ナクトはこの名をまだ知らない）の頂上で。

　人類を──そして《世界》を救った四人の英雄は、まだ遠い人の住む地を眺めていた。周囲にひと気のないこの時は、エクリシアも重装を脱ぎ、可か憐れんな姿を見せている。

　戦いは、終わった。同時に、旅も終わりを迎えたという事になり。

（これで皆みんなとも、お別れか。長かったような、短かったような。………）

　ナクトの胸中に、彼女達と出会って初めて知った、〝寂しい〟という感情が過よぎり──ふと、尋ねていた。

「皆は、これからどうするんだ？　やっぱり元いた、自分の街や城に帰るのか？」

　その問いに、まず初めに答えたのは、レナリア。

「そうですね……とりあえず報告のために、お城には寄りたいと思います。その後は……どうしましょう、ナクト師匠？」

「え？　ああ、その後のコトは、まだ決めてないのか。まあ、焦あせる必要はないと思うけど……ん？　でも、なんで俺に聞くんだ？　……えーと、リーンは？」

　次にナクトが尋ねると、リーンはいつもの穏やかな笑顔を見せつつ返事した。

「わたくしですか？　わたくしは、そうですわね〜、《全裸神》の教義を布教したいところですけれど……布教コースは、ナクト様にお任せしますわ♪」

「なんで俺？　……？　えーと、エクリシアは？」

　ナクトが目線を落として尋ねると、エクリシアは後ろ手を組んで、もじもじとしながら小さな口を開く。

「……な、ナクトさんは……どこへ、行きたいですか……？」

「…………??」

　あれ、何だかおかしいぞ、とナクトが首を傾かしげる。

　彼女達も、何か違和感を察したのか──レナリア、リーン、エクリシアと、順番に自身の行き先を発表して。




「レナリアは、ナクト師匠と──生涯の伴侶として、ずっと一緒にいますよ？」

「わたくしとナクト様は、生涯を共にする二人ですもの。絶対に離れませんわっ♪」

「わたしと、ナクトさん、行くところ、同じです……め、夫婦めおと、ですからっ……♡」

「「「……………はい？」」」

「俺の台詞せりふでは？」




　どうやら全員、ナクトに付いていく気満々らしい──しかも伴侶だとか夫婦だとか、聞き捨てならない言葉満載だ。

　しかし聞き捨てならないのは、女性陣三人も同じ。せっかく戦いが終わったというのに、何やら互いに火花を散らし始め、まずはレナリアが口火を切った。

「ど、どういう事ですかあっ！　ナクト師匠とは、私が初めて出会ったのですからねっ！　だから私が一番ですっ……何と何と、親への挨拶も済ませているのですよっ！」

　だが、即座に反論をしたのは、微ほほ笑えむリーン──ちょっぴり珍しい威圧感を添えて。

「あらあら、出会った時なんて、関係ありませんわ〜……ナクト様とわたくしは、遥はるか昔の大予言から定められた、運命という絆きずなで繫つながっていますもの。……まあ、そんなものなくても、わたくしとナクト様は一緒ですけれど〜♪」

　いつもの茫ぼう洋ようとした笑顔なのに、何やら怖い──が、内気なエクリシアでさえ、負けじと口を挟んでいく。

「わ、わたしだって……ナクトさんへの、想おもいなら……負けませんっ。だ、だからっ……ゆ、譲ったりなんて、しないんですからっ」

　むんっ、と両手に力を籠こめているが、可か愛わいい。小動物感が過ぎる。

　だが、三者三様、各おの々おのナクトへの想いを口にして──レナリアが確認したのは。

「手を引く気はない……という事ですね？」

　問われ、リーンとエクリシアは、こくり、同時に頷うなずく。

　ならば、もはや──実力行使、あるのみか──！

「───止やめてくれ、三人とも！」

　と、その刹那、三人の間に割って入ったのは、当事者たるナクトだった。

「色々、言いたいコトはあるけど……まず、何よりも！　三人が争うのなんて、俺は見たくない！　皆が俺のコトを大切に想ってくれている、というのは……正直に言うと、嬉うれしい。……だけど、俺のコトを、本当に想ってくれるのなら……！」

　取り繕う事など知らない、それはナクトの、裸の言葉──！




「三人とも、喧けん嘩かなんてしないで、仲良くしてくれ！　多分、皆が思っている以上に、俺だって──レナリアと、リーンと、エクリシアのコトが──大切なんだ！」

「「「────！」」」




　ナクトの言葉を受けて、三人は沈黙した。争おうという気配は、もう……ない。

　ほっ、とナクトが安心している、と──不意にレナリアが、口を開いた。

「……《世界》は、もっと、素直で……自由。……自由……」

「？　……レナリア？」

「自由……そう、そうだったのですね……そうですよ、自由なのですっ！」

　何かを悟ったのか、レナリアが興奮気味に、丘の頂上で叫んだのは。




「誰か一人なんて言わず──全員、ナクト師匠に、娶めとって頂けば良いのです──♪」

「──────」




　それは、爆弾発言に他ならないだろう。ナクトは呆あっ気けにとられるが、しょっちゅう色んな相手を呆ぼう然ぜんとさせている男なので、たまには良い薬だ。

　とはいえ、そんなとんでもないレナリアの提案に、清せい楚そで清廉な事に定評のあるリーンがどんな答えを返すのか、聞かずとも分かり切っている事だった。

「なるほど……《世界》を装備し、《世界》そのものと呼んで過言でない、《全裸神》ナクト様の前では……法や倫理という概念でさえ、丸裸という訳ですわね。そもそも一夫多妻が禁じられている訳でもありませんし……そこに気付くとは、さすがレナリアちゃん……〝真実の希望〟に恥じない成長を果たした、《姫騎士》ですわ……！」

《姫騎士》の称号、変な名誉が塗りたくられている気がする。

　更に、内気なエクリシアもまた、おどおどとしながらも発言する。

「わたしも……こうして、自分の顔、見せられるの……ここにいる、みんなだけだし……一緒なら、心強い、です。それに、わたしだけじゃ、ダメでも……みんなと一緒なら……ナクトさんを、満足させて、あげられるかみょっ。……か、かんじゃいましたぁ……」

　何やらとんでもない事を口にしかけていたし、嚙かんで正解だったのでは。

　結局、三人の結論はナクトの思いもよらない形に、けれど『喧嘩なんてしないで、仲良くしてくれ』という言葉通りに、収まった。

　レナリア、リーン、エクリシア──誰もが絶世の美少女にして、人類最高峰の存在と知られる三人が、顔を見合わせて同時に頷き。

　ナクトの方へ、輝かんばかりの笑顔を向けた。




「ナクト師匠っ♪　これからも、ず〜っと……よろしくお願いします、ねっ♡」

「生涯、ず〜っと、共に致しましょうねっ……ナクト様っ♡」

「ふ、不ふつ束つか者ですが、わたしと、一緒にいてください……ね、ナクト、さんっ♡」




　──結局のところは、だ。

《世界》を装備しているのに、〝全裸〟だ何だと囁ささやかれようと。

　魔物や《神》を倒して、〝最強〟だと言われようと。

《全裸王》・《全裸神》・《全裸の覇者》と──そんな、とんでもない肩書が付こうと。

　どんな揶や揄ゆや、称賛を受けようと──こうして慕ってくれる、彼女達を前にしては。




「ああ、もう……分かった！　……分かったよ。それが皆の幸せだって、そう言うのなら。俺の装備──《世界》にかけて、ずっと一緒にいよう！」

「「「───はいっ♡」」」




〝最強全裸〟も、形無しになるのは、望むところなのだ。




　……さて、これにて本当に、一件落着。後は皆で帰還するだけ……と思いきや。

「えへへ、これから先、楽しみで……え？　……あれっ、誰かが丘を登ってきて……？」

　レナリアが言う通り、馬に乗って丘を駆け上がってくるのは、どこかで見た事のある女兵士──そう、《光の聖城クリスティア》の、女王の近この衛え兵へいの一人だ。

　……ちなみにエクリシアは、瞬またたく間まに漆黒の重装に着替えていた。さすが《剛地不動将アース・ジェネラル》、早い。人類最高レベルの早着替えだ。

　それはそうと、ようやく目の前にやってきた女兵士が、慌てて口走るのは。

「はあっ、はあっ……れ、レナリア姫様、皆様っ……ご、ご無事で何よりです！　ああでも、でもっ……たた、大変なことがですねっ、あのですねっ!?」

「──落ち着いて、シュリ。《魔軍デモン・スウォード》はもう、崩壊しましたよ。慌てる事など、ありません。……さあ、深呼吸して。一体何があったのか、報告してくださいね？」

「えっ……《魔軍》を倒したのですか!?　ああっ、さすがは姫様っ……あ、でも、それはよかったんですけどっ、そのっ……う、うう〜っ……」

　レナリアが優しく続きを促せど、女兵士の焦燥は収まらず──ようやく発した報告は。




「そのっ……《光の聖城クリスティア》の、南から──《神々の死境デス・トピア》から！

〝見たこともない魔物〟が、次から次へと溢あふれ出してきてるんですぅ──！」

「────えっ!?」




　その報告に、レナリアも焦あせりを見せるが、続けて女兵士に問いかけたのはリーン。

「《神々の死境》から……と、仰おっしゃいましたわね？　その〝見たこともない魔物〟というのは、彼かの地に住まう伝説のような魔物、という事でしょうか？」

「い、いいえ、違うんです……《神々の死境》の魔物がどんなに強くても、ある程度の記録や文献が、残っているはずなのに……一切、どんな記録にも、一致しないんです！　それこそ、そう……まるで、全く別の……〝異世界〟から、現れたかのようで……！」

「……全く〝見たこともない〟……〝異世界〟から現れたような、魔物？　……一体、何が起こって……いえ、どうしてこんな、突然に……？」

　いつもは茫洋として余裕のあるリーンも、さすがに表情が曇る。

　と、更に補足するように、女兵士が付け加えたのは。

「あ、実は……今が初めてでは、なくて。ほんの少し前から、ほんのごく少数、そういう〝見たこともない魔物〟の報告はあって……えっと、確か……レナリア姫様が、そちらの怪しいマント……ご、ごほん！　な、ナクト殿と一緒に、旅に出られた頃から──」

「私が、ナクト師匠と？　……ん？　つまり、ナクト師匠が、《神々の死境》を離れた頃？　……ん、んん〜……えっ、まさか!?」

　時期的に、状況的に考えれば──ナクトが《神々の死境》を離れ、そして〝見たこともない魔物〟が現れた、という事になる。

　それは、まるで──ナクトという〝大きな力〟の留め金が、外れてしまった事で──起こった事態のようではないか。

　エクリシアもまた、その考えに行きついたのか、重装鎧の向こうで慌てている。

「……如い何かニ、スル……（……ど、どど、どうしましょうっ……）」

「ひえっ!?　さ、さすが《剛地不動将》殿、こんな状況でも落ち着いてますね……!?」

　副音声の聞こえない女兵士さんは、何だか勘違いしちゃっているが。

　さて、レナリアも、リーンも、エクリシアも、困惑していた──そんな時。

「──まあ要するに、まだ世界の危機は終わっていない、ってコトか」

「！　ナクト師匠っ……」「ナクト様っ」「ナクト、サン……（ナクトさんっ……）」

　ただ一人、揺らがぬ〝世界〟の如ごとく泰然自若としていたナクトに、レナリア、リーン、エクリシアが、注目し。

　ナクトはマントの下で腕組みしながら、ふう、とため息を吐つく。

「こんな北の果て下くんだりまで来て、《魔軍》とやらと戦って、また南の果てに、とんぼ返りっていうのも……なかなか骨が折れる話だな。──だけど」




　──どうやら、〝世界〟というものは──まだまだ波乱に、満ち満ちているようで。

　飽きることなく、絶えず流れ続け、休ませてなどは、くれないようだが。

「……まあ、仕方ないよな。俺の装備である〝世界〟を………いや」

　ナクトは、仲間達を──レナリアを、リーンを、エクリシアを、一人ずつ見つめ。




「俺達が一緒に生きる〝世界〟を、救うため──もうひと働きしようか！」

「「───お～～～っ♪」」「応ッ……！（おーっ……♪）」




　彼女達と共に生きる〝世界〟は──何よりも、美しいのだから。
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　はじめまして、あるいはお久しぶりです。フェチを愛し続ける作家、初はつ美み陽よう一いちです。

　読者の皆様の応援のおかげで、本作品『異い世せ界かいで最さい強きょうの装そう備びは、全ぜん裸らでした』は、新シリーズとしてスタートする事ができました。この感謝、相変わらずで申し訳ないほどですが、叫ばせてください……！

　皆様、本当に、本当にっ……ありがとうございます〜っ！




　こうして始めさせて頂きました新シリーズ。まさしく〝最強全裸〟の主人公ナクトが大暴れし、勘違いと慕ぼ情じょうを加速させた《姫騎士》レナリアを始めとするヒロイン達が脱ぎ始めちゃうという、ハチャメチャ異世界全裸ファンタジー。

　けれどただ全裸になるのではなく、〝装備〟が重要な世界だからこそ、美少女達に色んな恰かっ好こうをさせられる……フェチ度マシマシな本作品、お楽しみ頂けていれば幸いです！




　そして何より、ナクト、レナリア、リーン、エクリシアに……素晴らしいイラストにて命の息い吹ぶきを吹き込んでくださった、イラストレーターのＸｅいくしー様！

　イラストを頂くごとに、フェチの奔ほん流りゅうで全身の血流が沸き立つレヴェル。このまま気絶してしまっても、おかしくないほどなのです。

　いつも驚かされるばかりの美び麗れいイラスト、今後とも、是非是非よろしくお願い申し上げます。暴走ヒロインズが、今度はどんな恰好をするのか、既にフェチが昂たかぶり漲たぎって仕方ないのです……ムフフ（とんでもねぇ話だ）。




　初美がフェティシズムを自じ重ちょうできぬばかりに、担当様や関係者様達に、ご迷惑をおかけしっぱなしですが……そうして完成した本作品を、読者様に手に取って頂ける幸せ。

　シリーズを始めさせて頂くたび、もはや「しつこい」と言われそうですが、それでも、もう一度、読者の皆様へ感謝を申し伝えさせてくださいっ……。

　本作品を手に取ってくださり、心からっ……感謝いたします〜〜〜っ！

　どうかこれからも、本作品と一緒に突っ走ってくだされば、幸せでございますっ！
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異い世せ界かいで最さい強きようの装そう備びは、全ぜん裸らでした




どうか私に全裸を教えてくださいっ！　全裸でなく《世界》だ！
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